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番号 名称 寸法 数量

1 2F直管 NCP 150A×900L スチフナー付き 水道用7.5KF RF-GF 1

2 1Fラッパ管 NCP 150A 水道用7.5KF RF 1

3 2F直管 NCP 100A×1075L スチフナー付き 水道用7.5KF(RF-GF) 1

4 2F曲管 NCP 100A×175L×175L 水道用7.5KF(RF) 2

5 2F直管 NCP 100A×2500L 水道用7.5KF(RF) 4

6 1Fラッパ口直管 NCP 100A×1225L 水道用7.5KF(RF) 2

7 2F直管 NCP 50A×900L スチフナー付き 水道用7.5KF(RF-GF) 1

8 1Fラッパ管 NCP 50A 水道用7.5KF(RF) 1

9 2F直管 NCP 100A×900L スチフナー付き 水道用7.5KF(RF-GF) 1

- フランジ接合材 φ150用 7.5KF RF 1

- フランジ接合材 φ100用 7.5K RF 8

- フランジ接合材 φ50用 7.5K RF 1

- 振止金物 SUS316 100A用 6

- 支持金具 SUS316 100A用 4
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流量計室付帯工図 A1 S=1/20,A3 S=1/40

（参考図）
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配管詳細図(1) S=Free

配管詳細図(1)

Free C-27※ 既設配水管φ350の管種・土被りは、当該管路の竣工図がなく他の

配水管布設工事竣工図の表記から想定深さであるため、工事前に試

掘により確認を行うこと。



1.27

1
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.
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0.143.600.471.990.88

③ 土砂 DP=2.41m L=6.20m

0.28(3.33)

④-1 土砂

DP=2.41m L=0.28m

流出管① DIP-GX φ150 L=6.20m

露出配管

流出管② SUS304TP 150A

L=1.16m(4.21m)

ソフトシール仕切弁 φ150

ボール型伸縮可とう管 φ150×H100

GX-U×F(GF) タイロッド付

DIP-GX 継ぎ輪 φ150

DIP-GX 曲管 φ150×45°

DIP-GX 両受曲管 φ150×45°

ボール型伸縮可とう管 φ150×H100

GX-U×F(GF) タイロッド付

新設RC配水池

新設配水ポンプ室

B部詳細図参照

継足ロッド SUS304 円盤振止付 φ150用

ねじ式弁筐

VU φ250 L=1.0m

1.00
1.0

7

1.70 1.32

0.60

露出配管

流入管③

SUS304TP

150A L=0.60m

EF

0.880.28(1.83)0.623.771.560.541.151.10

⑥ 土砂 DP=0.89m L=8.12m

流出管⑥　DIP-GX φ200 L=7.02m

露出配管
④-2 土砂

DP=0.91m L=0.28m
流出管④ SUS304TP

150A L=1.16m(2.71m)

⑤ 土砂

DP=0.91m L=0.62m
流出管⑤ DIP-GX

φ150 L=0.62m
流出管⑦

NCP 200A

L=1.10m

1.101.151.031.09

⑥ 土砂 DP=0.89m L=3.28m

0.40

⑦ 土砂

DP=0.94m L=1.49m

流出管⑧

NCP 200A

L=1.10m

流出管⑨　DIP-GX

φ200 L=2.18m

流出管⑩　DIP-GX

φ100 L=1.49m

ボール型伸縮可とう管 φ150×H100

GX-U×F(GF) タイロッド付

DIP-GX 受挿片落管 φ200×φ150

DIP-GX 継ぎ輪 φ200

DIP-GX 曲管 φ200×22 1/2°～2

DIP-GX 二受Ｔ字管 φ200×φ200

ボール型伸縮可とう管 φ200×H100

GX-U×F(GF) タイロッド付

NCP 2Ｆ直管 200A×1100L

NCP 2Ｆ直管 200A×1100L

ボール型伸縮可とう管 φ200×H100

GX-U×F(GF) タイロッド付

DIP-GX 二受Ｔ字管 φ200×φ200

DIP-GX 挿受片落管 φ200×φ150

DIP-GX 挿受片落管 φ150×φ100

機械設備工事

DIP-GX 受挿ソフトシール仕切弁 φ100

SUS304TP　2F直管 150A

L=600mm

SUS304TP フランジ蓋 150A

DIP-K 管帽 φ100

新設配水ポンプ室

新設流量計室

C部詳細図参照

D部詳細図参照

ねじ式弁筐
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1.36

EF
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1.35

6.740.651.13
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⑥ 土砂 DP=0.89m L=9.28m

流出バイパス管 DIP-GX φ200 L=9.28m

⑥
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D
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.
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5
m

流
出
管
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D
I
P
-
G
X

φ
2
0
0
 
L
=
2
.
1
5
m

⑥ 土砂

DP=0.89m L=1.78m

流出管⑧ DIP-GX

φ200 L=1.78m

DIP-GX 受挿ソフトシール仕切弁 φ200

DIP-GX 曲管 φ200×45°

DIP-GX 両受曲管 φ200×45°

DIP-GX 継ぎ輪 φ200

DIP-GX 二受Ｔ字管 φ200×φ200

DIP-GX 受挿ソフトシール仕切弁 φ200

DIP-K 管帽 φ200

4.50

ねじ式弁筐

ねじ式弁筐

SUS304TP　2F曲管 150A×90°

L=278mm×278mm

SUS304TP　2F直管 150A

L=600mm

SUS304TP　2F直管 150A

L=2492mm

新設配水ポンプ室

SUS304TP　2F曲管 150A×90°

L=278mm×278mm

2
.
5
0

B部詳細図

0
.
5
5

SUS304TP　2F直管 150A

L=992mm

新設配水ポンプ室

C部詳細図

1
.
5
5

SUS304TP　2F曲管 150A×90°

L=278mm×278mm

SUS304TP　2F曲管 150A×90°

L=278mm×278mm

SUS304TP　2F直管 150A

L=600mm

GX
鋳
鉄
管
φ
20
0 
DP
=0
.8
9m

サドル付き分水栓(DIP用) φ200×φ20

PEソケット(分・止水栓用) φ20

D部詳細図

PEエルボ φ20

PEめねじ付きエルボ φ20

不凍水栓柱 φ20 H=1.20m

乙型ボール止水栓 φ20
PEソケット(分・止水栓用) φ20～2

0.30

0.
60

0.
60

万能水栓　φ13

0.50

0
.
5
3

PEエルボ φ20～2

水道用ポリエチレン二層管φ20

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

配管詳細図(2)

Free

配管詳細図(2) S=Free
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1.20 0.70 1.86

⑨-2 土砂 DP=2.59m L=3.76m

排水管② HIVP φ100 L=3.76m

1
.
6
9

1
.
6
1

新設RC配水池

HIVP-TS キャップ φ100

E部詳細図参照F部詳細図参照

1.69

新設RC配水池

1
.
6
5

1.61

1
.
6
5

ソフトシール仕切弁 φ100

メカ型フランジ短管 φ100

HIVP-TS エルボ φ100

HIVP-TS チーズ φ100×φ100

ソフトシール仕切弁 φ50

メカ型フランジ短管 φ50

HIVP-TS チーズ φ100×φ50

新設RC配水池

E部詳細図F部詳細図

0
.
9
4

2
.
6
2

継足ロッド SUS304 円盤振止付 φ50用

ねじ式弁筐

VU φ250 L=1.0m

ねじ式弁筐

N=1
4.00

5.80(6.35) 4.60 6.70

0.80

(1.35)

⑪ DP=0.60m L=17.90m

G部詳細図参照

G部詳細図参照

鋳鉄製 散水栓ボックス～2

町野式メスキャップ 65A～2

HIVP-TS エルボ φ75～2

0
.
6
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0
.
0
5

0
.
5
5

G部詳細図

0
.
3
0

1.80

0
.
6
0

N
=
1

4
.
0
0

N=1
4.00

2.70

0
.
8
0

HIVP-TS ソケット φ75

HIVP-TS エルボ φ75

HIVP-TS ソケット φ75

HIVP-TS エルボ φ75

HIVP-TS ソケット φ75

HIVP-TS エルボ φ75

排水管③ HIVP-TS φ75 L=17.90m(18.50m) φ65 L=0.00m(0.50m)

町野式メス継手 内ネジ 65A～2
金属入りバルブソケット φ65～2

基礎砕石 W400×D300×H100

0
.
2
5

HIVP-TS 径違いソケット φ75×φ65～2

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

配管詳細図(3)

S=Free

配管詳細図(3) S=Free
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H

山砂

D
P

3
0
0

D

機械掘削

発生土 H
1

土砂

仮復旧掘削

土工番号 管径 DP W H 延長

②-1 120 1650 900

H1

13501870φ100

管外径D 備号

1190

②-2 120 940 600 6401160φ100 46190

170 2410 900 21102680φ150 6480

管種

DIP-GX

DIP-GX

DIP-GX

170 910 600 6101180φ150 900

SUS
③,④-1

④-2,⑤

220 890 600 5901210φ200 23210⑥ DIP-GX

DIP-GX
SUS 150A

150A

配管詳細図(1)

配管詳細図(1)

配管詳細図(2)

配管詳細図(2)

配管詳細図(2)

120 940 600 6401160φ100 1490⑦ DIP-GX 配管詳細図(2)

60 2620 900 23202780φ50 1930⑧ HIVP 配管詳細図(3)

110 940 600 6401150φ100 1930⑨-1 HIVP 配管詳細図(3)

110 2590 900 22902800φ100 3760⑨-2 HIVP 配管詳細図(3)

90 960 600 6601150φ75 5270⑩ HIVP 配管詳細図(1)

Ｗ

H
1H

5
0

再生密粒度As(13)

山砂

M-30

3
0

1
4
0

1
2
0

D
P

RC-40

D

舗装取壊し

機械掘削 H
2

町道As舗装

不断水簡易仕切弁・不断水分岐工

仮復旧掘削

土工番号 管径 DP W H 延長

① 370 1650 1670

H1 H2

2370 13602420φ350×φ100

管外径D 備号

3500 配管詳細図(1)
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1
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5
0
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～
2
0
0
0

土留工設置標準図

切梁

腹起し

矢板

２段支保工

90 600 600 300790φ75 17900⑪ HIVP 配管詳細図(3)

３段支保工
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切梁
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矢板

1
0
0

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

土工断面標準図

A1 S=1/20

A3 S=1/40

土工断面標準図 A1 S=1/20,A3 S=1/40
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年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

排水人孔設置図 A1 S=1/20,A3 S=1/40

排水人孔設置図

A1 S=1/20

A3 S=1/40
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RC配水池

10000×6000×H5000

有効容量：300m³

流量計室

配水ポンプ室 次亜室

DN

4
8
0
0

1
4
5
0

2
5
0 2
5
0

620 250

6
0
0

土木工事機械設備工事

GL+273.00

LWL+270.80

HWL+275.80

4
0
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土
木
工
事

機
械
設
備
工
事

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

設備配管 屋外配管平面図 断面図 

設備配管 屋外配管平面図 A1 S=1/50,A3 S=1/100

C-32

受水サンプリング管 HIVP φ20

次亜塩素注入管 ブレードホースφ6×φ11

さや管 HIVP φ25

水位調整弁パイロット管 SUS304 15A

フロートパイロットバルブ フロートパイロットバルブ

（機械設備工事）

水位調整弁パイロット管 SUS304 15A

断面図 A1 S=1/30,A3 S=1/60

A1 S=1/30,1/50

A3 S=1/60,1/100
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工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

設備配管　スケルトン図 土工断面図

Free C-33

スケルトン図 土工断面図

設備配管 S=Free
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野　芝

野　芝

L=0.5m

No.2配水池

No.1配水池

既設越境排泥管

DCIPφ100

GL+319.67

野芝

境界線

FGL+319.67

敷砂利
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フロート弁φ100

弁閉鎖

弁閉鎖

高区配水場

A

A

年　度
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図面名
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秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

フロート弁設置平面図

A1 S=1/50

A3 S=1/100
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フロート弁設置平面図 A1 S=1/50,A3 S=1/100
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フロート弁φ100
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ラッパ口 φ100

フランジ短管φ100×100H
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小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

フロート弁設置断面図

A1 S=1/20

A3 S=1/40
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フロート弁設置断面図 A1 S=1/20,A3 S=1/40



図 面 目 録

実 施 設 計 図
小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

秩父広域市町村圏組合水道局

（建築工事）
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図(２)

鉄筋コンクリート構造配筋標準図(１)

図面名称図面番号

建築工事特記仕様書（その４）

建築工事特記仕様書（その１）

建築工事特記仕様書（その２）

建築工事特記仕様書（その３）
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11

12

13

立面図

配置図

敷地求積図・敷地求積表 

平面図・屋根伏図・天井伏図・断面図

矩計図

平面詳細図・建具表

展開図

仕上表・面積表・面積算定図

屋根断面詳細図

－

縮尺

―

―

―

―

A1 S=1/100,A3 S=1/200

A1 S=1/100,A3 S=1/200

A1 S=1/100,A3 S=1/200

A1 S=1/100,A3 S=1/200

A1 S=1/50,A3 S=1/100

A1 S=1/100,A3 S=1/200

A1 S=1/100,A3 S=1/200

A1 S=1/30,A3 S=1/60

A1 S=1/30,A3 S=1/60

A1 S=1/30,A3 S=1/60

A1 S=1/30,A3 S=1/60

A1 S=1/50,A3 S=1/100

A1 S=1/50,A3 S=1/100

A1 S=1/50,A3 S=1/100A1 S=1/5・1/100,A3 S=1/10・1/200



4

外部足場

内部足場

　　・躯体足場（きゃたつ、足場板等）　・仕上足場（きゃたつ、足場板等）

　　・枠組本足場（手すり先行方式）　・安全手すり（手すり先行方式）

　　・地足場（丸パイプ、足場板等）

足場その他

建築工事一式

建築電気設備工事一式

建築機械設備工事一式

4．工事内容

5．工　　期 契約工期：契約日から令和8年1月30日

共通費の算定に用いる工期：6ヶ月とする

6．工事範囲

　 　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は，「埼玉県建築工事特別共通仕様書」および国土交通省大臣官房官庁

　 　営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和4年版）」（以下「標準仕様書」という。）による。

・埼玉県建築工事実務要覧に記載の要領等建築工事管理指針（令和4年版）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

　提出仕様（・紙ベース　　・電子データ　　・　　　　　 ）

保証書の提出　（　　　　）部1

　・金属製保証書の提出（建物引渡し日から10年間）

8

　　　性能を有するものとする。

　　　を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

　　　法とする。

　　　①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

　　　③安定的な供給が可能であること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

材料の品質等 (1.4.2)

　　　する「建築材料・設備機材等品質評価事業」]の評価書の写し等）を監督職員に提出し

（２）備考欄に商品名が記載された材料は，当該商品又は同等品を使用するものとし，同等品

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については，材料製造所の指定する工

（４）本工事に使用する材料のうち，（５）に指定する材料の製造業者等は，次の①から⑥の

　　　④法令等で定める許可，認可，認定又は免許を取得していること。

　　　⑤製造又は施工の実績があり，その信頼性があること。

　　　⑥販売，保守等の営業体制を整えていること。

（１）本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能の他，通常有すべき品質及び

　　　事項を満たすものとし，その証明となる資料（外部機関[（一社）公共建築協会が発行

　　　て承諾を受ける。ただし，あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　　・（一社）公共建築協会の「建築材料・設備機材等品質評価事業」において評価書が発行

　　　されている材料

　　　　床型枠用鋼製デッキプレート，鉄骨柱下無収縮モルタル，無収縮グラウト材，押出成形

　　　セメント板，成形伸縮目地材，乾式保護材，セラミックタイル，既調合モルタル，既調合

　　　目地材，ルーフドレン，吸水調整材，防水剤，アルミニウム製建具（コンクリート系下地

　　　及び鉄骨下地），樹脂製建具（コンクリート系下地及び鉄骨下地），鋼製建具，鋼製軽量

　　　建具，ステンレス製建具，錠前類，クローザ類，自動ドア機構，自閉式上吊り引戸機構，

　　　重量シャッター，軽量シャッター，オーバーヘッドドア，ガラス，現場発泡断熱材，フ

ントモルタル，鋳鉄製ふた

3．工事種目

2．敷地面積

1．工事場所

Ⅰ　工事概要

工事設計図

特 記 仕 様 書

　※「3．工事種目」すべてを工事範囲とする。

　・「3．工事種目」のうち　　　　　　　　　　　の工事範囲は下記表のとおりとする。ただし，その他の工事種目は

　　 全て今回工事範囲とする。

11

8

13

17

3

2

4

5

6

7

9

10

12

14

15

16 建具工事

左官工事

金属工事

木工事

石工事

防水工事

鉄骨工事

コンクリート工事

鉄筋工事

地業工事

土工事

カーテンウォール工事

屋根及びとい工事

コンクリートブロック・ALCパネル

タイル工事

・押出成形セメント板工事

20

18

19 内装工事

塗装工事

ユニット及びその他の工事

21

22

23

排水工事

舗装工事

植栽及び屋上緑化工事

仮設工事

工事種目 工事範囲

Ⅱ　建築工事仕様

1．標準仕様

3．特記仕様書の表記

（1）項目は，番号に　　印の付いたものを適用する。

2．電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は，電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれの特記仕様書を適用

（3）特記事項に記載の（  ．  ． ）内表示番号は，標準仕様書の当該項目，当該図又は当該表を示す。

その他

章

適用基準等1

項　　目 特　　記　　事　　項

図面，本特記仕様書，標準仕様書に記載のない事項は次の基準による。

4 (1.2.4)

※適用する

2

3

(1.1.4)

・風圧力

・積雪荷重

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　地表面粗度区分（ ・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ ）

・営繕工事写真撮影要領（平成28年版）　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

（CORINS）への登録

工事実績情報システム

法令等の適用区分

工事の記録等

報告に用いる書式等

施工条件 (1.3.5)6

電気保安技術者

※適用する

(1.3.3)5

発生材の処理等 (1.3.11)7

・発注者に引渡しを要するもの

・特別管理産業廃棄物の種類及び処理方法

・工事現場において再利用を図るもの及び再資源化を図るもの

・標準仕様書1.2.4（4）により整備する工事写真については次による。

　『営繕工事写真撮影要領（平成28年版）による工事写真撮影ガイドブック　建築工事編

　及び解体工事編　平成30年版』国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

※ 標準仕様書1.3.5（1）以外の施工条件については，現場説明書による。

（2）特記事項は，・ 印の付いたものを適用する。

　　  ・ 印の付かない場合は，※印の付いたものを適用する。

　　　・ 印と　 印の付いた場合は，共に適用する。※

技能士 (1.5.2)9

鉄筋工事

仮設工事

・鉄筋組立て作業

・とび作業とび

適用工事種類 職　種 技能検定の作業の種別

鉄骨工事

・コンクリートブロック工事作業   

・構造物鉄工作業

鉄筋施工

型枠施工 ・型枠工事作業

・コンクリート圧送工事作業
コンクリート工事

コンクリート圧送施工

ブロック建築コンクリートブロック・ 

ALCパネル及び押出成形

セメント板工事
・エーエルシーパネル工事作業

・シーリング防水工事作業

・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

・合成ゴム系シート防水工事作業

・セメント系防水工事作業

・塩化ビニル系シート防水工事作業

・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業

・アスファルト防水工事作業

防水工事

エーエルシーパネル施工

防水施工

鉄工

　防水工事作業

・改質アスファルトシートトーチ工法

タイル工事

木工事

石工事 ・石張り作業

・大工工事作業

・タイル張り作業

石材施工

タイル張り

・内外装板金作業

建築大工

建築板金

・FRP防水工事作業

　防水工事作業

・改質アスファルトシート常温粘着工法

屋根及びとい工事

左官工事 ・左官作業

・鋼製下地工事作業

・内外装板金作業　

内装仕上げ施工
金属工事

建築板金

左官

・自動ドア施工作業

・ビル用サッシ施工作業

・ガラス工事作業建具工事

サッシ施工

ガラス施工

自動ドア施工

カーテンウォール施工

塗装工事 ・建築塗装作業

・ガラス工事作業

・金属製カーテンウォール工事作業

・ビル用サッシ施工作業カーテンウォール工事 サッシ施工

植栽工事

排水工事

・造園工事作業

・溶融ペイントハンドマーカー工事作業

・建築配管作業

・加熱ペイントマシンマーカー工事作業

・プラスチック系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ作業

・ボード仕上げ工事作業

・壁装作業

ガラス施工

塗装

内装仕上げ施工

表装

内装工事

配管

舗装工事 路面標示施工

造園

(1.5.9)10

※適用する

　測定時期　　　　　　　　・現場説明書による　　　　　　・ 

　測定対象化学物質

　　・ 

　測定方法　　　　　　　　・バッシブ型採取機器による　　・ 

　測定対象室及び測定箇所　・仕上げ表による　　　　　　　・ 

11 技術検査 (1.6.2)

・中間技術検査　実施回数（　　　）回

　　　　　　　　実施する段階（　　　　　　　　　　）

完成時の提出図書12 (1.7.1～1.7.3)(表1.7.1)

工事完成時の提出図書

　※標準仕様書1.7.2及び1.7.3による

　・ 

　提出仕様（・紙ベース　　・電子データ　　・　　　　　 ）

　提出仕様（・紙ベース　　・電子データ　　・　　　　　 ）

　　・ ホルムアルデヒド，トルエン，キシレン，エチルベンゼン，スチレン

(3.2.1)

(4.2.3)

(4.2.4)

(4.3.3)

(4.3.3)

備考

(4.3.8)

(4.2.1)

　試験掘り（根切り底の状態の確認等）

　・行わない

　・行う

・杭の載荷試験

　載荷試験の方法

　　・鉛直載荷試験

　　　　・地盤工学会基準JGS（　　　　）による　　・ 

　　　　・地盤工学会基準JGS 1831 による　　　　　・ 

　　・水平載荷試験

　　・ 

　載荷試験の方法

　　平板載荷試験　・地盤工学会基準JGS 1521 による　　・ 

種類　　既製コンクリート杭2

杭先端部形状

本  杭

試験杭

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

コンクリート

強度(N/mm )

杭径

(mm) (mm)

杭長

(mm)

厚さ

ト数

セッ 長期設計支持力

(kN/本)
種類

　・外殻鋼管付きコンクリート杭（SC杭）

　・プレストレスト鉄筋コンクリート杭（PRC杭）

　・ 

　・遠心力高強度プレストレストコンクリート杭（PHC杭）

　・開放形　　・半開放形　　・閉そく形　　・ 

(4.2.2)(4.3.3)

・セメントミルク工法　　　　

2

　　　SC杭の鋼管材料　・SKK400　　・SKK490

　報告書の記載事項

　・ 

　報告書の記載事項

　・ 

・特定埋込杭工法　　　　

　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

　・H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα，β，γが以下の値

　　を採用できる工法

　　　α=（　　），β=（　　），γ=（　　）

　　工法

　　　・プレボーリング拡大根固め工法

　　　・中掘り拡大根固め工法

　　　・ 

(4.3.1)(4.3.5)

杭継手工法　　　　

　・アーク溶接継手

　　溶接材料

(4.3.3)(4.3.6)(7.2.5)

　　　・標準仕様書7.2.5(1)(2)による

　　　・ 

　・機械式継手（継手部に接続金具を用いた方式のもの）

杭頭の処理

　・処理しない

　・処理する

　　処理方法（切断に伴う補強方法含む）

　試験の位置，本数，載荷荷重

杭の種類，性能及び曲げ強度区分（種別），寸法，継手の箇所数等

　試験の位置，載荷荷重

(4.3.1)(4.3.4)

・直接基礎

　支持地盤の位置及び土質（基礎底部の位置含む）

1 ・杭基礎試験及び報告書

　支持地盤の位置及び土質（基礎ぐいの先端位置含む）

　試験杭の位置

掘削深さ

杭の支持層への根入れ深さ

杭の水平方向の位置ずれ精度

根固め液及び杭周固定液の管理試験

※標準仕様書4.3.4(6)(ｺ)による　　・ 

・杭径の1/4かつ100㎜以下 　　　　・ 

継
手
数

年　度

工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

建築工事特記仕様書（その１）

(4.2.1)(4.2.2)(4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)(4.5.6)

　　風速（Vo=　　 m/s）

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

秩父広域市町村圏組合水道事業

A-01

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　）二十四

・構外搬出適正処理

配水ポンプ棟　新築工事

鉄筋コンクリート造　地上1階建て

建築面積　45.00㎡

ー

延べ面積　40.50㎡

・地盤の載荷試験

AS01

　・「3．工事種目」のうち工事範囲は下記表のとおりとする。ただし，その他の工事種目はすべて今回工事範囲とする。

・現場説明書による　　

　　・現場説明書による　　

　　・現場説明書による　　

　　・現場説明書による　　

リーアクセスフロア，可動間仕切、移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材,

天井点検口，床点検口,グレーチング,屋上緑化システム,トップライト,ポリマーセメ

　　・図示による（　　　　　　）

　　・図示による（　　　　　　）

　　・図示による（　　　　　　）

　　・図示による（　　　　　　）

　　・図示による（　　　　　　）

　　　・図示による（　　　　　　）

　　　・図示による（　　　　　　）

　　　　　　・図示による（　　　　　　）

　　位置等　　・図示による（　　　　　　）

749.82㎡

秩父郡小鹿野町小鹿野1310-1地先

1

4

一
般
共
通
事
項

地
業
工
事

保全に関する資料の提出（　　1　　）　部

30

AMAE 0101

1

　　する。なお，電気設備工事の特記仕様書は（ 　 ／ 　 ）図，機械設備工事の特記仕様書は（ 　 ／ 　 ）図による。

・建築工事標準詳細図（令和4年版）（以下「標準詳細図」という）

・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課

・図示による（　　　　　）　　・TP+273.00

外部2箇所、内部2箇所

電子データは、RGB（フルカラー）、JPEG形最高画像とし、CD-Rにて提出する。

カラー　※500万画素以上

　撮影箇所（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

　撮影仕様（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）

　提出仕様（ 　　　　　　　　　　　　　　　　）電子データ　※500万画素以上

14 設計ＧＬ

工事完成時に次の写真を撮影し，監督職員に提出する。13 完成写真

完成図の提出　（　　　　）部

仮
設
工
事

2
※設ける　・設けない

　規模，仕上げの程度，設備，並びに備品等の種類及び数量は現場説明書による。

3

2 工事用水

1

構内既存の施設　※利用できない　　・利用できる（ ※有償　　・無償 ）

構内既存の施設　※利用できない　　・利用できる（ ※有償　　・無償 ）

(2.3.1)監督職員事務所

工事用電力

(2.2.4)

土
工
事

3

※構外搬出適切処理

埋戻し及び盛土

　　・Ｄ種　施工箇所（　　　　）

　　・Ｃ種　施工箇所（　　　　）土質(　　)　受渡場所（　　）

　　・Ｂ種　施工箇所（　　　　）

埋戻し及び盛土の材料及び工法

・構内指定場所に堆積　　・構内指定場所に敷均し

2 建設発生土の処理 (3.2.5)

(3.2.3)(表3.2.1)1

　　・Ａ種　施工箇所（　　　　）

　※標準仕様書 表3.2.1による　　・ 

1

化学物質の濃度測定

令和６年度



　　・つかみ込み納め　・けらば包み納め

4

年　度

工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

A-02ー

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

建築工事特記仕様書（その２）

鉄筋1 鉄筋の種類

 ・ 

 ・ 

呼び径(mm) 備　考

(5.2.1)

 ・ SD345

種類の記号

 ・ SD295 ・D16以下

・D19以上

加工

　・ 鉄筋の折曲げ角度が90°未満の折曲げ内法直径(D)（　　　　）以上

(5.3.2)

溶接金網2

3

 ・鉄筋格子

種類の記号 使用部位

呼び径(mm)

(5.2.2)

網目の形状，寸法，鉄線の径(mm)

鉄線の形状等

鉄筋の継手及び定着 鉄筋の継手の方法等

柱及び梁主筋

耐力壁の鉄筋

基礎，耐圧スラブ，土圧壁

上記以外（　　　　　　　）

継手の方法部 位

種 類

 ・ 

 ・ 

 ・ 

・重ね継手　　　・ガス圧接

・ガス圧接　　　・機械式継手

・重ね継手　　　・ 

・重ね継手　　　・ 

・溶接継手　　　・重ね継手

(5.3.4)継手位置

(5.3.4)

 ・ 

(5.3.4)柱及び梁主筋の重ね継手の長さ

(5.3.4)

　※標準仕様書 表5.3.2による

耐力壁の重ね継手の長さ

　※標準仕様書 5.3.4(3)(ｱ)による

　　・図示による　　・ 

・先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同箇所に設ける場合

　※標準仕様書 図5.3.3により5.3.4(5)(ｲ)を全て満足する

　・ 

(5.3.4)鉄筋の定着長さ

　※標準仕様書表5.3.4による

標準仕様書5.3.4(5)(ｲ)の場合の折り曲げ定着の方法

(5.3.4)機械式定着工法

　・適用する

　　適用箇所　・図示による　　・ 

　　種類　　　・図示による　　・ 

及び間隔

(溶接金網含む)

鉄筋のかぶり厚さ (5.3.5)最小かぶり厚さ（目地底から算出を行う）4

　※標準仕様書 表5.3.6による

　　　柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　　　　・あり　使用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

　　　軽量コンクリートの適用の有無

　　　耐久性上不利な個所の有無（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　　　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　　・ 

　　　　・あり　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　）mm

　　　　・あり　適用箇所（　　　　　　　　　）

　　　　　・ 

各部配筋 各部配筋 (5.3.7)5

6 ガス圧接完了後の

試験

(5.4.10)(5.4.11)抜取試験

　※超音波探傷試験　標準仕様書5.4.10(ｲ)(a)による

　・引張試験

　　　試験方法等　　※標準仕様書5.4.10(ｲ)(b)による

砂利地業5 材料 (4.6.2)

(4.6.3)

　※60mm　　・ 

　・再生クラッシャラン　　・切込砂利　　・切込砕石

範囲

　・基礎下，基礎梁下，土に接するスラブ下，土間コンクリート下

　・図示による　　・ 

材料 (4.6.2)

(4.6.3)

　※60mm　　・ 

範囲

砂地業6

　・シルト　　・山砂　　・川砂　　・砕砂

砂の厚さ

砂利の厚さ

設計基準強度 (4.6.4)(6.14.1)

床下防湿層

スランプ

材料

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.2)

　※15cm又は18cm　　・ 

(4.6.5)

8

捨コンクリート地業 捨コンクリートの厚さ (4.6.4)

  ※50mm　　・ 

7

範囲

　・基礎下，基礎梁下，土に接するスラブ下

コンクリートの種類

　※普通コンクリート　　　・ 

(4.6.4)(6.14.1)

(4.6.4)

　・ 範囲

　・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下（ピット下を除く）

　※ポリエチレンフィルム厚さ0.15mm以上　　・ 

　※18N/mm2 　・ 

150mm

 ・溶接金網 WFP SWM-P 6φ－＠100×100 嵩上げコンクリート

D10～D16

D10～D16

D10～D16

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図　・図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図

鉄筋コンクリ－ト構造配筋標準図　・図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　・図示による（　　　　　）

　・図示による（　　　　　）

　・図示による（　　　　　）

　・図示による（　　　　　）

　※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

コンクリートの種別

 ・24

 ・ 

 ・ 

 ・ 

設計基準強度 スランプ

（cm）
適用箇所

6 1 コンクリートの類別等

 ・ 

 ・ 

 ・ 

(6.2.1)(表6.2.1)

・普通コンクリート (6.2.1～6.2.4)(表6.2.2)

 ・24  ※18　　　　　・ 

セメント 種類2

　　フライアッシュセメントA種

　※普通ポルトランドセメント，高炉セメントA種，シリカセメントA種又は

構造体強度補正値

　※標準仕様書表6.3.2による

　・ 

・ 軽量コンクリート

　（特記事項は，「9. 軽量コンクリート」に示す）

・ 建築基準法第37 条第二号の規定に基づき認定を受けたコンクリート

　　適用箇所（・　　　　　　　　　）

(6.2.1)(6.2.10)

(6.2.1)

(6.3.2)

　・高炉セメントB種

　・フライアッシュセメントB種

　・普通エコセメント

　　　・再生骨材Ｈを使用する　適用箇所（　　　　）

　　　湿潤養生の期間（　　　）日以上

　　　型枠の最小存置期間（　　　　　　　　　　）

(6.3.1)

(6.3.1)

骨材3

(6.7.2)

(6.8.4)

　　適用箇所（・　　　　　　　　）

　　適用箇所（・　　　　　　　　）

　　適用箇所（・　　　　　　　　）

  　適用箇所（ ※下記以外全て　　・　　　　　　　）

フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ細骨材及び電気炉酸化スラグ骨材

アルカリシリカ反応性による区分

　※A　　・B

　・使用する　　適用箇所（・　　　　　　　　）

(6.3.1)

(6.3.1)

混和材料 ・混和剤

　混和剤の種類

(6.3.1)4

　　※標準仕様書 6.3.1(4)(a)による　　・ 

・混和材

　混和材の種類

　　※標準仕様書 6.3.1(4)(b)による　　・ 

標準仕様書6.3.2(ｲ)(f)の①～③以外の混和材料

　・混和剤（　　　　　）　　・混和材（　　　　　）

　使用方法　・ 

　使用量　　・ 

(6.3.1)

(6.3.2)

 ※15又は18　　・ 

（N/mm2）

18 全ての構造体

(6.8.1)ひび割れ誘発目地の位置，形状

5

打継目地

打継ぎの位置，

ひび割れ誘発目地，

　柱及び壁

打継ぎの位置

　梁及びスラブ

　　※スパンの中央又は端から1/4の付近

(6.6.4)

(6.6.4)(6.8.1)(9.7.3)

　　※スラブ，壁梁又は基礎の上端

目地の寸法（ひび割れ誘発目地を含む）

　※標準仕様書 9.7.3(1)(ｱ)による

　・図示による（　　　　　　）

　・図示による（　　　　　　）

A13,A15

A13,A15

　　・図示による（　　　　　）

　　・図示による（　　　　　）

コンクリートの仕上り6 合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上げ

種　別

・B種

・C種

・A種

種　別

コンクリートの仕上げの平たんさ

・a種

・b種

・c種

適　用　箇　所

適　用　箇　所

(6.2.5)(表6.2.4)

(6.2.5)(表6.2.5)

・図示（　　　　）

・図示（　　　　）

・図示（　　　　）

・図示（　　　　）

・図示（　　　　）

・図示（　　　　）

打増し厚さ

（打放し仕上げ部）

7

(6.8.1)

　　・20mm　　・ 

・打放し仕上げの打増し厚さ（内部に面する部分に限る）　　　　

打増し厚さ

・打放し仕上げの打増し厚さ（外部に面する部分に限る）　　　　

　　・10mm　　・20mm　　・ 

打増し範囲

30mm

・図示による（　　　　　）

型枠8 (6.8.2)せき板の材料

　※標準仕様書6.8.2(1)(ｱ)，(ｲ)による

　・合板（ 厚さ　※12mm　　・　　　　　）

　・ 

　・断熱材を兼用した型枠 (6.8.2)

　　　使用箇所

　・MCR工法用シート

　　　適用箇所

(6.8.2)

(6.8.2)
スリーブの材種・規格等

軽量コンクリート9

寒中コンクリート (6.11.1)

(6.11.2)

10

(6.10.1)(表6.10.1)

適用期間

スランプ

　※21cm　　・ 

気乾単位容積重量

種類

適用箇所

構造体強度補正値(S)

暑中コンクリート

マスコンクリート

(6.12.2)

(6.13.2)

11

12 (6.13.1)

セメントの種類

適用箇所

　・フライアッシュセメントB種

　・低熱ポルトランドセメント

　・中庸熱ポルトランドセメント

　・普通ポルトランドセメント

　・シリカセメント

構造体強度補正値(S)

　・標準仕様書6.11.2(3)(ｱ)による

　・積算温度を基に定める （　　　　　　　）

　・高炉セメントB種

(6.13.2)

混和材料

・混和剤

(6.13.2)

(6.13.2)

スランプ

　※15cm     ・　

構造体強度補正値（s）

　　混和剤の種類

　　　※標準仕様書6.13.2(2)(ｱ)による　・ 

　　混和剤の種類

　　　※標準仕様書6.13.2(2)(ｲ)による　・ 

　※標準仕様書 表6.13.1による　・　

(6.10.1)

　・（　　　　）t/m3

　※6N/mm2　　・ 

　　　　・図示による（　　　　　）

　　　　・図示による（　　　　　）

VU管・

　・1種　　・2種

　・図示による（　　　　　）

　・図示による（　　　　　）

　・図示による（　　　　　）

　・図示による（　　　　　）

　※18(N/mm2)　　・ 

無筋コンクリート13 コンクリートの種類 (6.14.1)

　※普通コンクリート　・ 

設計基準強度

スランプ

　※15cm又は18cm　　・ 

適用箇所

(6.14.1)

(6.14.1)

　・標準仕様書 6.14.1(4)による

(6.14.1)

(6.14.1)・標準仕様書 表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合

 （　　　　　　　　　　　　）

適用箇所流動化コンクリート14

15 コンクリートの単位

水量測定

　実施要領

・行う　　・行わない

　(2)単位水量の上限値は，標準仕様書6.3.2(ｲ)(c)による。

　(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして，施工する。

　　   因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示し，その運搬車の生コンは打設する。

　     行う。

　　 4)3)の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

　(4)単位水量管理についての記録を書面(計画調合書，製造管理記録，打込み時の外気温，コ

　   ンクリート温度等)と写真により提出する。

　(5)単位水量の測定方法は，高周波誘電加熱乾燥法(電子レンジ法)，エアメータ法又は静電容

　   量測定法による。また，試験機関は該当コンクリート製造所以外の機関とする。

(6.15.1)

　　   で安定するまで，運搬車の3台毎に1回，単位水量の測定を行う。

(6.5.1)

　　   囲にある場合はそのまま施工する。

　　 1)測定した単位水量が，計画調合書の設計値(以下，「設計値」という。)±15kg/m3の範

　　 2)測定した単位水量が，設計値±15を超え±20kg/m3の範囲にある場合は，水量変動の原

　     その後設計値±15kg/m3以内で安定するまで，運搬車の3台毎に1回，単位水量の測定を

　　 3)設計値±20kg/m3を超える場合は，生コンを打込まずに持ち帰らせ，水量変動の原因を

　　   測定を行い設計値±20kg/m3以内であることを確認する。さらに，設計値±15kg/m3以内

　・図示による（　　　　　）

　(1)単位水量の測定は，150m3に1回以上及び荷下し時に品質の異常が認められた時に実施する。

　　   調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。その後の全運搬車の

　・図示による（　　　　　）

5 ケイ酸質系塗布膜防水 防水層の下地（壁及び天井）

　※コンクリート打放し仕上げ（標準仕様書 表6.2.4のB種）

　・ 

下地処理

(9.6.4)

(9.6.4)

　コンクリートの打継箇所の処理

　　※標準仕様書9.6.4(2)(ｱ)による　・ 

　標準仕様書9.6.4(2)(ｲ)及び(ｳ)以外の下地処理

　　・図示による　・ 

シーリング材の種類（記号）

材料

　種類及び施工箇所

シーリング6

　※下表以外は，標準仕様書 表9.7.1による

　　ただし，外壁タイル接着剤張りの場合のシーリングは11章に，カーテンウォールの場合の

　　シーリングは17章による。

　仕上げを行わない施工箇所（　　　　　　　　　　　　）

シーリング材の目地寸法

　※標準仕様書9.7.3(1)による　・ 

接着性試験

　※簡易接着性試験　・引張接着性試験　・ 

(9.7.2)

(9.7.3)

(9.7.5)

　　　　　・改質アスファルトルーフィング下葺材

　　　　　　　・一般タイプ

　　　　　　　・複層基材タイプ

　　　　　　　・粘着層付タイプ

溶融55％ｱﾙﾐﾆｭｳﾑ

長尺金属板葺1

※JIS G 3322

・ 

　の屋根用ｺｲﾙ

種類、めっき付

着量等

塗膜の耐久性の

・立て平葺

・心木なし

・横葺

・ 

厚さ
（mm）

屋根葺形式

　瓦棒葺

の種類
板及びコイル 葺板の

寸法・厚さ
留め付
け方法

下地
施工
箇所

(13.2.2)(13.2.3)(表13.2.1)材料

工法 (13.2.3)

施工箇所 による区分

山ﾋﾟｯﾁ山高

形式
山高，山ﾋﾟｯﾁ

2 折板葺

厚さ
(mm)

・有り

・無し

※鋼板製

区分
材料による

区分
耐力による 軒先

面戸
板

・ 

・ （　）種

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　横葺の場合のけらば納め

(13.3.2)(表13.2.1)材料

材質の種類（　　　　　　　　　）

塗膜の耐久性の種類，っき付着量等（　　　　　　　　　　　）

断熱材　・有り（種別：　　　　　　　　　厚さ(mm)：　　　防火性能：　時間）

　　　　・無し

工法

　建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法

　　・図示による　　　・ 

　耐雪性能に応じた工法

　・適用する（・図示　・　　　）　・適用しない

折板のけらば納め　※けらば包みによる方法　・ 

(13.3.3)

0.45フッ素樹脂塗装

亜鉛合金めっき

鋼板

下葺材料　・アスファルトルーフィング940

製造所等　・元旦ビューティ工業株式会社（スフィンクスルーフタイプI型　同等品以上とする）

　雪止め　・設置する（・図示　・　　　　　）

施工箇所

屋根

　　・1.3倍の風圧力に対応した工法

5

地
業
工
事
　
続
き

鉄
筋
工
事

屋
根
及
び
と
い
工
事

防
水
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

7

8

D19以上

令和６年度



年　度

工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

秩父広域市町村圏組合水道事業

建築工事特記仕様書（その３）

A-03ー

1 ラス系下地 下地の種類 (15.2.4)

　・通気工法　（・二層下地　　　　　・単層下地 ）

　・直張り工法（・ラスモルタル下地　・ラスシートモルタル下地 ）

　・図示による（外張断熱工法で断熱材の外側に野縁を施工する形式の通気工法を行う場合）

材料 (15.2.4)

　　材料記号（※K　　　・　　　　）

　　種類及び単位面積当たりの質量

　　　・二層下地通気構法

　　　　・波形ラス（W700）　・こぶラス（K800）　・力骨付きラス（BP700）　

　　　・単層下地通気構法

　　　　　・リブラスC（RC800）にターボン紙などの裏打ち材と一体化したラス

　　　　　・ 

　　ラスシートの山高、山ピッチ、質量及び溶接ピッチによる区分

　　　※LS4（耐力壁の場合）　・ 

　　ステープルの形状及び寸法

　　　リブラス

　　　　※L925TS以上（リブラスC（RC800）の場合）　・ 

　　　波形ラス

　　　　※L1019JS以上（波形ラス（W700）の場合） 　・ 

施工 (15.2.4)

　二層下地通気構法

　　換気口部の措置　※講ずる　・ 

　直張り工法（ラスシートモルタル下地の場合）

　　建築基準法に基づく耐力壁として使用する場合のラスシートの施工

　　　・図示による（　　　　　）

2 せっこうボード， 材料 (15.2.5)

その他のボード下地 　せっこうボード，せっこうラスボード及び木質系セメント板の種類及び厚さ

　　せっこうボード　　　種類（　　　　）　厚さ（　　　mm）

　　せっこうラスボード　種類（　　　　）　厚さ（　　　mm）

　　木質系セメント板　　種類（　　　　）　厚さ（　　　mm）

3 こまい下地 建築基準法に基づく耐力壁の指定　・なし　　・あり (15.2.6)

4 木ずり下地 材料 (15.2.7)

　木ずり用小幅板の材種　※杉（心去り材）　・ 

5 モルタル塗り モルタル　　・現場調合材料　・既調合材料 (15.3.2)

(15.3.2)既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）　形状（・図示　・　　　　　）

　　　　　　・設けない

(15.3.5)床の目地

　・設ける　目地割　※2m2程度（最大目地間隔3m程度）　・ 

　　　　　　種類　　※押し目地　・ 

　・設けない

外装タイル張り下地等の下地モルタル塗り及び下地調整塗材塗りの接着力試験

　・行う　・行わない

6 仕上塗材仕上げ 建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 (15.6.2)

　※Ｆ☆☆☆☆　・ 

材料 (15.6.2)

・薄付け仕上塗材 (表15.6.1)(その1)

呼び名 仕上げの形状 工　法 吸放湿性 防火材料

・外装薄塗材Si ・砂壁状 ・吹付け ・適用する

・ゆず肌状 ・ローラー塗り ・適用しない

・さざ波状

・可とう形外装 ・砂壁状 ・吹付け ・適用する

　薄塗材Si ・ゆず肌状 ・ローラー塗り ・適用しない

・さざ波状

・外装薄塗材E ・砂壁状 ・吹付け ・適用する

・ゆず肌状 ・こて塗り ・適用しない

・平たん状 ・ローラー塗り

・凹凸状

・さざ波状

・着色骨材砂壁状

・可とう形外装 ・砂壁状 ・吹付け ・適用する

　薄塗材E ・ゆず肌状 ・こて塗り ・適用しない

・平たん状 ・ローラー塗り

・凹凸状

・さざ波状

・防水形外装薄 ・ゆず肌状 ・吹付け ・適用する

　塗材E ・さざ波状 ・ローラー塗り ・適用しない

・凹凸状

・外装薄塗材S ・砂壁状 ・吹付け ・適用する

・適用しない

・内装薄塗材C ・凹凸状 ・吹付け ・適用する ・適用する

・内装薄塗材L ・平たん状 ・こて塗り ・適用しない ・適用しない

・ゆず肌状 ・ローラー塗り

・さざ波状

・内装薄塗材Si ・砂壁状じゅらく ・吹付け ・適用する ・適用する

・内装薄塗材E ・ゆず肌状 ・こて塗り ・適用しない ・適用しない

・平たん状 ・ローラー塗り

・凹凸状

・さざ波状

・内装薄塗材W ・京壁状じゅらく ・吹付け ・適用する ・適用する

・ゆず肌状 ・こて塗り ・適用しない ・適用しない

・平たん状

・凹凸状

呼び名 仕上げの形状 工　法 吸放湿性 防火材料

・厚付け仕上塗材 (表15.6.1)(その2)

・適用する

・適用する・適用する

・適用する ・適用する

・適用する・適用する

・適用する ・適用する

・吹付け

・こて塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・ローラー塗り

・こて塗り

・吹付け

・こて塗り

・こて塗り

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・吹放し

・凸部処理

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・かき落とし

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・外装厚塗材C

・外装厚塗材Si

・外装厚塗材E

・内装厚塗材C

・内装厚塗材L

・内装厚塗材G

・内装厚塗材Si

・内装厚塗材E

・ひき起こし

　外装厚塗材Si，外装厚塗材E における上塗材の適用

　　・適用する　・適用しない

　外装厚塗材C における上塗材がセメントスタッコ以外の場合（　　　　　　　　　　　　　）

呼び名 防火材料

・複層仕上塗材

・軽量骨材仕上塗材

(表15.6.1)(その3)

・適用する

・適用する

・適用する

・適用する

・複層塗材Si

・複層塗材E

・複層塗材CE

仕上げの形状 工　法

・ローラー塗り

・ 

・耐侯形3種

・ 

・耐侯形3種

・ 

・こて塗り

・吹付け

・吹付け

・吹付け

・ローラー塗り

・ゆず肌状

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・凸部処理

・砂壁状

・平たん状

耐候性

・可とう形複層塗材CE

・防水形複層塗材CE

・防水形複層塗材RE

・防水形複層塗材E

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

(15.6.2)(表15.6.2)複合仕上げ塗材の上塗材

　樹脂　・アクリル系　・シリカ系　・ポリウレタン系　・アクリルシリコン系　・ふっ素系

　外観　・つやあり　・つやなし　・メタリック

　溶媒　・溶剤系　　・弱溶剤系　・水系

マスチック塗材塗り7 種別　・A種　・B種 (15.7.2)(表15.7.1)

しっくい塗り (15.10.1)8 下地の種類（　　　　　）

・標準仕様書15.10.1による場合以外の下地への適用　（　　　　　　　　　　　　　）

材料 (15.10.2)

　・ 

　既調合しっくい　　※標準仕様書15.10.3(1)による　・ 

　現場調合しっくい　※標準仕様書15.10.3(2)による　・ 

調合及び塗厚 (15.10.3)(表15.10.1～表15.10.4)

(15.10.4)(表15.10.5)既調合しっくいの上塗り仕上げ工法

　・なで切り仕上げ　・パターン仕上げ

こまい壁塗り

(15.11.5)(表15.11.9)

9 (15.11.2)

(15.11.3)

(15.11.4)

(15.11.7)

(15.11.8)

(15.11.7)(15.11.8)

ロックウール吹付け10 (15.12.2)

(15.12.3)

材料

　土壁用ののりの種類　※つのまた　・ふのり　・ぎんなんそう　・粉末海藻

　砂壁用ののりの種類　※ふのり　・つのまた　・こんにゃくのり　・にかわ

　　　　　　　　　　　・合成高分子系混和剤

　色土の種類　・土物仕上げ（　　　　　）　

　　　　　　　・大津仕上げ（　　　　　）

　色砂の種類　・天然砂と岩石の砕砂

　　　　　　　・人工的に着色・製造したもの

調合　下塗りの調合　※標準仕様書 表15.11.2による　・ 

塗厚　※標準仕様書表15.11.8による　　・ 

　　　・建築基準法に基づく耐力壁の指定がある場合

　　　　　・図示による　・ 

工程　こまい壁　※A種　・B種

土物仕上げの工法

　・土物仕上げ工法

　　　・水こね土物1工法　・水ごね土物2工法　・のりさし土物工法　・のりごね土物工法

　・砂壁仕上げ工法

　・切返し仕上げ工法

大津仕上げの工法

　・普通大津仕上げ工法　・大津みがき工法

ロックウールのホルムアルデヒド放散量

接着剤のホルムアルデヒド放散量

・適用する

・適用しない

・適用しない

・適用しない・適用しない

・適用しない ・適用しない

・適用しない・適用しない

・適用しない ・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

・適用しない

　・標準仕様書15.10.2(1)(ｱ)，(ｲ)による色しっくい　・適用する　・適用しない

　※Ｆ☆☆☆☆　・ 

　※Ｆ☆☆☆☆　・ 

・ローラー塗り

・適用する・吹付け

・複層塗材RE ・凹凸状

ちりじゃくり　・図示による（　　　　　）

吹付け厚さ（mm）　・図示による（　　　　　）

1 防火戸 ※建具表による　・ (16.1.3)

・防火戸の自動閉鎖機構及び防火戸について、連動させる装置等

　　・建具表による　・ 

2 見本の製作等 建具見本の製作　　・行う（建具符号：　　　　） (16.1.4)

　　　　　　　　　・行わない

特殊な建具の仮組　・行う（建具符号：　　　　） (16.1.4)

　　　　　　　　　・行わない

3 防犯建物部品 ・適用する（ 適用箇所　・建具表による　・　　　　　） (16.1.6)

・適用しない

4 アルミニウム製建具 性能値等（建具符号，枠の見込み寸法は建具表による） (16.2.2)

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

　　・建具表による　・図示による（　　　　　）

　外部に面する建具の種別

　　※標準仕様書 表16.2.1，表16.2.2による

　　　　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

　　・ 

　・防音ドア，防音サッシとする場合　　遮音性の等級（ ・　　　　）

　・断熱ドア，断熱サッシとする場合　　断熱性の等級（ ・　　　　）

表面処理 (16.2.4)

　外部に面する建具

　　種別　・BB-1種　・BB-2種 (表14.2.1)

　　着色　・標準色　・特注色

　屋内の建具 (表14.2.1)

　　種別　・BB-1種　・BB-2種

　　着色　・標準色　・特注色

ステンレス鋼板の種類 (16.2.3)(16.6.3)

　※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　 ・ 

ステンレス製くつづりの仕上げ (16.2.4)(16.6.4)

　※ＨＬ　・ 

結露水の処理方法　・図示による　・ (16.2.4)

水切り板，ぜん板　・図示による　・ (16.2.5)

木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない (16.2.5)

5 網戸等 防虫網の材料 (16.2.3)

種　類 材　種 線　径 網　目

※合成樹脂製 ※0.25mm以上 ※16～18メッシュ

・防虫網 ・ガラス繊維入り合成樹脂製 ・ ・ 

・ステンレス(SUS316)製

6 樹脂製建具 性能値等（建具符号，枠の見込み寸法は建具表による） (16.3.2)

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

　　・建具表による　・ 

　外部に面する建具の種別

　　※標準仕様書 表16.3.1，表16.3.2による

　　　　・A種　・B種　・C種　・D種　・E種

　　・ 

　・防音ドア，防音サッシとする場合の遮音性の等級

　　　・T-1種　・T-2種

　・断熱ドア，断熱サッシとする場合の断熱性の等級

　　　※外部に面する建具は標準仕様書 表16.3.3による

　　　　（等級・　　　　　　　）

　　　・ 

　外部に面する建具の日射熱取得性の等級　・ 

ガラス　※複層ガラス　・　　　　・ (16.3.3)

ステンレス製くつづりの仕上げ (16.3.4)(16.4.4)

　※ＨＬ　・ 

表面色　・標準色　・特注色 (16.3.4)

水切り板，ぜん板　・図示による（　　　　　） (16.3.5)(16.2.5)

木下地の内付け建具　・適用する（建具の製造所の仕様）　・適用しない (16.3.5)(16.2.5)

7 鋼製建具 性能値等（建具符号は建具表による） (16.4.2)

　簡易気密型ドアセットの気密性等級，水密性等級

　　・標準仕様書 表16.4.1による　・建具表による

　外部に面する建具の耐風圧性（表16.2.1による）　

　　・S-4　・S-5　・S-6

・耐震ドアとする場合　面内変形追随性の等級（ ・　　　　）

・防音ドア，防音サッシとする場合

　　遮音性の等級（ ・　　　　）

・断熱ドア，断熱サッシとする場合

　　断熱性の等級（ ・　　　　）

ステンレス鋼板の種類 (16.4.3)(16.6.3)

　※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　 ・ 

点検口の類のくつづりの材料　・ (16.4.3)

鋼板類の厚さ（mm） (16.4.4)

　※標準仕様書 表16.4.2による ・ 

ステンレス製くつづりの仕上げ　※ＨＬ　・ (16.4.4)

標準型鋼製建具の有効内法寸法（表16.4.5による） (16.4.6)

　・適用する（建具符号、形式及び寸法は建具表による）

8 鋼製軽量建具 性能値等（建具符号は建具表による） (16.5.2)

　簡易気密型ドアセットの気密性等級

　　・A-3　・建具表による

　・耐震ドアとする場合　面内変形追随性の等級（ ・　　　　　）

　・防音ドア、防音サッシとする場合　遮音性の等級（ ・　　　　）

　・断熱ドア、断熱サッシとする場合　断熱性の等級（ ・　　　　）

鋼板の種類 (16.5.3)

　・亜鉛めっき鋼板　・ビニル被覆鋼板　・カラー鋼板　・ステンレス鋼板

召合せ，縦小口包み板の材質　※鋼板　・ (16.5.3)

鋼板の厚さ（mm）　※標準仕様書 表16.5.1による　・図示による (16.5.4)

ステンレス製くつづりの仕上げ　※ＨＬ　・ (16.5.4)(16.4.4)

標準型鋼製軽量建具の有効内法寸法（表16.4.5による） (16.5.6)

　・適用する（建具符号，形式及び寸法は建具表による）

9 ステンレス製建具 性能値等（建具符号は建具表による）

　耐風圧性等級，気密性等級，水密性等級

　　・建具表による　・ 

　外部に面する建具の耐風圧性（表16.2.1による）

　　・S-4　・S-5　・S-6

　・防音ドア、防音サッシとする場合　遮音性の等級（ ・　　　　）

　・耐震ドアとする場合　　　面内変形追随性の等級（ ・　　　　）

　・断熱ドア、断熱サッシとする場合　断熱性の等級（ ・　　　　）

表面仕上げ　　　　　　　　　　　　※ＨＬ　　　・鏡面仕上げ　　・ 

ステンレス鋼板の曲げ加工　　　　　※普通曲げ　・角出し曲げ

ステンレス鋼板のくつづりの仕上げ　※ＨＬ　　　・ 

ステンレス鋼板の種類　　　　　　　※SUS304，SUS430J1L又はSUS443J1　・ 

(16.6.2)

(16.6.3)

(16.6.4)

(16.6.4)(16.4.4)

(16.6.5)

合板の種類 備　考

・フラッシュ戸

　表面材の合板の種類

表面材の品質等

10 木製建具

枠，くつずりの材料　　　　　　　・建具表による　・ 

建具材の加工，組立時の含水率　　※Ａ種　　　　　・Ｂ種

(16.7.2)

・普通合板

・天然木化粧合板

・特殊加工化粧合板

　ファイバーボード　

　（ＭＤＦ）

・ミディアムデンシティ

接着の程度

　※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・ 

・（　　　　　　　　　　　　　　）

接着の程度

　※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・ 

・（　　　　　　　　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　）

　※水掛り箇所1類，その他2類以上

　・ 

板面の品質　※広葉樹1等　・ 

接着の程度

表裏面の状態による区分（　　　　）

曲げ強さによる区分（　　　　　　）

接着剤による区分（　　　　　　　）

難燃性による区分（　　　　　　　）

・（　　　　　　　　　　　　　　）

　表面材の材料のホルムアルデヒド放散量

　　※標準仕様書16.7.2(ｲ)(a)による　・ 

・かまち戸

　　かまち樹種（　　　　）　鏡板樹種（　　　　）

　　見込み寸法　※36mm　　・建具表による　　・ 

表面板の厚さ　※表16.7.6による　・ 

引戸の定規縁　・召し合せかまちをいんろう付きとする

(16.7.2)

(16.7.3)

(16.7.4)

・ふすま

　　上張り　　　・鳥の子　　　・新鳥の子又はビニル紙程度

　　縁仕上　　　・塗り縁　　　・生地縁（素地）　　・生地縁（ウレタンクリヤー塗装）

　　見込み寸法　※19.5mm　　　・建具表による　　　・ 

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)

　　種別、工法　・Ⅰ型　　　　・Ⅱ型

・戸ぶすま

(16.7.2)(表16.7.3)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)(表16.7.10)

・紙張り障子

　　見込み寸法　※30mm　　　　・建具表による　　　・ 

　　見込み寸法　※30mm　　　　・建具表による　　　・ 

　　表面材の種類、品質等（　　　　　　　　　　　　）

(16.7.2)(16.7.3)(表16.7.7)(16.7.4)

(16.7.3)(表16.7.7)

11 建具用金物 金物の種類・見え掛り部の材質等

　※標準仕様書表16.8.1及び適用（備考欄の特記事項も含め）は建具表による

　・　

　※標準仕様書表16.8.2による　・ 

金属製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

樹脂製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書表16.8.3による　・ 

握り玉，レバーハンドル，押板類，クレセントの取付位置　

木製建具に使用する丁番の枚数及び大きさ

　※標準仕様書表16.8.4による　・ 

木製建具に使用する戸車及びレール

　※標準仕様書表16.8.5による　・ 

(16.8.2)

(16.8.3)

鍵12 (16.8.4)

鍵の製作本数　※各室3本1組　・ 

マスターキー　・製作する　　・製作しない

13 自動ドア開閉装置 (16.9.2)

自動ドア開閉装置の性能値

　駆動装置の性能

　　※引き戸用駆動装置の場合，標準仕様書 表16.9.1による

　　　　防錆の適用　・適用する　・適用しない

　　・ 

　車椅子使用者用便房出入口の引き戸用駆動装置の性能

　　※標準仕様書 表16.9.2による

　　　　防錆の適用　・適用する　・適用しない

　　・ 

　　　　防錆の適用　・適用する　・適用しない

　　・ 

検出装置の性能

　　※引き戸用検出装置の性能は標準仕様書 表16.9.3による

引き戸用検出装置の種類は標準仕様書 表16.9.4による

(16.9.2)

　　　　・タッチスイッチ

　　　　　（・無線式タッチスイッチ　・光電式タッチスイッチ）

　種類　・光線（反射）センサー　・熱線センサー　・音波センサー

　　　　・光電センサー　　　　　・電波センサー

　　　　・押しボタンスイッチ

　　　　・車椅子使用者便房スイッチ

　　　　　（ ・大形（開・閉）押しボタンスイッチ　・非接触スイッチ）

凍結防止措置

　・適用する　・適用しない

(16.9.2)

(16.9.2)

(16.7.2)(表16.7.1)

(16.7.2)(表16.7.2)

接着材のホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆ 　　・ 

14 自閉式上吊り引戸装置 (16.10.3)性能

　・建具表による　

・製作にあたり監督職員と協議し、他浄水場等の施設と同一キーとする

戸の開閉方式　・図示による（　　　　　）

　※標準仕様書表16.10.1による　・図示による（　　　　　）

・耐侯形3種

耐候性1種

左
官
工
事

建
具
工
事
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　ラス材及び補強用平ラス

令和６年度



年　度

工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

秩父広域市町村圏組合水道事業

建築工事特記仕様書（その４）

A-04ー

1 材料 屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量 (18.1.3)

　※ Ｆ☆☆☆☆　・ 

・防火材料　※屋内の壁，天井仕上げは防火材料とする

　　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする（箇所：　　　　　　）

2 素地ごしらえ 種別 (18.2.2～18.2.7)(表18.2.1～表18.2.7)

下地面等 種　別

不透明塗料塗りの場合 ※A種　・B種
木部

透明塗りの場合 ※B種　・A種

耐候性塗料塗り（DP）の場合 ※B種　・A種　・C種
鉄鋼面

上記以外の場合 ※C種　・A種　・B種

亜鉛めっき鋼面 ・A種　・B種

モルタル面及びせっこうプラスター面 ※B種　・A種

コンクリート面（DP以外）及びＡＬＣパネル面 ※B種　・A種

コンクリート面（DP）の場合 ※A種　・B種

押出成形セメント板面 ※B種　・A種

せっこうボード面及び 目地：継目処理工法 ※A種　・B種

その他ボード面 目地：継目処理工法以外 ※B種　・A種

3 錆止め塗料塗り 種別 (18.3.2)(18.3.3)(表18.3.1～表18.3.4)

下地面等 錆止め塗料の種別 工程の種別

SOP A種 ※A種　・B種

1回目 C種 標準仕様書 表18.3.4
見え掛り部分 DP

2，3回目 D種

EP-G ※B種　・A種 ※A種　・B種
鉄鋼面

SOP A種 ※B種　・A種

1回目 C種 標準仕様書 表18.3.4
DP見え隠れ部分

2，3回目 D種

EP-G ※B種　・A種 ※B種　・A種

SOP ※A種　・B種 ※A種　・B種

標準仕様書 表18.3.6
鋼製建具等 DP B種

EP-G C種 ※A種　・B種亜鉛めっき

鋼面 SOP ※B種　・A種 ※B種　・A種

標準仕様書 表18.3.6
DP B種鋼製建具以外

EP-G C種 ※B種　・A種

4 塗装 種別 (18.4.1～18.12.2)(表18.4.1～表18.12.1)

塗　装 種　別

木部屋外 ※A種　・B種

・合成樹脂調合 木部屋内 ※B種　・A種

ペイント塗り(SOP) 鉄鋼面 ※B種　・A種

亜鉛めっき鋼面 標準仕様書 表18.4.3

・クリヤラッカー塗り(CL) ※B種　・A種

・アクリル樹脂系非水分散型塗料塗り(NAD) ※B種　・A種

鉄鋼面 標準仕様書 表18.7.1

・耐候性塗料塗り(DP) 亜鉛めっき鋼面 標準仕様書 表18.7.2

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形ｾﾒﾝﾄ板面 ・A種　・B種　・C種

コンクリート面，モルタル面等 ※B種　・A種
・つや有合成樹脂

木部 標準仕様書 表18.8.2
　エマルション

屋内の鉄鋼面 ※B種　・A種
　ぺイント塗り(EP-G)

亜鉛めっき鋼面 標準仕様書 表18.8.4

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) ※B種　・A種

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) ※B種　・A種

・ピグメントステイン塗り 　　　－
・ステイン塗り

・オイルステイン塗り（OS） 　　　－

・木材保護塗料塗り(WP) 屋外 ※B種　・A種

塗料の種類等 (表18.5.1)

　クリヤラッカー塗り（CL）

　　種別がA種の場合における，標準仕様書 表18.5.1の工程2

　　　・塗料の種類（　　　　）

　耐候性塗料塗り（DP） (表18.7.2)

　　上塗り塗料の等級　鉄鋼面　　　　　（　　）級

　　　　　　　　　　　亜鉛めっき鋼面　（　　）級

　ウレタン樹脂ワニス塗り（UC） (表18.10.1)

　　標準仕様書 表8.10.1の工程1の着色　・適用する

　オイルステイン塗り（OS）の仕様 (表18.11.2)

　　・図示による（　　　　　）

接着剤 接着剤のホルムアルデヒド放散量

　※Ｆ☆☆☆☆　・ 

(19.2.2)(19.3.2)(19.5.4)(19.5.5)(19.7.2)(19.9.3)

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の (19.2.2)(表19.2.2)

ゴム床タイル用接着剤の主成分による区分

下地の施工

　標準仕様書19.2.3(1)(ｱ)から(ｳ)以外の下地の工法

(19.2.3)

ビニル床シート2

※FS（複層ビニル床シート）

・ 

厚さ（mm）

※2.0

種類の記号 色柄 備考

・ 

・ 

　接合部の処理　※熱溶接工法　・ 

（19.2.2)

（19.2.3)

材料

ビニル床タイル3

※KT（コンポジションビニル床タイル） ・無地

・ ・TT（単層ビニル床タイル）

・FT（複層ビニル床タイル）

・FOA（置敷きビニル床タイル）

・FOB（薄型置敷きビニル床タイル）

種類の記号 色柄 寸法（mm） 備考

・300×300

・450×450

・500×500

(19.2.2)

※2.0

厚さ
（mm）

・ ・ 

材料

4 特殊機能床

・帯電防止床タイル

・視覚障害者用床タイル

・耐動荷重性床シート

・防滑性床タイル

・防滑性床シート

(19.2.2)材料

種 類 性能 厚さ，寸法，形状（mm）

・帯電防止床シート 厚さ：

厚さ：

厚さ：

形状：

寸法：　　　厚さ：

寸法：　　　厚さ：

ビニル幅木5 (19.2.2)材質　・軟質　・硬質

高さ（mm）　※60　・70　・100

厚さ（mm）　※1.5以上　・ 

ゴム床タイル6 (19.2.2)

色柄　　　　（　　　　　　　　　　　　　）

厚さ（mm）　・3.0　・4.5　・6.0　・9.0

寸法（mm）　（　　　　　　　　　　　　　）

1

カーペット敷き7

・適用する

備　考

・適用しない

・アキスミンスターカーペット

・ダブルフェースカーペット

・ウィルトンカーペット

・カット・ループ併用

・カットパイル

・ループパイル

パイル形状織り方 帯電性

　色柄，パイル糸の種類等

　　※色柄は模様のない無地のもの　種別　・A種　・B種　・C種

　　・ 

　見切り，押え金物

　　・適用する（材質，形状等　・図示　・　　　　　）

　　・適用しない

　織じゅうたんの接合方法　※ヒートボンド工法　・ (19.3.3)

　下敷き材(グリッパー工法の場合)　

パイル形状

・ループパイル

・カットパイル ・適用する

・タフテッドカーペット

工法 帯電性 備考

・ 

・ 

・ 

・適用しない

・ 

・カット，ループ併用

・ 

・グリッパー工法

・全面接着工法

　　※JIS L 3204（反毛フェルト）の第2種1号　呼び厚さ8mm　・ 

　見切り、押え金物

　　・適用する（材質，形状等　・図示　・　　　　　）

　　・適用しない

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

備考

(19.3.2)(19.3.3)

※第一種

・第二種

・第一種

・第二種

・第一種

・第二種

種類

※6.5

・ 

※6.5

・ 

※6.5

・ 

総厚さ（mm）

・ 

※500×500

・ 

※500×500

・ 

※500×500

施工箇所寸法（mm）パイル形状

※ループパイル

・カットパイル

・カット，ループ併用

　　　　　　　　　　・適用しない

　　　　　　　　　　　　　　　階段部分　※模様流し　・市松敷き　・ 

　タイルカーペットの敷き方　　平場　　　※市松敷き　・模様流し　・ 

・タイルカーペット

・織じゅうたん (19.3.2)(表19.3.1)

・厚膜型塗床材

・厚膜型塗床材

種　類

（19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～8)

　（弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系

　塗床材）

種類

合成樹脂塗床7 合成樹脂塗床材のホルムアルデヒド放散量 (19.4.2)

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法

※平滑仕上げ　　

・平滑仕上げ

・防滑仕上げ　

・つや消し仕上げ

・防滑仕上げ　　

仕上げの種類工　法

・薄膜流しのべ工法

・厚膜流しのべ工法

施工箇所

※平滑仕上げ

　（エポキシ樹脂塗

　床材）

　（エポキシ樹脂塗

　床材）

・薄膜型塗床材

種類　・単層品　・複層品

(表19.3.1)

　下敷き材　※反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種1号　呼び厚さ8mm　・ 

パイル長（mm）

　見切り，押え金物　・適用する（材質，形状等　・図示　・　　　　　　）

　※Ｆ☆☆☆☆　・ 

シート・タイル種別

・防食材

（ビニルエステル

樹脂系）

　・図示による（　　　　　）

　・図示による（　　　　　）

配水ポンプ室

次亜塩素注入機室

1 屋外雨水排水

・遠心力鉄筋コンクリート管

材　種

・Ｂ形管

・ 

形　状 呼び径 備　考

・図示　・ 

・図示　・ 

外圧管（1種）

・RS－VU

・図示　・ ・VP・硬質ポリ塩化ビニル管

・VU

・図示　・ 

排水管用材料

・硬質ポリ塩化ビニル管継手 ・図示　・ ・DV

・図示　・ ・VU継手

種類・記号

硬質ポリ塩化ビニル管の継手に用いる材料　※接着剤　・ゴム輪

砂地業に用いる材料

　・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

砂利地業に用いる材料

　・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　　※普通コンクリート　・ 

　　スランプ　　　※15cm又は18cm　・ 

凍上抑制層に用いる材料　・ 

(21.2.1)(表21.2.1)

(21.2.2)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.2.1)

　砂を用いる場合の粒度試験　・行う　・行わない

　・幅400mm，径22mmのステンレス製

　・径22mmの防錆処理を行った鋼製

　・径19mmの成樹脂被覆加工を行ったもの

・標準仕様書21.2.2(6)(ｵ)の排水桝を現場打ちとする場合の足掛け金物

(21.2.2)

(21.2.2)

鋳鉄製ふた

・ 

名　称 種　類 鍵

左記以外の品質等は

備　考適用荷重

鋳鉄製マン

ホールふた （公社）空気調和衛

生工学会SHASE-S209

による

2

・簡易密閉形（パッキン式）

・密閉形（テーパ・パッキン式）

・水封形

・中ふた付き密閉形（テーパ・パッ

・有り

・無し

　キン式）

・ 

(21.2.1)種類

・T－2用

・T－6用

・T－20用

グレーチング

メインバー

ピッチ

亜鉛めっき

(付着量)
上面形状

※普通目

・細目

・平形

・細目 ・（　　）

・（　　）

・平形

・凹凸形

・凹凸形

・ 

・ 

・ 

・ 

適用荷重

・ 

・ 

　ボルト固定

　ボルト固定

3

・受枠付き，

・受枠付き，

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・歩行用

・T－14用

・T－2用

・T－6用

・T－20用

・溝ふた（横断用）

・桝ふた用

・溝ふた（横断用）

・溝ふた（側溝用）

・桝ふた用

・溝ふた（側溝用）

・U字溝用

・U字溝用

・鋼製

　製

・ステンレス

材　質 用　途形　式

(21.2.1)材料等

・ 

・ 

・縁石

・Ｌ形側溝

・Ｕ形側溝

・Ｕ形側溝ふた

・ 

種　類

4 街きょ，縁石，側溝

形状，寸法

砂利地業に用いる材料

材料

砂地業の材料

　・シルト　・山砂　・川砂　・砕砂

　・再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石

(21.3.1)(表21.3.1)

(21.3.1)

砂利地業の厚さ　※100（mm）　・図示による

・現場打ちの場合のコンクリート材料

　　※普通コンクリート　・ 

　　スランプ　　　※ 15cm又は18cm　・ 

(21.3.1)

(21.3.1)

(21.3.2)

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・ 

　　設計基準強度　※18N/mm2　・ 

　　設計基準強度　※18N/mm2　・ 

・現場打ちの場合の鉄筋　種類の記号　※SD295　・ 

凍上抑制層に用いる材料　・ 

　砂を用いる場合の粒度試験　・行う　・行わない

5 (21.2.1)

(21.3.1)

(21.3.1)

※B種（標準仕様書表3.2.1）

側塊の形状及び寸法　・図示による（　　　　　）

基床の厚さ及び種類　・図示による（　　　　　）

排水桝の種類　　　　・図示による（　　　　　）

・図示（　　　　　）

・図示（　　　　　）

・図示（　　　　　）

・図示（　　　　　）

・図示（　　　　　）

埋戻し土

塗
装
工
事

排
水
工
事

内
装
工
事
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令和６年度



年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

敷地求積図,敷地求積表

真北敷地求積図

A-05

 開発区域面積（建築物の敷地）Ａ

点名

MK1

M8

M9

M10

M11

M15

M12

M19

KG3

D8

M4

M3

M2

M1

D7

M5

M6

M7

Ｘｎ Ｙｎ Ｘｎ・（Ｙｎ＋１－Ｙｎ－１） 距 離

3382.447

3381.282

3381.553

3384.713

3373.906

3374.571

3357.122

3354.552

3360.859

3363.100

3363.961

3367.737

3367.394

3366.357

3368.342

3371.749

3379.243

3381.313

-75367.548

-75362.071

-75333.533

-75326.253

-75325.948

-75330.757

-75337.093

-75357.239

-75363.506

-75366.494

-75358.851

-75359.236

-75362.483

-75365.936

-75365.596

-75356.662

-75358.727

-75367.516

合  計 

合  計  面  積 

地  積 

18417.423915

115014.307230

121120.465354

25673.048105

-15196.072624

-37609.593795

-88903.304804

-88603.781976

-31104.750045

15655.230500

24415.628938

-12231.620784

-22561.539800

-10479.469341

31238.003708

23160.543881

-36678.303522

-29826.561973

1499.652967

749.826483

749.82 ㎡

5.599

28.539

7.936

10.811

4.854

18.563

20.309

8.891

3.735

7.691

3.795

3.265

3.605

2.013

9.561

7.773

9.029

1.134

敷地求積表

M4

MK1

M8
M9

M10

M11

M15

M12

KG3

D8

M3
M2

M1

D7

M5

M6

M7

道
路
境
界
線
3.735

道
路
境
界
線
8.891

隣地境界線20.309

隣
地
境
界
線
18
.5
63

隣地境界線4.854

隣
地

境
界

線
10

.8
11

隣地境界線7.9
36

隣地境界線28.539

隣地境界線5.599
隣地境界線1.134

隣地境界線9.029

隣
地

境
界

線
7.

77
3

隣地境界線7.691

隣
地

境
界

線
3.

79
5

隣地境界線3.265

隣地境界線3.605

隣地境界線2.013

隣地境界線9.56
1

M19

計画敷地

令和６年度

A1 S=1/100
A3 S=1/200

A1 S=1/100,A3 S=1/200



-620
272.38

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

(
H
=
1
.
8
m
)

1,000

X3
X1

9,000 834

地
先

境
界

ブ
ロ

ッ
ク

A
種

-70

道
路
中
心
線

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

配置図

A-06

隣地境界線3.605

隣
地

境
界

線
3.

79
5

隣地境界線7.691

隣
地

境
界

線
2.

01
3

隣地境界線7.9
36

RC造　平屋建て

耐火建築物等の種別：その他

建築面積　45.00㎡

最高の高さ　GL+4,100ｍ

軒の高さ　　GL+3,850ｍ

道
路
境
界
線
3.735

±0

±0

M8

M6

M5

KG3

M9

M19

計画概要
建物名称

主要用途

敷地面積

ＲＣ造　地上1階

用途地域

指定建幣率

指定容積率

指定なし防火地域

高度地区

道路斜線制限

70％

指定なし

北側斜線制限

指定なし

指定なし

水道事業施設（増圧ポンプ場）

道　　路

延床面積

建 蔽 率

建築面積

構造規模

日影規制

指定なし（都市計画区域内・非線引き区域）

容 積 率

軒の高さ

 4.100ｍ

 3.850ｍ

最高の高さ

※電気：電気事業法第38条に基づく設備・構造とする

は主要な出入口を示す

地盤面　　GL＝+273.00

-220

隣
地

境
界

線
10

.8
11

配水ポンプ棟

-140

-220

+1250

※水道　水道法第16条に基づく設備・構造とする

※屋根：鉄筋コンクリート造の上、フッ素ガルバリウム鋼板t=0.45瓦棒葺

（不燃材料 NM-8697）

D7

D8

M15

M7

※レベル基準

2.H＝〇〇は平均地盤面からの建物部分の高さを示す

1.設計GLは、TP＋273.00（平均地盤面からの高さ）とする

2,
27
5

2,
27
5

4,
55
0

2,
31
0

2,
31
0

4,
62
0

道
路
中
心
線

274.99

275.02

274.33

275.03

276.23

274.30

272.71
272.64

272.69

273.65

275.61275.59

275.70

274.38

274.54

274.22

273.79

272.60

272.51

272.61

272.51

272.74

272.78

273.86

273.52

273.56

273.50

273.38

272.95

273.04

272.83

272.93

272.92

272.62

272.47

272.48

271.98

269.93

269.34

269.43

268.43

269.26

272.99

272.69

272.25

272.10

271.88

272.01

272.17

272.87

272.90

272.37

272.13

272.12

271.71

270.93

271.71

272.32

272.00

272.20

272.89

272.30

274.08

274.29

274.09

274.52

274.32

274.32

274.31

275.17275.20

274.53

274.04274.25

274.76

273.19

273.03

272.65

272.51

272.66

272.81

272.61

273.22

272.68

（直接水準）
TP+272.766

NT2

KBM1

TP+271.994
（直接水準）

県コ

県コ

町コ

町コ

町コ

町コ

屋
根

勾
配

屋
根

勾
配

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

(
H
=
1
.
8
m
)

地
先

境
界

ブ
ロ

ッ
ク

A
種

隣地境界線3.265

町コ

砕石舗装

前
面
道
路

町
道
197号

線

272.80

電気引き込み

T 新井支右11/右5/10
E 原町92

Y1

Y2

6,
05

1
4,

50
0

隣地境界線4.854

6,
91
6

3,299

雪止めアングル

5,132

隣地境界線1.134

+1650

+2600

+2200

273.33

273.33

+330
+440

274.07

+1800
274.80

+1540

-400

272.79

-210

-170
-80

+380

+560

273.42 +420

272.91

-90

-200 -380

272.68
-320

-530

-520

272.34

-1020

271.89

-1110

271.98

-1020

-350

-340

-220

M12

273.54

+540

273.20

+200

±0

-260272.74

3. ＊＊　内の数値は、設計GL（TP＋273.00）との高低差を示す

273.71

+1220

+1000

274.51

+1510

+490

272.86

272.78

-190

-510

273.05

+50

273.16

隣
地
境
界
線
18
.5
63

メ
ッ

シ
ュ

フ
ェ

ン
ス

(
H
=1

.
8m

)

273.22

+220

配　置　図 Ｎ

272.78

-660

273.34

274.65

隣地境界線9.56
1

272.67

-330

KBM2
TP+273.660

（直接水準）

273.44

274.10

273.74

+740

通用門

メッシュフェンス(H=1.8m)

1,
50

0
80

0

△
軒
先

▽
軒
先

▽軒先

△軒先

±0

+340

地先境界ブロックA種

隣地境界線28.539

13
,7

25

275.34

+330

通用門(H=1.8m W=1.0m)

(H=1.8m W=1.0m)

+1070

272.78

272.49

-380

-490

+1760

ブロック積工(H=1.0m)

配水ポンプ棟（水道法第3条第2項建築物）

隣地境界線20.309

隣
地

境
界

線
7.

77
3

隣地境界線9.029

隣地境界線5.599

MK1
町コ

272.20

273.49

272.62

M11

M10

M3M2

M1

M4

メッシュフェンス(H=1.8m)

2,350

地
先

境
界

ブ
ロ

ッ
ク

透水性アスファルト舗装

頂部包みH=4.10ｍ

6,
12
5

軒先H=3.64ｍ

749.82㎡

45.00㎡

40.50㎡

延べ面積　40.50㎡

道
路
境
界
線
8.891

引戸門扉(H=1.8m W=6.0m)

町コ

倉庫

ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板瓦棒葺

流量計室

配水池

計画建築物

1,000

4,
65

0

法
第
42条

第
1項

第
1号

道
路

法第42条第1項第1号道路（町道197号線）

300％

 5.40％

 6.00％

勾配1.5（適用距離25ｍ）　

地名地番
秩父郡小鹿野町小鹿野字別所1310番1

令和６年度

A1 S=1/100
A3 S=1/200

A1 S=1/100,A3 S=1/200



9,000

5,000 4,000

4,
50

0

9,000

4,
50

0
1,

50
0

1,
00

0

80
0

外 部 仕 上 表

内 部 仕 上 表

次亜塩素注入機室

1,000 1,000

5,
00

0

△軒先（樋先端）

▽
軒

先

△
軒

先

▽軒先

50
0

×

×

延 べ 面 積

5.000

4.000

4.500

4.500 18.000000

22.500000 22.50　㎡

18.00　㎡

40.50　㎡

40.50　㎡

１階床面積

×

合　　計

建築面積

9.000 5.000 45.000000

45.000000

45.00　㎡

軒先水切・ケラバ水切・頂部包み：屋根同材加工

断熱材：押出法ポリスチレンフォームt=40

防水層：改質アスファルトルーフィングt=1.0敷

下　地：均しモルタルt=30金ゴテ押え

　　　　　　下地調整塗材C-1

雪止めアングル：L-50×50×4

仕上 仕上 合成樹脂エマルションペイント塗　ＥＰ 仕上 合成樹脂エマルションペイント塗　ＥＰ
直天井

下地 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修(増打t10・A種) 下地 コンクリート打放し補修(増打t10・Ａ種) 下地 コンクリート打放し補修(Ａ種)

仕上 仕上 耐候性塗料塗　ＤＰ 仕上 耐候性塗料塗　ＤＰ
直天井

下地 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修(増打t10・A種) 下地 コンクリート打放し補修(増打t10・Ａ種) 下地 コンクリート打放し補修(Ａ種)

配水ポンプ室

ビニルエステル樹脂系合成樹脂塗床（耐薬品性） 床同材立上げ

ABC消火器10型

ABC消火器10型

配水ポンプ基礎・ポンプ盤基礎

残塩計基礎・次亜注入制御盤基礎・注入ポンプ基礎

防液提・釜場

床同材立上げ

コンクリート打放し補修（増打t30・Ｂ種）の上、複層塗材ＲＥ

軒裏・鼻先：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修（Ｂ種・増打10）の上、複層塗材ＲＥ

誘発目地：W25×H15×W'20（ポリウレタン系シーリング充填）

打継目地：W25×H15×W'20（ポリウレタン系シーリング充填）

出隅：面取（面寸法W30）

下地調整塗材C-1

瓦棒葺：フッ素ガルバリウム鋼板t=0.45、発泡ポリエチレンt=4裏貼

立上り面：コンクリート打放し補修（Ｂ種）

外巾木：H=300　コンクリート打放し補修（増打t30・Ｂ種）

室　名 記号 計算式 計 面　積

①

① ①

建　物 記号 計算式 計

１ ①

X1 X2 X3

床面積算定表Y1

Y2

X1 X3

Y1

Y2

建築面積算定表

場 所 外 壁

仕 上

室 名 床 巾 木 Ｈ 壁 天　　井 Ｃ・Ｈ 備 考

次亜塩素注入機室

配 水 ポ ン プ 室

屋 根

嵩上げコンクリートH=200金ゴテ押え（ﾜｲﾔﾒｯｼｭ6φ-@100入）

嵩上げコンクリートH=200金ゴテ押え（ﾜｲﾔﾒｯｼｭ6φ-@100入）

150

150・300

床面：コンクリート刷毛引き仕上

ポーチ・室外機置場・発電機置場

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

仕上表・面積表・面積算定図

A-07

厚膜型エポキシ樹脂系合成樹脂塗床

②

②

令和６年度

A1 S=1/100
A3 S=1/200

１階床面積算定図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200 建築面積算定図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200 



▼建物高さ

3,
60

0

4,
10

0

4,
50

0

9,000

9,000

4,
50

0

5,000 4,000

9,000

4,
50

0

5,000 4,000

1,
50

0

9,000

5,000 4,000

1,
50

0

5,000 4,000

3,
60

0

1,000 1,000 1,000 1,000

4,
10

0

4,500

1,500 8001,000 1,000

80
0

80
0

防液提

屋
根

勾
配

屋
根

勾
配

▼設計GL

雪止めアングル

ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板瓦棒葺

水切目地

▼設計GL

頂部包 水切目地

20
0

25
0

25
0

50

20
0

50

25
0

25
0

配水ポンプ室

配水ポンプ室

コンクリート打放し補修の上、ＤＰ塗装（梁型共）

コンクリート打放し補修の上、ＥＰ塗装（梁型共）

コンクリート打放し補修の上、複層仕上塗材ＲＥ

ハ

ハ

ロ

ロロ

イ

イ

配水ポンプ室

記号 仕 上

N

Ｂ

天井仕上凡例

X1 X2

Y1

X1 X2

Y1

Y2

X3 X3 X1 X2 X3

Y1

Y2

X1 X2 X3

Y2
Ａ Ａ

Y1 Y2

Ｂ

次亜塩素注入機室

次亜塩素注入機室

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

平面図・屋根伏図・天井伏図・断面図

A-08

▲軒高

▼1FL=1SL+200

▲
1SL=GL+50

▼建物高さ

▲軒高

▲
1SL=GL+50

▼1FL=1SL+200

ポーチ

発電機置場

室外機置場

室外機置場

1,
35

0

1,
35

0

令和６年度

A1 S=1/100
A3 S=1/200

屋根伏図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200 天井伏図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200平面図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200

Ａ－Ａ断面図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200 Ｂ－Ｂ断面図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200



Ⅰ

Ａ

X1 X3

X3 X1

Y1Y2

Y2Y1

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

立面図

ＦⅠ Ａ

Ｂ Ｃ

ＪＦＨ
Ａ

Ｌ Ｌ

ＪＦ

Ｄ Ｌ

Ａ

Ｂ Ｊ

Ｋ
Ｆ

ＥＤ

▼設計GL

▼建物高さ

▲軒高
4,

10
0

3,
85

0
25

0

▼設計GL

▼建物高さ

▲軒高

4,
10

0

3,
85

0
25

0

▼設計GL

▼建物高さ

▲軒高

3,
85

0
25

0

4,
10

0

3,
85

0
25

0

▲軒高

▼建物高さ

4,
10

0

▼設計GL

Ａ

Ｆ

Ｋ

コンクリート打放し補修の上、複層塗材ＲＥ

記号

立面図凡例

誘発目地（シーリング充填）

クーラー用スリーブ

Ｂ

Ｇ

Ｌ

記号

屋根：瓦棒葺（フッ素ガルバリウム鋼板）

プラント用開口

Ｃ

Ｈ

記号

頂部包み・軒先水切・ケラバ水切：屋根同材

Ｄ

Ｉ

記号 記号

スチール製建具

巾木：コンクリート打放し補修 打継目地（シーリング充填）

換気フード＜機械工事＞

仕 上仕 上仕 上仕 上仕 上

ポーチ：コンクリート刷毛引き 室外機・発電機置場：コンクリート刷毛引き

Ｃ

Ｅ

Ｊ

Ｂ

ＬＥ Ｅ

Ｋ Ｈ Ｈ

Ｈ

Ｊ

Ｌ

ＬＧ

Ｃ

Ｃ Ｃ Ｃ

A-09

Ｌ

令和６年度

A1 S=1/100
A3 S=1/200

南側立面図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200

北側立面図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200

西側立面図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200

東側立面図　　A1 S=1/100,A3 S=1/200



ＬＣ

1,000

30
0

1,500 800

巾
木

：
ｺﾝ

ｸﾘ
ｰﾄ

打
放

し
補

修
外

壁
：

複
層

塗
材

Ｒ
Ｅ

1,600

15
0
5
015

0
18

0

350

150

150
150

4,500

4,
10

0

3,
85

0
25

0

20
0

3,
60

0

25
0

20
0

3,
60

0

3,
35

0

15
0

15
0
15

0
21

0

2,400 630

2,
20

0

ＬＣ 33
0

4,
10

0

3,
85

0
25

0

20
0

3,
60

0

外
壁

：
複

層
塗

材
Ｒ

Ｅ

4,000

15
0

15
0

20
0
20

0
2,

10
0

15
0

50
0

300

150 2,100

23
0

60
0

20
0

1,000

15
0

15
0

50
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断熱材：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

屋　根：ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.45瓦棒葺（発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝt4裏貼）

防水層：改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0敷

下　地：均しﾓﾙﾀﾙt=30金ｺﾞﾃ押え

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

溶接金網6φ-@100

頂部包み：屋根同材

120 100

捨ｺﾝ

砕石敷込

ｽﾁｰﾙ製ﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

水切目地

雪止めアングル

軒先唐草・水切：屋根同材

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、複層塗材ＲＥ

▼設計GL

50

100

50

床：嵩上ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床

天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

捨ｺﾝ

砕石敷込

水切目地

上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、複層塗材ＲＥ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、複層塗材ＲＥ

30 350

設備基礎：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押えの上
　　　　　合成樹脂塗床
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120 90
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20

20

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、合成樹脂塗床

外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、複層塗材ＲＥ

180 30

120100

10

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

床：嵩上ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床（耐薬品性）

屋　根：ﾌｯ素ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板t=0.45瓦棒葺（発砲ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝt4裏貼）

20

2020

溶接金網6φ-@100 砕石敷込

捨ｺﾝ

1010

100100
外壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、複層塗材ＲＥ
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50

ｽﾁｰﾙ製ﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ
120 90

釜場

床：嵩上ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床

（
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）

▼軒高

給気用開口

換気扇用開口

15
0

上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、複層塗材ＲＥ

10
15

0

天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装 天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装
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10
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20

10

10 ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、複層塗材ＲＥ
水切目地

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

防水層：改質ｱｽﾌｧﾙﾄﾙｰﾌｨﾝｸﾞt=1.0敷

断熱材：押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑt=40

下　地：均しﾓﾙﾀﾙt=30金ｺﾞﾃ押え

180 3010

120100

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装
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▼設計GL

巾木：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、合成樹脂塗床
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▼設計GL▼1SL
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0 5050 50

X1通り迄5,000
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差し筋D10-@400
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上裏：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、複層塗材ＲＥ

20

30

20

20

20

10
0

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

矩計図

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上

室外機置場：ｺﾝｸﾘｰﾄ刷毛引き仕上

▼1FL

▼1SL
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防液提内部：合成樹脂塗床（耐薬品性）
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令和６年度

A1 S=1/30
A3 S=1/60

矩 計 図（１）　A1 S=1/30,A3 S=1/60

次亜塩素注入機室配水ポンプ室

矩 計 図（２）　A1 S=1/30,A3 S=1/60
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：シーリング箇所を示す

・特記なき限り、屋外出隅は面取30(面寸法）とする

・特記なき限り、屋内出隅は面取20(面寸法）とする
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ｸｰﾗｰ用ｽﾘｰﾌﾞ100φ
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排気用開口230□
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給気用開口330□

1SL+2400（開口芯）
ﾌﾟﾗﾝﾄ用開口150φ
1SL+350（開口芯）

1SL+2500（開口芯）

上枠水切付
ポーチ

１箇所

▽1FL▽1FL

――

スチール製片開きフラッシュドアスチール製親子開きフラッシュドア（ＡＴ) （ＡＴ)

8001,200

配水ポンプ室―外部、次亜注入機室―外部 配水ポンプ室―次亜注入機室

スチールt=1.6　耐候性塗料塗 ＤＰ（Ａ種） スチールt=1.6　耐候性塗料塗 ＤＰ（Ａ種）

グラスウール32kg/㎡充填 グラスウール32kg/㎡充填

400 800

上下ロッド 上下ロッド
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枠１２０　　　・　扉５０ 枠１２０　　　・　扉５０

丁番３枚吊・グレモン錠・ドアクローザー（ストッパー付） 丁番３枚吊・グレモン錠・ドアクローザー（ストッパー付）

順位調整器・SUS沓刷・戸当り SUS沓刷・戸当り

注記 凡例

２箇所

型 状

使 用 箇 所

型式・数量

見 込

ガ ラ ス
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備 考
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次亜塩素注入機室
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1SL+540（開口芯）1SL+500（開口芯）
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ﾌﾟﾗﾝﾄ用開口300□
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ﾌﾟﾗﾝﾄ用開口150φ ﾌﾟﾗﾝﾄ用開口300□
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防液提+300
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4701,000

1,
50

0

受水管より

次亜注入点へ
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より（将来用）

No.2配水池（仮称）

送水・配水先へ

No.1配水池（仮称）より

注入ポンプ基礎

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

平面詳細図・建具表

・ ※※　内数値は1FLからの高低差を示す

A-11

+123

令和６年度

A1 S=1/50
A3 S=1/100

平面詳細図　　A1 S=1/50,A3 S=1/100

建具表    A1 S=1/50,A3 S=1/100 ※建具使用ヶ所は平面詳細図参照のこと
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330□

150φ
ﾌﾟﾗﾝﾄ用開口

ﾌﾟﾗﾝﾄ用開口

ﾌﾟﾗﾝﾄ用開口
150φ

230□
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換気扇用開口

換気扇用開口

150φ
ﾌﾟﾗﾝﾄ用開口

100φ
ｸｰﾗｰ用ｽﾘｰﾌﾞ

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

巾木：合成樹脂塗床

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床

巾木：合成樹脂塗床

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床
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天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

115

壁・梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床

巾木：合成樹脂塗床

天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

壁・梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床

巾木：合成樹脂塗床 ﾌﾟﾗﾝﾄ基礎：合成樹脂塗床

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、DP塗装

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床

巾木：合成樹脂塗床

▼1SL＝GL+50
▼1FL＝1SL+200

▼軒高

▼1SL＝GL+50
▼1FL＝1SL+200

▼軒高

次亜塩素注入機室

X1 X2 Y2 Y1 X1X2 Y2Y1

X2 X3 Y2 Y1 X2X3 Y2Y1

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装
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1,400150

壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

梁型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装

Ｃ Ｌ

天井：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装
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1,400 75

柱型：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上、EP塗装
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床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床

巾木：合成樹脂塗床
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巾木：合成樹脂塗床

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床 床：ｺﾝｸﾘｰﾄ直押えの上、合成樹脂塗床

巾木：合成樹脂塗床
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ﾌﾟﾗﾝﾄ基礎：合成樹脂塗床
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図　面
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秩父広域市町村圏組合水道事業

展開図

A-12

ﾌﾟﾗﾝﾄ基礎：合成樹脂塗床

ﾌﾟﾗﾝﾄ基礎：合成樹脂塗床

令和６年度

A1 S=1/50
A3 S=1/100

配水ポンプ室



特殊かん合式平滑葺き @430：フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45
（発泡ポリエチレン t=4.0裏貼り）
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30
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50

180
改質アスファルトルーフィング t=1.0

かん合式細桟瓦棒 @430：フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45

（発泡ポリエチレン t=4.0裏貼り）
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X1 X2

Y1

Y2

X3

かん合式細桟瓦棒 @430：フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45

（発泡ポリエチレン t=4.0裏貼り）

スフィンクスルーフタイプⅠ型　同等品以上
製造所：元旦ビューティー工業株式会社

屋
根

勾
配

屋
根

勾
配

均しモルタル t=30（建築工事)

（面戸周囲シーリング）
棟面戸：屋根同材

Pレスアンカー（SUS)＠606

100

30 90 260

120 270

390

10

水切り：屋根同材（加工）

下地材：亜鉛めっき鋼板 t=1.0（加工）

Y2

下地材：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0（加工）
頂部包み：屋根同材（加工）

20

1500

55

50

15
0

10

軒先伸縮唐草：屋根同材（加工）

軒先面戸：屋根同材

120

90 30

5.785.78
100

雪止めアングル（1列）：L-50×50×4改質アスファルトルーフィング t=1.0

（発泡ポリエチレン t=4.0裏貼り）
かん合式細桟瓦棒 @430：フッ素ガルバリウム鋼板 t=0.45

均しモルタル t=30（建築工事)

Pレスアンカー（SUS)＠606

93
30

20

Y1

800

30 770

B
'

B
A
'

A

C C' C' C

15
0

10

【B-B'】頂部断面詳細図【A-A'】軒先断面詳細図

【C-C'】ケラバ断面詳細図

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

屋根断面詳細図

A-13

断熱材：押出法ポリスチレンフォーム t=40

断熱材：押出法ポリスチレンフォーム t=40
雪止め金具 @860

水切目地

水切目地

下地材：亜鉛メッキ鋼板 t=1.0（加工）

ケラバ唐草水切り：屋根同材（加工）

（現場合わせ） 430

50

30

20

水切目地

9030

120

X1

X3

1,000

430 （@430）

15
0

30
93

10

断熱材：押出法ポリスチレンフォーム t=40

改質アスファルトルーフィング t=1.0

桟カバー：屋根同材

（発泡ポリエチレン t=4.0裏貼り）

上部・下部足長吊子：アルミ押出型材
（アルマイト処理）

令和６年度

A1 S=1/5・1/100
A3 S=1/10・1/200

キープラン　A1 S=1/100,A3 S=1/200



・

・

・

・

100Ω以下

　　〃　（多機能トイレ）

自
動
火
災
報
知

誘
導
支
援

テ
レ
ビ
共
同
受
信

表示灯

記号 接地極の規格・数量

EB( D=10, L=1,500 又は W=30, L=1,200 )×1

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=10, L=1,000 又は W=30, L=900 )×1

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

EB( D=14, L=1,500 又は W=40, L=1,200 )×3連－　組

○ 電話引込口の保安器

○ 測定用

○ 通信用（100Ω）

○ 通信用（10Ω）

○ 交換装置用

○ 高圧避雷器用

○ Ｄ種

○ Ｄ種

○ Ｃ種

○ Ｂ種

○ Ａ種

○ 共同接地

○ 共同接地 Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ

Ａ・Ｃ・Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

ＬＨ

ｔ

Ｏ

Ａｔ

Ｄｔ

Ｌｔ

接地抵抗値

Ω以下

100Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

10Ω以下

100Ω以下

10Ω以下

　　Ω以下

10Ω以下

Ω以下

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

Ｅ

接地の種類

表－２　接地極一覧表

機器収容箱

床上～中心

〃

受信機・副受信機

800～1,500

800～1,500床上～操作部

2,300

2,100

800～1,500

300床上～上端

〃

〃

液化石油ガス検知器

警報ベル

発信機

〃

900

〃

床上～中心　　〃　　（車椅子用）

150～200台上～中心　　〃　　（台上）

構
内
交
換

動
力

壁付電話機（一般） 1,300

200

床上～中心

天井下～上端集合保安器箱

端子盤（室内） 300床上～下端

制御用スイッチ 1,300〃

開閉器箱 1,500〃

壁掛形制御盤 床上～中心
（上端1,900以下）

1,500

電
灯

2,000～2,500

2,100～2,300

150鏡上端～中心

　 〃　　

ブラケット（一般）

　　〃　　（鏡上）

　　〃　　（踊場）

天井下～上端 200

　　　　　〃　　　　　(和室)

テレビ端子直列ユニット(一般)

150

300床上～中心

〃

機器収容箱

出
退
・
マ
ル
チ
サ
イ
ン

壁付インターホン(上記以外)

外部受付用インターホン(子機)

壁付呼出ボタン(多機能トイレ)

床上～中心

900〃

1,300

「標準図」による。

壁付押しボタン（一般） 1,300〃

壁付発信機

2,300

1,300

〃

〃

ベル、ブザー、チャイム

　　　×0.9情報表示盤 床上～中心

床上～中心

（天井高）

拡
声

時
計

壁付アッテネータ 1,300〃

壁掛形スピーカ

子時計

　　　×0.9（天井高）〃

　　　×0.9（天井高）〃

壁掛形親時計
（上端1,900以下）

1,500

（上端1,900以下）

1,500

150

300

1,100

1,300

〃

〃

〃

床上～中心

 　 〃　　（和室）

コンセント（一般）

スイッチ

電
力
共
通

分電盤 床上～中心

1,800～2,200引込開閉器 地上～中心

1,800～2,000地上～窓中心積算計器

取付高［㎜］測点名称取付高［㎜］測点名称

　 図面に記載がない場合は、工事区分表による。

　 フラッシュプレートは、図面に記載がない場合、

　 最大電力が500［kW］以上の場合においても、第一種電気工事士により施工を行う。

機器種別

　 50Hz

　 既存部分の養生は、改修標準仕様書第１編第１章による。

表－１　機器標準取付高さ

取り合い

他工事又は他工種との●

　 図面に記載がない場合は、表－２「接地極一覧表」による。

　 図面に記載がない場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

接地極

機器取付高さ

○

●

　 （ ○ 屋外の配管　　　○ 　 　　　　　　　　　　　　）

　 （ ● 金属製（ステンレス、新金属を含む）　○ 樹脂製 ) とする。

　 三相可変速運転用インバータ装置の規約効率は、次の数値以上とする。

　 下記の露出配管は塗装を行う。

　　　　　　 IP4X、6極、50Hzの電動機を駆動したときの値とする。

　　　　　(2)規約効率は、JIS C 4212 「高効率低圧三相かご形誘導電動機」の定格電圧200V、

　【備考】(1)規約効率は、JEM-TR 245 「汎用インバータの規約効率」により算出した値とする。

インバータ装置の規約効率○

金属管の塗装○

フラッシュプレート●

95.5

45

95.5

37

95.5

30

95.5

22

95.5

18.5

95.0

15

94.5

11

94.5

7.5

94.0

5.5

94.0

3.7

93.0

2.2

92.0

1.5

88.5

0.75

86.0

0.4

規約効率（％）

電動機出力（kW）

配管本数、管路等

　 違しても差し支えない。ただし、相違する場合は監督職員の承諾を受ける。

　 分電盤、制御盤、端子盤等の2次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は、図面と相●

　 　   　　 （ ○ 発電    　 　　　　　　　　　           ）

　 仮設備期間（ ○ 図示   　　　　　　　　　　             ）

　 仮電源    （ ○ 受変電    　　　　　　　　　            ）仮設備工事○

● 電気工事士

　 （　）書きの室名は直天井の室を示し、それ以外は二重天井の室を示す。天井仕上区分

　 （○走査式埋設物調査　　○Ｘ線調査（費用は別途とする））

　 はつり工事は、事前に以下の調査を行い、監督職員に報告を行うこと。

○

はつり○

　 　　　なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

　 　　　機器の重量［kN］に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。

上層階、

機器

水槽類

防振支持の機器

機器

屋上及び塔屋

地下、1階

水槽類

防振支持の機器

機器

水槽類

防振支持の機器中間階

1.0

0.6

0.6

1.5

1.0

0.6

1.0

0.6

0.4

1.5

1.0

1.0

2.0

1.5

1.0

1.5

1.0

0.6

1.0

1.0

1.5

1.0

1.5

2.0

0.6

1.0

1.5

1.5

1.5

2.0

1.0

1.5

2.0

1.0

1.5

2.0

一般機器一般機器 重要機器重要機器

　 　　　設計用水平地震力の1／2とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　 （２）設計用鉛直地震力

　 　　○ 交換機　○ 自動火災報知受信機　○ 中央監視制御装置　　○　　　　　　　　　

　 　　○ 配電盤　○ 発電装置（防災用）  ○ 直流電源装置　　　　○ 交流無停電電源装置

　 　重要機器は次のものを示す。

　 （１）設計用水平地震力

　　　　・中間階とは地階、1階を除く各階で上層階に該当しないもの

　　　　　は3階、13階以上の場合は上層4階とする。

【備考】・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合

設計用標準水平震度

　 （独立行政法人建築研究所監修）による。

　 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工指針　2014年版」

施工調査

耐震措置●

● 電源周波数

　 調査方法（ ○ 図示　　　　　○ 　　　　　　　　　　）

　 調査範囲（ ○ 図示　　　　　○ 　　　　　　　　　　）

　 調査項目（ ○ 既存資料調査　○ 　　　　　　　　　　）

　 事前調査（ ○ 本工事　　　　○ 別途　　　　　　　　）

　 Ａ４ファイル綴じ　２  部

　 Ａ４ファイル綴じ　２  部

● 建築物等の利用に関する説明書

● 保全に関する資料

○ 既存完成図（ＣＡＤデータ）の修正を行う。

　 要の場合、オリジナルファイルも提出する。

　 ＣＡＤデータの提出（ ● 要（　２　部）　○ 不要 ）

● 提出部数　（原図サイズ　　● Ａ１　○　　、複写図　　２　部）

　 なお、施工図等の著作権に係る当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲する。

　 ただし、製作図等で原図として提出ができないものは、原図に代わるものとしてよい。

　 本工事で作成する施工図等のうち、次の原図及びその複写図（１部）を監督職員に提出する。

完成図等●

　　　　　機器・配管固定の施工図　　　　一式

　　　　　試験成績書　　　　　　　　　　一式

　　　　　制御システム図　　　　　　　　一式

　　　　　機器製作図　　　　　　　　　　一式

施工図等●

養生○

　 方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

　 の別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き

　 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドライン

● 別契約の関係受注者が定置したものは無償で使用できる。

○ 内部足場（ ○　　種　○　　種 ）　○ 外部足場（ ○　　種　○　　種 ）

足場その他●○

製造業者等名機材名

・中央監視制御（監視制御装置）

・監視カメラ装置

・太陽光発電装置（パワーコンディショナ及び系統連系保護装置）

・交流無停電電源装置

・高圧変圧器（特定機器）

・高圧負荷開閉器

・高圧限流ヒューズ

・高圧進相コンデンサ

・高圧交流遮断器

・高圧スイッチギヤ（PW形）

・高圧スイッチギヤ（CW形）

・キュービクル式配電盤

・制御盤

・分電盤

・可変速運転用インバーター装置

・照明制御装置

・LED照明器具（一般屋内用に限る）

・蛍光灯器具

　　　　　　　　　　　 　　　　　　指定部分工期　　　　　　年　　　月　　　日

　 　　　証明となる資料等の提出を省略することができる。

　 　　　面を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、製造業者等名が記載されているものは、

　 　　　この証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたことを示す書

　 （２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たすものとし、

　 　　　基準等を満たすものとする。

　 　　　推進に関する基本方針（平成28年２月閣議決定）」による特定調達品目の場合は、判断の

　 （１）「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」に基づく「環境物品等の調達の

○ 引渡しを要するもの以外は、構外に搬出し適切処理とし、搬出処理費は別途とする。

　 　　　　④ 建築基準法施行令第20条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 　　　　③ 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

　 　　　　② 建築基準法施行令第20条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　 　　　　　 ル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く。）が添加されていない材料を使用する。

　 　　　　　 ルデヒド、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない

　 　　　　　 材料を使用したものとする。

　 　　　　④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムア

　 　　　　③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシ

　 　　　　　 料を使用する。

　 　　　　② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材

　 　　　　① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティ

　 　　　　　 区分に応じた材料を使用する。

　 　　　　　 散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の

　 　　　　　 断熱材、塗料、仕上塗材は、アセドアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発

　 　　　　　 クルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、

　 　　　　① 建築基準法施行令第20条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムア

　　 　　　　 ルデヒド発散建築材料以外の材料

　 　　　材料を指す。ただし、設計図書に規定がない場合は、監督職員と協議する。

　 　　　は次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する

　 （３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」と

　 　　　に、次の①から④を満たすものとする。

　 （２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共

環境への配慮

発生材の処理等について

　●「公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下「標準図」という。）

　●「公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下「改修標準仕様書」という。）

　●「公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（令和４年版）」（以下「標準仕様書」という。）

１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

4．指定部分　　　○ 無　　　○ 有（対象部分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 建設省告示第1455号における区域　別表（　　　　　）

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　　なお、機械設備工事の特記仕様書は（　　／　　）図、建築工事の特記仕様書は（　　／　　）図による。

２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの特記仕様書を適用する。

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

適用区分

項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。

　　●印の付いたものを適用する。

2．特記仕様

1．共通仕様

Ⅱ．工事仕様

○

○

○

〇 構内配電線路

〇 構内通信線路

○ 火災報知設備

○ 電気自動車用充電設備

○ 電熱設備

○ 情報表示設備

○ 中央監視制御設備

〇 防犯・入退室管理設備

○ 駐車場管制設備

○ 監視カメラ設備

○ テレビ共同受信設備

○ 誘導支援設備

○ 拡声設備

○ 映像・音響設備

○ 構内交換設備

○ 構内情報通信網設備

○ 発電設備

○ 電力貯蔵設備

○ 受変電設備

○ 雷保護設備

延べ面積(㎡)

建築基準法による

　 　　　　⑥ 販売、保守等の営業体制が整えられていること。

　 　　　　⑤ 製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

　 　　　　④ 法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。

　 　　　　③ 安定的な供給が可能であること。

　 　　　　② 生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

　 　　　　① 品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

　 　　　性能を有するものとする。

　 （１）本工事に使用する機材は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　目

機材の品質等●

3．工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

構　造
別表第一の区分

消防法施行令

特記仕様書

○

○

● 動力設備

● 電灯設備

工　事　種　目 屋　外

別種事建物別及び屋外 工

建　物　名　称

（（注）延べ面積は建築基準法による表記 ）

2．建物概要

1．工事場所

Ⅰ．工事概要

工事設計図

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

AE-01－

電気設備工事特記仕様書

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

秩父郡小鹿野町小鹿野1310-1地先

15項

階　　　　数 備　　考

一式

一式

　 地表面粗度区分（　　　　）

　 風速（Vo=　　　　 　　　）30m/s

Ⅲ

二十四

注）　天井高3,000mm以上の場合及び上記取付高さでは機器の使用に支障がある場合は、監督職員と協議する。

ＲＣ造配水ポンプ棟(新築工事) 地上1階建

●

●

●

● 風圧力

● 積雪荷重

● 本工事で設置する。

●　特定の施設

○

○　一般の施設

40.05㎡

令和６年度



ＬＥＤウォールライト　２０形

公共品番：ＬＢＦ３ＭＰ／ＲＰ－２－０６

2EET

2EET

2EET

換気シャッター付属ケーブルを接続する

公共品番：ＬＳＳ１－４－６５

配水ポンプ室　４台

次亜塩素注入機室　２台

配水ポンプ室（外壁）　２台

次亜塩素注入機室（外壁）　１台

Ｈｆ１６形×１灯器具相当

A

B

87
65
43
21

図面ホルダ

回路記号備考 回路記号 備考 備考回路記号備考 回路記号

3Φ3W 200V

ELB 3P  60AF/    40AT

1 2

3 4

     MCB  3P  50AF/ 30AT × 2 

セパレータ 

    MCB 2P  50AF/ 20AT 100V (1E) × ８

87

65

43

21

(中性線欠相保護付)

ELB 3P  60AF/    50AT

  F 100mA

1Φ3W 100/200V

電灯動力分電盤（Ｌ－Ｐ）：鋼板製露出壁掛型

負荷電気容量　合計：３６９０ＶＡ

負荷電気容量　合計：４３５０ＶＡ

B

C D

電灯 コンセント・換気扇
VA198

VA

1790 VA

VA

VA800

VA

VA

VA

VA4350空調機(AC-1)
VA

エアコン(AC-2)

電灯

配水ポンプ室 配水ポンプ室

次亜塩素注入機室

配水ポンプ室

102 コンセント・換気扇800
次亜塩素注入機室次亜塩素注入機室

VA VA

EM-IE1.6ｘ2.E1.6（E19）

壁スリーブ：25φ

EM-CE5.5ｓｑ-4C（E31）

EM-CE5.5ｓｑ-4C（F2/30＃）WP

EM-CE5.5ｓｑ-4C（E31）

壁スリーブ：40φ

EM-IE1.6x2+EM-IE2.0ｘ6.E2.0（E25）

壁スリーブ：30φ
EM-IE1.6x2+EM-IE2.0ｘ4.E2.0（E25）

（A)（A)

（A)

（A)

（A)

（B)

（C)

（A)

EM-IE1.6ｘ2.E1.6（E19）

壁スリーブ：25φ

WP

Y2

Y1

配水ポンプ室 次亜塩素注入機室

X1 X2 X3

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

AE-02

A

  F 100mA

Ｐ・Ｂ　200□×100（ＳＵＳ）・接地端子座付

換気シャッター付属ケーブルを接続する

A

A A

A

A

Th

Th

BB

1 2

3 4

5 6

7 8

2

3 4 5

A

A B

C D

4

5

1 2

B

EF

1

EF

2

AC

2

AC

1

線ぴ取付

（注記）

１・特記なき配管配線は下記による。

ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ２ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ２．Ｅ１.６ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ　２.０Ｘ２．Ｅ２.０ （Ｅ１９）

ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ２＋ＥＭ－ＩＥ　２.０Ｘ２．Ｅ２.０ （Ｅ２５）

：露出配管

　　C　　 （２種金属線ぴ４０ｘ４５：溶融亜鉛メッキ鋼板製）

ジャンクションボックス

（凡例）

：電灯動力分電盤：Ｌ－Ｐ（結線図参照）

：照明器具（Ａ）姿図参照

：照明器具（Ｂ）姿図参照

取付高さ：Ｈ＝２０００（天端）

取付高さは、ＦＬ＋３０００（器具下面）とする。

取付高さは、ＦＬ＋２２００（器具中心）とする。

：埋込スイッチ防水型　（１Ｐ１５Ａｘ１：新金属プレート）

：埋込コンセント（２Ｐ１５Ａｘ１：新金属プレート）

：埋込コンセント（２Ｐ１５Ａｘ２Ｅ極付＋Ｅ端子：新金属プレート）2EET

特記なきスイッチの高さは、ＦＬ+１３００とする

特記なきコンセントの高さは、ＦＬ+５００とする

（A)

（B)

：露出配管

：露出配管

：露出配管

ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ４＋ＥＭ－ＩＥ　２.０Ｘ４．Ｅ２.０ （Ｅ３１） ：露出配管

ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ２＋ＥＭ－ＩＥ　２.０Ｘ４．Ｅ２.０ （Ｅ２５） ：露出配管

ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ２．Ｅ１.６

ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ２＋ＥＭ－ＩＥ　２.０Ｘ２．Ｅ２.０

ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ４＋ＥＭ－ＩＥ　２.０Ｘ２．Ｅ２.０

（２種金属線ぴ４０ｘ４５：溶融亜鉛メッキ鋼板製）

（２種金属線ぴ４０ｘ４５：溶融亜鉛メッキ鋼板製）

（２種金属線ぴ４０ｘ４５：溶融亜鉛メッキ鋼板製）

：プルボックス　200□×100（SUS）・接地端子座付

：プルボックス　200□×100（SUS）ＷＰ・接地端子座付

：プルボックス　300□×200（SUS）・接地端子座付ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ３．Ｅ１.６ （２種金属線ぴ４０ｘ４５：溶融亜鉛メッキ鋼板製）

：埋込スイッチ　（１Ｐ１５Ａｘ１：新金属プレート）ＥＭ－ＩＥ　１.６Ｘ３．Ｅ１.６ （Ｅ１９） ：露出配管

WP

Th

直付型４０形　２灯相当A B

    MCB  3P  50AF/ 30AT スペース× 2 

参考品番：日東工業（ＰＥＮ６－０８－Ｐ６２ＪＣ）

電気設備図

Ｐ・Ｂ　200□×100（ＳＵＳ）・接地端子座付

30
18

0
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9
0
9
0

1
00

1018030

90 90

100

30
1
80

10

9
0
9
0

10
0

3018010

　　C　　　　（ＥＭ－ＩＥ　１.６×１）

C

C
C C

CCC

ス
ロ

ー
プ

ス
ロ

ー
プ

UP UP

2EET
2EET

2EET

A

500 900 1,800

4,0005,000

9,000

4,
50
0

80
0

1,
30
0

4,
50
0

1,
70
0

1,
50
0

Ｌ－Ｐ

（C)

118118

120500

20 15

9
0
0

1
1
0

118

20 15

118

1
2
5

接地端子

サーモスイッチ（機械設備）

タイマースイッチ（機械設備）

：サーモスイッチ（機械設備）、タイマースイッチ（機械設備）

（A)
EM-IE2.0ｘ2.E2.0（E19）

壁スリーブ：25φ

EWP（B)

壁スリーブ：25φ
EM-IE1.6ｘ3.E1.6（E19）

令和６年度

A1 S=1/50
A3 S=1/100

平　面　図　　A1 S=1/50,A3 S=1/100



機　　　　材

技能士の適用

電気主任技術者

及び浴室、厨房などの多湿箇所（厨房の

　埋設管の撤去は（・行う　・行わない）

・　付　属　品　　　鍵　１式

・　完　成　図（竣工図）　　Ａ２　２部（二つ折り製本）

・　完成図書　　Ａ４　　１部　　・　施　工　図

　特別管理産業廃棄物　　　　　　　　　・　あり　　　・　なし

　引き渡しを要するもの　　　　　　　　・　あり　　　・　なし

　ただし溶接の困難な箇所は拡管接合としてもよい。

　・　拡管　・　その他）とする。

　ステンレス鋼管の接合方法は、呼び径６０ＳＵ以下の場合（・　溶接　

　　ただし１回の打設量が少量の場合は、監督員の承認を得て試験等を

　　（・　コンクリート製浄化槽　　・　コンクリート製水槽　）

・　強度試験及びスランブ測定をようする工作物

・　スランブ　　（・　１８ｃｍ以下）

・　設計基準強度（・　１８０ｋｇ／ｃｍ2　　・　２１０ｋｇ／ｃｍ2　）

・　構内敷ならし　　　・　構外搬出適切処理

・　別契約の関係請負者が定置したものには、無償で利用できる。

　構内につくることが　　　・　できる。　　　・　できない。

・　官公署等の諸手続などの費用は請負者の負担とする。

・　本工事に要する工事用電力、水等の費用は、完成」引渡しまで基本料金を含めて

　　省略することができる。

撤去工事

配　　管

15

14

　必要に応じてプラグ止めとする。

コンクリート工事

提出書類の様式

13

12 　別途指示する。

・　官公署提出書類（控）

引き渡し関係書類

工事写真　

発生材の処理

残土処分

足場、さん橋類

工事用仮設物等

工事用電力、水、

　　及び付属品

9

11

10

6

8

7

5

　　その他

　別途指示する。

　　請負者の負担とする。

及び浴室、厨房などの多湿箇所

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）

矩　　　形

円　　　形

消音チャンバー

サプライ
　　チャンバー

矩　　　形

円　　　形

消音エルボ

屋　内　隠　ぺ　い

屋　内　隠　ぺ　い

・Ｈ・（イ）・Ⅹ

・Ｈ・（イ）・Ⅹ

1

1

・Ｌ・（ロ）・Ⅷ

・Ｉ・（イ）・Ⅹ

・Ｎ・（イ）・Ⅹ

・Ｍ・（ロ）・Ⅸ

・Ｐ・（ロ）・Ⅹ2

　　　　　　　　　　　　　　　　・　メーカーリスト

　　　　　　　　　　　　　　　　・　設備取扱注意事項

　　　　　　　　　　　　　　　　・　機器取扱説明書

　　　　　　　　　　　　　　　　・　故障連絡先

　　　　　　　　　　　　　　　　・　官公署提出書類（写）

　　　　　　　　　　　　　　　　・　機器納入仕様書

　　　　　　　　　　　　　　　　・　試験成績表 ・Ｇ・（ロ）・Ⅷ膨張タンク

屋内隠ぺい、火気使用カ所

屋内隠ぺい、ダクトシャフト内

機械室、書庫、倉庫

一般居室、廊下

天井内は含まない。）

及び浴室、厨房などの多湿箇所（厨房の

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）

屋内隠ぺい、ダクトシャフト内

機械室、書庫、倉庫

一般居室、廊下

スパイラル

　　ダクト
屋内露出

蒸気ヘッダー

温水ヘッダー

冷温水ヘッダー

冷水ヘッダー

矩形ダクト
屋内露出

・Ｎ・（イ）・Ⅹ

・Ｎ・（ロ）・Ⅹ

・Ｎ・（ロ）・Ⅹ

・Ｏ・（ロ）・Ⅹ

1

1

・Ｋ・（ロ）・Ⅹ2

・Ｇ・（ロ）・Ⅸ

・Ｉ・（ロ）・Ⅹ

・Ｉ・（ロ）・Ⅹ1

・Ｊ・（ロ）・Ⅹ1

1

・Ｆ・（ロ）・Ⅸ1

1

及び浴室、厨房などの多湿箇所

屋外露出（バルコニー、廊下を含む）

屋外暗渠内

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中、屋内暗梁内

機械室、書庫、倉庫、共同溝

屋内露出（一般居室、廊下）

冷温水タンク

熱交換器

還水タンク

温水タンク

冷水タンク

（厨房の天井内は含まない）

天井内は含まない）

・Ｇ・（ロ）・Ⅸ

・Ｆ・（ロ）・Ⅸ

章は・印の付いたもの、項目は番号に　印の付いたもの、

・　ガス設備

・　排水設備

・　排煙設備

・　暖房設備

特記事項は・印の付いたものを適用する。

　　知識をもって技能者の作業指導を行う場合は技能士を置かないことができる）

　（但し当該工事において建設業法による管工事施工管理技士が十分な技術の

・　適用する（・　配管施工　・　熱絶縁施工　・　冷凍空気調和施工）

　電気主任技術者を工事現場に　　・　おく。　　・　おかなくてもよい。

　本工事に使用する機材は別紙による。

特　　　　　記　　　　　事　　　　　項

監督員事務所

２　特　記　仕　様

項　　　　　目章

4

3

1

・　設ける　　・　設けない

・　適用しない

１　共　通　仕　様

２工事仕様

・　消火設備

・　給水設備

・　換気設備

・　空気調和設備

１工事概要
管

・　し尿浄化槽設備

・　給湯設備

・　衛生器具設備

・　冷房設備

空気調和設備工事の保温の種別

施　　工　　箇　　所

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）

床下、暗渠内（ピット内を含む）

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

機械室、書庫、倉庫、共同溝

屋内露出（一般居室、廊下）

及び浴室、厨房などの多湿箇所（厨房の

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）

床下、暗渠内（ピット内を含む）

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

機械室、書庫、倉庫、共同溝

屋内露出（一般居室、廊下）

蒸　気　管

天井内は含まない）

（膨張管を含む）

区　　　分

温　水　管

・Ｂ・（イ）

・Ｅ・（イ）

・Ｄ・（イ）

・Ｃ・（イ）

・Ａ・（イ）

・Ｅ・（ロ）・Ｉ

・Ｄ・（ロ）・Ｉ

2

・Ｂ・（ロ）・Ｉ

・Ｃ・（ロ）・Ｉ

・Ａ・（ロ）・Ｉ

及び浴室、厨房などの多湿箇所（厨房の

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

浴室、厨房などの多湿箇所（厨房の

床下、暗渠内（ピット内を含む）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

屋内露出（一般居室、廊下）

天井内は含まない）

（膨張管を含む）

給　湯　管

天井内は含まない）

・ｅ・（ロ）・Ｉ2

・ｄ・（ロ）・Ｉ

・ｃ・（ロ）・Ｉ

・ｂ・（ロ）・Ｉ

・ａ・（ロ）・Ｉ

・ｅ・（ハ）・Ⅶ2

16 保　　温

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

及び浴室、厨房などの多湿箇所（厨房の

屋外露出（バルコニー、開放廊下を含む）

天井内、パイプシャフト内及び空隙壁中

屋内露出（一般居室、廊下）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

床下、暗渠内（ピット内を含む）

機械室、書庫、倉庫、共同溝

屋内露出（一般居室、廊下）

施　　工　　箇　　所

排水及び

　通気管

天井内は含まない）

給　水　管

区　　　分

・ｃ・（ロ）・Ⅶ

・ｂ・（ロ）・Ⅶ

・ａ・（ロ）・Ⅶ

・油　管　　　　　　　　配管用炭素鋼鋼管（黒）

建築設備定期検査業務指導書（財団法人日本建築設備安全センター）の排煙風量の

検査方法に準ずる。

・手　動　　　・手動及び遠隔操作可能なもの。

・壁取付　　　（・スリット形　　　　　　　　）

・天井取付　　（・スリット形　　・スイング形）

・亜鉛鉄板　　　・普通鋼板（厚１．６ｍｍ）

排煙風量測定

排煙口開放装置

排煙口の形式

ダ　ク　ト

3

4

2

1

・膨張管、空気抜き管、及び膨張タンクよりボイラーへの給水管は配管用

・温風暖房機の吐出ダクト、レタンダクト、外気取入ダクト及びレタンチャンバ。

・空気調和機（パッケージ形を含む）のサプライチャンバ、レタンダクト、

・冷温水ヘッダー（往）及び冷温水ヘッダーの各返り管。

・冷凍機の冷水管（送り、返り）及び冷却水管（送り、返り）。

取付部は下記による。なお温度計は円形指示計（パイメタル式１００φ）としても良い。

冷凍機の冷媒は（・Ｒ－４１０　　・Ｒ１３４ａ　　・Ｒ３２）とする。

・直だき吸収式温水機の冷却水管（送り、返り）及び冷温水管（送り、返り）。

・冷凍機の冷却水管（送り、返り）及び冷水管（送り、返り）。

（３）　冷却水用弁類（・ライニングあり　　・ライニングなし）

（２）　機器に付属する弁類はＪＩＳ規格品でなくともよい。

　外気取入れダクト及びレタンチャンバ。

デジタル、　アナログ合わせて　　　　　点

・空調設備　　・衛生設備　

（・機器　・配管　・ダクト）の総合調整を行う。

図示の箇所に設置する。

・熱交換機の温水管（送り、返り）。

・空気調和機の冷温水管（送り、返り）。

取付部は下記による。

監視制御対象

総　合　調　整

絶縁フランジ

冷　　　　　媒

13

2

1

管理点数

12

11

圧　　力　　計10

　炭素鋼鋼管（白）とする。

・冷却水管　　　　　　　配管用炭素鋼鋼管（白）

・冷温水管　　　　　　　配管用炭素鋼鋼管（白）

・熱交換機の温水管（送り、返り）。

・空気調和機の冷温水管（送り、返り）。

・ボイラーの温水管（返り）。

・直だき吸収式冷温水機の冷温水管（送り、返り）。

ＳＵＳ３０４製でもよい。

（１）　給気用は玉形弁とする。

排気フード及び
　　　　　囲いの材質

温　　度　　計9

8

弁　　　　　類7

　　　　　　　　　　　　ポリエチレン被覆鋼管

（３）　直結部分　　　　　　　・ライニング鋼管（SGP-VB）

（２）　屋内外埋設　　　　　　・ライニング鋼管（SGP-VD）

（１）　屋内（埋設部分を除く）・ライニング鋼管（SGP-VB）

・設ける　・設けない　（・鉄製　・コンクリート製　・樹脂製）

・設ける　・設けない　（・鉄製　・コンクリート製　・樹脂製）

　気密試験保持時間は最少２４分とする。

・仕切弁及び逆止弁（・コア内蔵型　　・一般型　）

・液化石油ガスボンベの転倒防止は標準図施工６１による。

　　　　　　　　（２）　高圧部分　・圧力配管用炭素鋼鋼管

・液化石油ガス　（１）　屋内（地中埋設部分を除く）　・配管用炭素鋼鋼管（白）

・都市ガスはガス事業者の規定のよるもので設計図書に示すものを使用する。

・都市ガス（・１３Ａ　・６Ｂ　・　　　）　・液化石油ガス（・専用　・兼用）

・鋼板製　　・ＳＵＳ製

・地中埋設部は、外面被覆鋼管（ＶＳ）とする。

・配管用炭素鋼鋼管（白）

１０ｋｇ／ｃｍ　、必要に応じ圧力調整弁付のものを使用する。

・ＨＢ－４Ａ　　・ＨＢ－４Ｂ　　

・ＨＢ－１Ａ　　・ＨＢ－１Ｂ　　・ＨＢ－１ＡＴ　　・ＨＢ－１ＢＴ

　ただし壁又は床埋設をする場合は、被覆銅管又は保温被覆銅管を使用してもよい。

・水道用耐熱性硬質塩化ビニルライニング鋼管（SGP-HVA）

（・ステンレスクラッド鋼板　・ステンレス鋼板）

（１）　貯湯タンク　（・外部電源電気防食方式　・流電陽極防食方式）

（１）　給湯ボイラー（・外部電源電気防食方式　・流電陽極防食方式）

（３）　衛生器具などの取付け完了後に行う試験は通水試験とする。

（２）　満水試験は　　　　　・行わない　　・行う

（１）　満水試験継手　　　　・設けない　　・設ける

既製流し等の床上露出部分は硬質塩化ビニル管（ＶＰ）でもよい。

（３）　一般用排水通気管　　

（２）　雨水排水管　　　　　・排水用硬質塩化ビニルライニング鋼管

（１）　汚水用排水管　　　　・耐火二層管（ＶＰ）

・形式はコア内蔵形とする。

・節水コマ　　・普通コマ

　　する恐れがある場合は、呼び径２０の排水管を取り付け、屋外又は間接排

（３）　外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバ及びホッパーは雨水の滞留

（２）　空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバ、レタンチャンバ

（１）　内貼施すチャンバの表示寸法は外寸法を示す。

　　　　　　　・外気取入れダクト　　・空調機出口チャンバの分岐ダクト）

取付け箇所は（・図示した位置　　　　・送風機吹出ダクト又は吸込ダクト

低速ダクト（・アングル工法・共通仕様書の適用範囲内でコーナーボルト工法）

配管の文字表示を（・行う　・行わない）配管別に色別塗装を（・行う　・行わない）

既存のコンクリート床、壁等の配管貫通部の孔明けは、原則としてダイヤモンド

隠ぺい部に設けるプルボックスの蓋のとめねじは、原則として蝶ねじとする。

隠ぺい部に設けるプルボックスの蓋で、一辺の長さが８００ｍｍを越えるものは、

合成樹脂製可とう電線管はＰＦ管（一重管）とし、口径は原則として２２以下とする。

電動機の保護規格は、製造者規格による標準品としてよい。

設計用垂直地震力は設計水平地震力に１／２を乗じたものとする。

・蒸気管　　・給気管　　配管用炭素鋼鋼管（黒）

　　水口に導く。　

　　には点検口を設ける。

・遠隔復帰式　　・手動復帰式

・遠隔復帰式　　・手動復帰式

配　管　材　料

ピストンダンパ

（防火防煙ダンパ）
防煙ダンパ

6

5

4

風量測定口

ダ　ク　ト

3 チャンバ

1

2

　　　　　　・還り管　　配管用炭素鋼鋼管（黒）

１階及び地下階

中　　　間　　　階

上層階、屋上及び搭屋

特定の施設

カッターによる。止水のため防水モルタル＋シーリング等の防水処理を行う。

原則として両引きスライド式とする。

地域係数　１．０

配管識別表示

は　　つ　　り

プルボックス

22

23

21

合成樹脂製可とう電線管

電　　動　　機19

20

・　１．０（防振機器は１．０）

・　１．５（防振機器は１．５）

・　２．０（防振機器は２．０）

4 配　管　材　料

地　中　埋　設　標

試　　　　　験

転　倒　防　止

4

5

3

2

1

5 屋外消火栓ホース格納箱

配　管　材　料

使　用　ガ　ス

2

3

2

1

4

3

・　１．０（防振機器は１．０）

・　１．０（防振機器は１．５）

・　１．５（防振機器は２．０）

1

2

3

貯湯タンクの防食

屋内２号消火栓箱

消火栓開閉弁

屋内消火栓箱

貯湯タンクの材質

配　管　材　料

2

給湯ボイラー

試　　験　　等

流し等の排水管

　あっては有効重量）に、次に示す地域係数及び設計用標準震度を乗じたむのとする。　

　（１）　設計水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽、その他の貯槽に

監修２００５年度版）による。ただし、改修工事等でやむを得ない場合は除く。

次に揚げる事項以外は、すべて建築設備耐震設計施工指針（建設省住宅局建築指導課

・次のダクトの保温を行う（・外気取入ダクト・換気ダクト）

　厚さ０．４ｍｍのものを１／２重ね１回巻きを（・行う　・行わない）

・土中の埋設の排水用鋼管類はＪＩＳ　Ｚ１９０１（防食用ビニールテープ）による

・調理実習室及び湯沸コーナーの排気ダクトはｈ・(イ)・Ⅶの断熱巻き（RW50mm）

・隠ぺいダクトのフランジ部（補強を含む）は厚さ２５ｍｍの保温を重ね巻きにする。

　　保温厚さ（・１５０Ａ以下は２０ｍｍ、２００Ａ以上は３０ｍｍ）

　　冷水管、冷温水管、膨張管、温水管、弁類（・e3（ハ）Ⅰ）

　　給水管、消火管、給湯管、弁類（・ｅ3（ハ）Ⅰ）

・屋外露出部分の防凍保温（・行う　・行わない）

機　器　据　付

防　　　　　食

18

17

3

5

1

4

2

1

弁　　　　　類

地　中　埋　設　標

配　管　材　料

管　防　食　継　手

配　管　材　料

水　　　　　栓

　　　　　　　　（３）　地中埋設部分　・ポリエチレン被覆鋼管

　　　　　　　　　　　　　　・硬質塩化ビニル管（・ＶＰ　・ＶＵ）

一

般

共

通

事

項

・

項

共

事

通

般

一

・

（

継

手

及

び

弁

類

を

含

む

）

事

通

共

般

一

・

・冷媒管　　　　　　　　被覆銅管（銅及び銅合金継目無管）

・

給

水

設

備

・

排

設

備

水

・

備

設

給

湯

備

火

設

消
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ス

備
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ガ
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央
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調

気

空

・

暖

房

換

房

冷

備

気

設

む

）

類

を

含

及

び

弁

（

手

継

管

器

機

ト

ク

一

般

ダ

貼
内
音
消

ク
煙

排ダ

ト

煙
導

タ

ン

ク

ダ

ッ

ヘ

冷　媒　管

1

1

（５）　廃　液　管　　　　　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）２重管　外管１００ＶＰ

１　工　事　場　所　　

２　建　物　概　要

国土交通省記号

国土交通省記号

３　工　事　項　目　　　

（機械設備編）（最新版）「公共建築設備工事標準図」（機械設備編）（最新版）による。

「公共建築工事標準仕様書」（機械設備編）（最新版）「公共建築改修工事標準仕様書」

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・保温付冷媒管

ラッキング

＋保温付冷媒管

・ステンレス

　　　　　　　　　　　　　　・リサイクル硬質塩化ビニル三層管（ＲＳ－ＶＵ）

　　　　　　　　　　　　　　・硬質塩化ビニル管（・ＶＰ　・ＶＵ）

　　　　　　　　　　　　　　・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・保温付冷媒管

・保温付冷媒管

・保温付冷媒管

・　撤去

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

・配管用炭素鋼鋼管（白）

施工上の注意

2

2

・ライニング鋼管（SGP-VD）

を行う。

・　配管・ダクト等の工事写真の取り方は次による。

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方」改訂第２版　建築設備編　参照

・ａ・（ロ）・Ⅶ

・ｂ・（ロ）・Ⅶ

・ｃ・（ロ）・Ⅶ

・ｄ・（ハ）・Ⅶ

・ｅ・（ハ）・Ⅶ

22

2

鋼板製タンク
機
　
器

貯湯タンク

排　気　筒 1
・ｈ・（イ）・Ⅹ

1
・ｇ・（ロ）・Ⅸ

1
・ｆ・（ロ）・Ⅷ

隠ぺい箇所

給排水衛生設備工事の保温の種別

2

2

2

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

Ⅰ

・ドレン管　　　　　　　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・　本工事で設置とする。

　　＜意匠図による＞

年　度

工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

－ AM-01

機械設備工事特記仕様書

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

特記仕様書小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

秩父郡小鹿野町小鹿野1310-1地先

配水ポンプ棟（新築工事）

2

令和６年度



 R 

 R 

記号 名称 使用材料 JIS規格等

Ｄ

冷　媒　管

ド レ ン 管 JIS K 6741

JCDA 0009

硬質ポリ塩化ビニル管(VP)

断熱材被覆銅管(屋外露出部はＳＵＳラッキング仕上げとする。)

屋内外渡り配線共(冷媒管共巻きとする)

冷媒管(液管/ガス管)記号

a

電源・制御配線

6.4φ/9.5φ EM-EEF 2.0-3C

空調用リモコン

制御配線　EM-CEES1.25□-2C(E19)

機器名称記号

注記

１．機器能力は表示能力以上とする。

冷 房 能 力 ：　１０．０ｋＷ

ＡＣ－１ 空調機 形　式：

付属品：

ＡＣ-１-１ 室内機 天井吊形形　式：

付属品：

冷 房 能 力 ：　１０．０ｋＷ

暖 房 能 力 ：　１１．２ｋＷ

暖 房 能 力 ：　１１．２ｋＷ

仕　　　様
相 電圧(Ｖ) 出力(Ｗ)

台数
階 室名

設置場所電気容量
備　　　　考

空冷ヒートポンプ式セパレートインバータエアコン ３ ２００ ４３５０ １

その他付属品共

１ １

ワイヤードリモコン　取付金具　その他標準付属品共

屋外

配水ポンプ室

１ 圧縮機出力：1.95kW

付属品：

能力：

ＥＦ－１ 排気ファン 低騒音形ＳＵＳ製有圧換気扇形式： １ １００ ２８ １ １ 配水ポンプ室

取付枠　他標準付属品一式

温度サーモ付コントロールスイッチ　バックガード

２００　ｍｍ×４２０ｍ3　／Ｈ×　２５Ｐａ

冷 房 能 力 ：　３．６ｋＷ

ＡＣ－２ 空調機 形　式：

付属品：

ＡＣ-２-１ 室内機 壁掛形形　式：

付属品：

冷 房 能 力 ：　３．６ｋＷ

暖 房 能 力 ：　４．２ｋＷ

暖 房 能 力 ：　４．２ｋＷ

空冷ヒートポンプ式ルームエアコン １ １００ １７９０ １

その他付属品共

１ １

ワイヤレスリモコン　取付金具　その他標準付属品共

屋外

次亜塩素注入機室

１ 圧縮機出力：0.95kW

ＥＦ－２ 排気ファン 低騒音形ＳＵＳ製有圧換気扇

２００　ｍｍ×３３０ｍ3　／Ｈ×　２５Ｐａ能力：

付属品：

形式：

取付枠　他標準付属品一式

１ １００ ２８ １ １ 次亜塩素注入機室

EF

1

EF

2

SUS製電動シャッター200□用

SUS製ウェザーカバー200□用(FD・防鳥網付)

SUS製電動シャッター200□用

SUS製ウェザーカバー200□用(FD・防鳥網付)

AC

1-1

AC

2-1 AC

2

AC

1

9.5φ/15.9φ EM-EEF 2.0-3Cb

a20A,

 D 

ドレンGL+150にて放流
防虫網20A

防虫網20A

UP UP

配水ポンプ室 次亜塩素注入機室

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺
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＊修正箇所は下線を引くこと
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５．鉄筋コンクリ－ト工事 ６．鉄骨工事

(1) 鉄骨工事は指示のない限り下記による
本構造設計特記仕様はコンクリートの設計基準強度(Fc)が

36Ｎ/m㎡以下に適用し、鉄筋の材種はSD390以下に適用する。 日本建築学会「JASS6]「鉄骨精度検査基準」「鉄骨工事技術指針」
１．建築物の構造内容 ３．地　盤

社）日本鋼構造協会「建築鉄骨工事施工指針」(1) コンクリート

(1) 建築場所 (1) 地盤調査資料と調査計画 コンクリートはJIS A 5308　に適合するJIS認証工場の製品とし、施工に関しては標準図に記載されている 鉄骨製作管理技術者登録機構「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

(2) 工事種別 新築 増築 増改築 改築 無 事項を除き、JASS 5(2009年度版）　による。 (2) 工事監理者の承認を必要とするもの

(3) 構造設計一級建築士の関与 必要 必要としない 耐久設計基準強度 Fd     短期（18）　　標準（24）　　長期（30）　　超長期（36） 製作工場 製作要領書 工作図 施工計画書種　類 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画 調査項目 資料有り 調査計画

法第20条第一号(高さ　60ｍ超） ボーリング調査 静的貫入試験 標準貫入試験 セメントは、 JIS R 5210 の普通ポルトランドセメントを標準とする。 認定または登録工場（大臣認定　S H M R J グレード　　都登録　T1 T2 T3 ランク）

法第20条第二号( RC造高さ 20m超 S造　4階建以上 木造高さ　13m超 その他) 水平地盤反力係数の測定 土質試験 物理探査 調合計画は、工事開始前に工事監理者の承認を得ること。 材料規格証明書※、または試験成績書
試験堀(支持層の確認) 平板載荷試験 液状化判定注(3)構造設計一級建築士の関与が義務づけられる建築物については解説書等を参照して確認する事。

寒中、暑中、その他特殊コンクリートの適用を受ける期間に当る場合は、調合、打ち込み、養生、管理 鋼材 高力ボルト 特殊ボルト 頭付きスタッド
スウェーデン式サウンディング 現場透水試験 PS検層

(4) 構造種別
方法など必要事項について、工事監理社の承認を得ること。 ※社）日本鋼構造協会「建築構造用鋼材の品質証明ガイドライン」の規格証明方法、またはミルシート。

木造（Ｗ） 補強鉄筋コンクリートブロック造（ＣＢ） 鉄骨造（Ｓ）
フレッシュコンクリートの塩化物測定は、原則として工事現場で（財）国土開発技術研究センターの技 社内検査表注）上記表中の資料が有るもの、調査計画が有るものに○を記入する。

鉄筋コンクリート造（ＲＣ） 壁式鉄筋コンクリート造（ＷＲＣ）
術評価をうけた測定器を用いて行い、試験結果の記録及び測定器の表示部を一回の測定ごとに撮影した (3) 工事監理者が行う検査項目

(2)鉄骨鉄筋コンクリート造（ＳＲＣ） 壁式プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＷＰＲＣ）
写真（カラー）を保管し承認を得る。 （■印以外の項目の検査結果については、工事監理者に報告すること）

プレキャスト鉄筋コンクリート造（ＰＲＣ）
測定検査の回数は、通常の場合、1日1回以上とし、1回の検査における測定試験は、同一試料から取 現寸検査 組立・開先検査 製品検査 建方検査

(5) 階 数
り分けて3回行い、その平均値を試験値とする。 (4) 接合部の溶接は下記によること

棟 地下 階 地上 階 塔屋 階
構造体コンクリートについて現場の圧縮強度試験方法はJASS 5T-603によることとし、供試体は現場 平成１２年建設省告示第1464号第二号　イ、ロ

(6) 主要用途 水道事業施設
水中養生、または、現場封かん養生とし、採取は打ち込み工区ごと、打ち込み日ごととする。 鉄骨造等の建築物の工事に関する東京都取扱要綱

(7) 屋上付属物
また、打ち込み量が150mを超える場合は150mごとまたは、その端数ごとに一回を標準とする。 日本建築学会「溶接工作基準、同解説Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ,Ⅳ,Ⅴ,Ⅵ,Ⅶ,Ⅷ,Ⅸ」

排風機 kN キュービクル kN 発電機 煙　突
一回に採取する供試体は、適当な間隔をおいた3台の運搬車からその必要本数を採取する。 日本建築学会「鉄骨工事技術者指針、工事現場施工編」

(8) 特別な荷重
尚、供試体の数量は、特別指示なき場合は、１回当り６本以上とし、そのうち４週用に３本用いる。 (5) 接合部の検査

エレベータ 人乗(マシンルームレス　ロープ式　油圧式) リフト kN ホイスト kN
ポンプ打ちコンクリートは、打ち込む位置にできるだけ近づけて垂直に打ち、コンクリートの自由落下 溶接部の検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること）

倉庫積載床用 N/㎡ 受水槽 kN エスカレーター kN
高さはコンクリートが分離しない範囲とする。 ポンプ圧送に際しては、コンクリート圧送技士または同 検査率又は検査数

検　査　箇　所 検　査　方　法 備　考(9) 付帯工事
工事自主検査 第三者受入検査 工事監理者等以上の技能を有するものが従事すること。尚、打ち込み継続中における打継ぎ時間間隔の限度は、外

門塀 擁壁 駐輪場 機械式駐車場 広告棟 外観検査 (※） ％個 ％個 ％個 ※平成１２年建設省告示完全溶込み溶接部
気温が２５℃未満の場合は150分以内、２５℃以上の場合は120分以内とする。

第1464号第二号による超音波探傷検査 ％個 ％個 ％個(10) 増築計画 有 無 （突合せ溶接）
コンクリート打込み中及び打込み後５日間は、コンクリートの温度が２度を下らないようにする。 内質 (目視及び計測）％個 ％個 ％個硬さ試験(11) 構造計算ルート X方向ルート　- Y方向ルート　- 検査

(注）東京都の要綱に乾燥、震動等によってコンクリートの凝結及び硬化が妨げられないように養生を行う。 ％個 ％個 ％個示温塗料塗布(注)
基づき必要となる建築

マクロ試験・その他 個 個 個(2) 鉄 筋２．使用建築材料表・使用構造材料一覧表 物の場合に実施する
外観検査 (※） ％個 ％個 ％個

鉄筋はJIS G 3112　の規格品を標準とする。施工は、標準図に記載されている事項を除き
第三者検査機関名 (都知事登録　　　　　号）(1) コンクリート (レディーミクストコンクリート　JIS Q 1001,JIS Q 1011,JIS A 5308)

コンクリートと同様に、JASS 5 による。 第三者検査機関とは、建築主、工事監理者又は工事施工者が、受入れ検査を代行させるために自ら契約した
設計基準強度 品質基準強度 スランプ

 適 用 箇 所 種　類 検査会社をいう。備　考 高強度せん断補強筋はJIS G 3137 に規定されるＤ種１号適合品とする。cmFc=N/m㎡ Fq=N/m㎡

注1）現場溶接部については原則として第三者検査機関による全数検査とし、外観検査、超音波深傷検査を100%行うこと捨てコンクリート 普通 鉄筋の加工寸法、形状、かぶり厚さ、鉄筋の継手位置、継手の重ね長さ、定着長さは「鉄筋コンクリー

注2）知事が定めた重大な不具合が発生した場合は是正前に対応策を建築主事等に報告すること土間コンクリート 普通 ト構造配筋標準図(１)（２）」または「壁式鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）（２）」による。
普通 高力ボルトの検査(検査結果は後日工事監理者に報告すること）

鉄筋継手等比重柱・梁・床・壁 普通、 軽量
高力ボルトすべり係数試験　　　要　　否

比重普通、 軽量 継手の位置等の設計条件による仕様・等級

一次締め後にマーキングを行い、二次締め後そのずれを見て、共回り等の異常が無いことを確認する。比重押えコンクリート 普通、 軽量 (注) 鉄筋の径鉄筋継手工法 (1)引張力最小部位 (2) (1)以外の部位
細骨材の種類 砂 山砂 人工 トルシア形高力ボルトは二次締め後、ピンテールが破断していることを確認する。A 級 B 級 SA級

粗骨材の種類 砂利 砕石 人工 ( 16 )以下重ね継手 40d 35d D
(6) 防錆塗装水の区分 水道水 地下水 工業用水 ( 19 )以上圧接継手 告示1463号第2項各号 D

AE減水剤 高性能AE減水剤 防錆塗装の範囲は、高力ボルト接合の摩擦面及びコンクリートで被膜される以外の部分とする。(    )以上溶接継手 告示1463号第3項各号 D
呼び強度を保証する材齢、養生 材齢 ( 28日 56日 ) (    )以上機械式継手 告示1463号第4項各号 D 錆止めのペイントは, JIS K 5621 JIS K 5625 を使用して、

養生 ( 現場封かん 現場水中 標準 ) 注）(1)以外の部位に設ける継手は、平成12年告示第1463号ただし書きに基づき、日本鉄筋継手協会、日本建築
４つ星２回塗りを標準とするが、実状に応じて決定すること。

センター等の認定・評定等を取得した継手工法の等級で、構造計算にあたって『鉄筋継手使用基準（建築物単位水量は185kg/m 以下、単位セメント量は270kg/m　以上とする。
現場における高力ボルト接合部及び接合部の素地調整は念入りに行い、塗装は工場塗装と同じの構造関係技術基準解説書2007）』によって検討した部材の条件・仕様によること。

(2) コンクリートブロック ( JIS A 5406)
D19未満は、すべて重ね継手とする。 錆止めペイントを使用し、２回塗りとする。

A種 B種 C種 厚 100 120 150 190 使用箇所( * )
継手部分の施工要領は　社）日本鉄筋継手協会「鉄筋継手工事標準仕様書」(ガス圧接継手工事、 (7) 耐火被覆の材料

鉄　筋(3) 種　類 径 使用箇所 継手工法
溶接継手工事、機械式継手工事）による。 意匠図による

SD295 A 重ね継手
継手部の検査方法： ・外観検査　　有　　無 ・引張試験　　有　　無 ・超音波深傷試験　　有　　無

SD295 B ガス圧接継手
異形鉄筋

SD345 溶接継手
(JIS G 3112)

SD390 機械式継手

高強度せん断補強筋 材種 各継手の使用詳細については
柱の帯筋(HOOP)の加工方法は、　　Ｈ型（タガ型）　　Ｗ型(溶接型）　　S型(スパイラル型）とする。 建築設備の構造は、構造耐力上安全な構造方法を用いるものとする。大臣認定番号　MSRB- 本仕様5.(2)鉄筋の項の鉄筋

丸　鋼 (JIS G 3112) SR235 継手等の■にて表示すること。 コンクリート及び鉄筋の試験は「建築物の工事における試験及び検査に関する東京都取扱要綱」第4条

溶接金鋼 (JIS G 3551)
の試験機関で行うこと。 建築物に設ける屋上からの突出する水槽・煙突・その他これらに類するものは、風圧・地震力等に対して

試験・検査機関名 構造耐力上必要な部分に緊結され、安全であること。(都知事登録   　　　 号)４．地業工事鉄　骨(4)
代行業者名 煙突は、鉄筋に対するコンクリートのかぶり厚さを5cm以上とした鉄筋コンクリート造とすること。

種 　類 使用箇所 現場溶接 JIS規格・認定番号等
(1) 直接基礎 ベタ基礎 布基礎 独立基礎 試験堀 有 無 代行業者とは、試験・検査に伴う業務を代行するものを言う。 設備配管は地震時等の建物変形に追従できること。また、地震力等に対して適切に支持されていること。

SS400 SM400 SN400 A,B,C 有 無 JIS G
載荷試験 有 無 設備機器の架台及び基礎については、風圧・地震力等に対して構造耐力上安全であること。(3) 型 枠

STKR400 STKR490 有 無 JIS G

(2) 地盤改良 浅層混合処理工法 深層混合処理工法 材料　　合板厚　12mmを標準とする。 エレベータの駆動装置等は、構造体に安全に緊結されていること。BCR295 BCP235 BCP325 有 無 大臣認定品　認定番号

深さ GL- 、長期許容支持力度 載荷試験 有 無SM490 A SN490 B SN490 C 有 無 JIS G 型枠存置期間 特記以外の梁貫通孔は原則として設けない。

SSC400 有 無 JIS G
床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の３倍以上かつ種類 せ き 板 支　　柱

JIS Z
部

位(3) 杭基礎 支持層　－ 基礎、はり側、柱、壁 スラブ下、はり下 スラブ下 はり下

早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト 普通ポルト 早強ポルト
○使用箇所の詳細については別途図示とする。 杭　　種 材　　料 施　工　法 備　考(5) ボルト

セメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント ランドセメント
RC PRC 打ち込み の種類高力ボルト 普通ポルト

存
置
期
間
の

高炉セメント 高炉セメント 高炉セメント 8.その他PHC H鋼 PHC(   A種　  　B種　　  C種 ） 埋込み(セメントミルク工法）
ランドセメント

F10T (JIS B1186) S10T 認定番号 F8T 認定番号 (   M16,  M20,  M22,  M24) A種 A種 A種
平
均
気
温

 　  号鋼管 摩擦杭 認定第
高炉セメント 諸官庁への届出書類は遅滞なく提出すること。

　年　　月　　日ボルト (JIS B1180) 4.8(4T) SC杭 JIS
シリカセメント シリカセメント シリカセメント A種

各試験の供試体は公的試験機関にて試験を行い工事監理者に報告すること。場所打ち コンクリートＦc 24N/m㎡ オールケーシング 拡底杭 A種 A種 A種アンカーボルト 4.8(4T) シリカセメント
コンクリート杭 　　　　　　Ｆq N/m㎡ リバースサーキュレーション

A種SS400 mm ナット (   シングル,　　ダブル）
スランプ 18cm以下 アースドリル ミニアース 認定

コ
ン
ク
リー

ト

の
材
令
 
  

2 3 4 6 8 17 28１５℃以上
ABR400 mm ナット (   シングル,　　ダブル） 第　　　　　号セメント量 330kg/m3 BH 深礎 手堀

3 5 6 10 12 25 28５℃～１５℃
　年　　月　　日単位水量 185kg/m3 機械堀頭付スタッドボルト 5 8 10 16 15 28 28(日) ５℃未満

鉄　筋 主筋   SD345
設計基準強度のmm 使用箇所 ( 　柱,　 大梁,   小梁） コンクリートの

5.0N/m㎡ 設計基準強度の50％HOOP　 SD295 圧縮強度 85％ 100％
mm 使用箇所 (   柱,　 大梁,　 小梁）

杭仕様 施工計画書承認 杭施工結果報告書 注）1 片持ばり、庇、スパン9.0m以上のはり下は、工事監理者の指示による。
(6) 屋根、床、壁

注）2 大ばりの支柱の盛かえは行わない。また、その他のはりの場合も原則として行わない。試験杭 (   有・　　無） (   打ち込み・　　載荷・　　孔壁測定）
注）3 支柱の盛かえは、必ず直上階のコンクリート打ち後とする。材　　種 型式　厚　その他 使用箇所 仕様・構法
注）4 盛かえ後の支柱頂部には、厚い受板、角材または、これに代わるものを置く。杭径(mm) 設計支持力(kN) 杭の先端の長さ(m) 本　数 特 記 事 項スライド ボルト止め
注）5 支柱の盛かえは、小ばりが終わってから、スラブを行う。一時に全部の支柱を取り払って、盛かえをしてはならない。ALC (JIS A 5416) 厚 壁 床版

ロッキング
注）6 直上階に著しく大きい積載荷重がある場合においては、支柱(大梁の支柱を除く）の盛かえを行わないこと。

H= 厚折　版 屋根 注）7 支柱の盛かえは、養生中のコンクリートに有害な影響をもたらすおそれのある震動または衝撃を与えないように行うこと。

(JIS G 3552) 型式 厚特殊デッキプレート 床版

(JIS G 3552) 型式 厚デッキプレート 床版

(JIS G 3552) 型式 厚 床版

100 100 30

100 30 -

CIW認定業者

D10～D16 スラブ・壁等

D19～D25

未定(工事監理者の承認を得て決定すること)

梁

柱

ダイヤフラム

150

16 0.8

EZ50,EZ75 1.2

3

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□ □ ■

□

□ M L=  □

L＝ □φ＝ 

□

□

■ 有 ( 　敷地内　　近隣） (調査計画　 有　　無）

□□

□

□

PRC(   Ⅰ種　  　Ⅱ種　 　 Ⅲ種 ）□

□ □

□

鋼材 　 SS400　  SKK400□ □

□

□

□

□ □ □ □

□

□

□ □ □ □

□

□ □ □

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

□

構造設計特記仕様

3 3

標準貫入試験深 Ｎ土　質
値度 10 30 40 50 60

○支持地盤、地層及び深さに

ついてのコメント

○近隣デ－タの調査地番と

設計地番とは約　ｍの距離

がある

○備考

注)地盤調査及び試験杭の結果により、杭長さ、杭種、直接基礎の深さ、形状を変更する場合もある。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ボーリング標準貫入値、土質構成(基礎・杭の位置を明記すること）

□

深さ GL-

■ □

□

(施工方法等計画書)

嵩上げコンクリート

基礎・基礎梁

■

γ＝1.9
軸力導入試験 　　  要　　 否□ □ □ □

○孔内水位

■ ■

3 3

■

■

□□

□

■ ■混和材料の種類(JIS A 6204)

砂質凝灰質粘土

凝灰質粘土

表　土

シルト混り

砂礫

10

15

58

49

26

500

375

375

▽WL　GL-1.25（TP＝+271.70）

No.1　TP＝+272.950

ＧＬ　－　1.25  ｍ

支持地盤は、上部N＝15、10の凝灰

質粘土とする。

泥岩

60

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

AS-01

11

□■

地中梁主筋・柱・梁

■

■

□ □

1.50 凝灰質粘土、支持層　－ 、長期許容支持力度 100 □□

□■

構造設計特記仕様書

■

■

７．設備関係

建築設備の支持構造部および緊結金物には、錆止め等、防腐のための有効な措置を講じること。

必要に応じて記録写真を撮り保管すること。

5cm以上を原則とする。

施工　JASS 5による。

ー

○位置図

秩父郡小鹿野町小鹿野1310-1地先

低
区
系
配
水
管
φ
350

流量計室

有効容量：300m3

配水池

NT2
H=272.712

町コ

町コ

町コ

町コ

倉庫

町コ

真北

275

計画建築物
No.1

■ ■

秩父郡小鹿野町小鹿野1310-1地先

○調査地番

1
,
4
5
0
5
0

1
,
5
0
0

▽設計GL-1.500

▽設計GL＝TP+273.00

■

■

15

18

18

18

2424

182424

15

1824

18

24

令和６年度



ｅ＞Ｄ/6ｅ≦Ｄ/6

4ｄ

6Φー＠ 1000

6ｄ ａ

4
0
0

ａ＝ 1.5×（呼び名の数値）

1
0
0 ａａ

6ｄＬ
2 4ｄ

Ｌ
1

又は同サイズ 2本 ＤＤ ａ

帯筋より１サイズ太く

ａ

1
0
0

6Φー＠ 1000

ａ

6ｄ
15ｄ

(５）　絞り ｅｅ

注２．　　の鉄筋は2ーD13かつ、2本の一段太い鉄筋とする１

注１．1.5ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠100以下とする

柱Ｄ柱Ｄ

Ｌ
2

1
.
5
D

梁
Ｄ

Ｌ
2

1
.
5
D

Ｐ
ＰＬ

2 Ｐ

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｐ

１
１

１

Ｌ
2

Ｌ
2

１

柱 Ｄ

柱脚で斜材となる柱幅と斜材幅が異る柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

(４）　斜め柱・斜め梁

　　　交互とする
Ｌは 50ｄ以上かつ 30ｃｍ以上とする

注３．フックおよび継手の位置は、

6ｄ

　　　主筋の位置をさける Ｌ

8ｄ

注２．Ｗ型で現場溶接をする場合は

注１．第１帯筋は、梁づらに入れる

12ｄ
第１帯筋

6ｄ

両面溶接 5ｄ以上

Ｐ1
ｌは片面溶接 10ｄ

4ｄ〃
〃 2ｄ2ｄ下
〃 とする
〃 Ｌ以 5ｄ

末端部の添巻は 1.5巻以上〃
チ〃

Ｌは中間部 50ｄかつ 300ｄ以上〃
ッ〃

〃 ピ Ｌ
〃
〃 計
〃

設〃
〃 12ｄ

Ｐ1 135°

150以下

12ｄ

10ｄ以上〃

150以下

第１帯筋 15ｄ5ｄ以上6ｄ

Ｄ Ｓ型（スパイラル型）Ｗ型（溶接型）Ｈ型（タガ型） ハロイ

(１）　帯　　筋

　 　 　 （ ５ ） （ 　 ） 内 は 仕 上 げ が あ る 場 合 。

　 　 　 （ ４ ） 軽 量 コ ン ク リ ー ト の 場 合 は 、 1 0 m m 増 し の 値 と す る 。

の拡大図※一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる　 　 　 　 　 　 を 受 け て 4 0 m m と す る こ と が で き る 。 イかぶり厚さ
　 　 　 （ ３ ） コ ン ク リ ー ト の 品 質 お よ び 施 工 方 法 に 応 じ 、 工 事 監 理 者 の 承 認

　 　 　 　 　 　 4 0 m m に す る こ と が で き る 。

8
d梁
幅

20ｄ　（両側） 40ｄ　（片側）　 　 　 （ ２ ） 耐 久 性 上 有 効 な 仕 上 げ が あ る 場 合 、 工 事 監 理 者 の 承 認 を 受 け て

　 　 　 　 　 　 3 0 m m と す る こ と が で き る 。

ハ
ン

チ

［ 注 ］ （ １ ） 耐 久 性 上 有 効 な 仕 上 げ の あ る 場 合 、 工 事 監 理 者 の 承 認 を 受 け て

※｛

イ２
ー

Ｄ

70基　　礎　　・　　擁　　壁 60 ( 4 ) Ｄ

土に接する部分

50柱・はり・床スラブ・耐力壁 40 ( 4 )

50擁　　　　　　　　　　　　壁 40( 3 ) ６ ～ ８

40  （ 30）50屋　　　　外耐　　力　　壁 8
d( 2 ) ( 1 ) １ＣＣは　　　　　り ＬＬ ２ーＤ ｛※

3040屋　　　　内柱土に接しない部分

Ｄ： 1500を越える場合

30（ 20）40屋　　　　外非　耐　力　壁 ( 1 )
床　ス　ラ　ブ

2030屋　　　　内屋 根 ス ラ ブ ハンチ梁幅ハンチ
かぶり厚さかぶり厚さ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　加工要領2

0
ｄ

以
上

2
0
ｄ

以
上

（mm）（mm）
部　　　　　　　位 (４)　水平ハンチの場合のあらば筋加工要領　（５）せいの高い梁のあらば筋最少かぶり厚さ設計かぶり厚さ

(４)　かぶり厚さ （単位：mm） ( 半 固 定 と し て 行 政 指 導 さ れ る こ と も あ る の で 留 意 す る こ と ） ベース下の施工を慎重にする

フック無しフック付 1 5 0 以 上
ａ≧400 約0.5L11.5L1以上

余長 4ｄ 30～ 50
(２）　杭 基 礎

ＬＢ ． Ｐ 下 端

Ｌ
1ｂａｂ

主 筋

地
中

梁

Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

　　圧接継手 ＠
1
5
0

L1L1 　　 300以下
地 中 梁 下 端 筋重ね継手（下記のいずれかとする。）

45° 　　主筋間隔の 1.5倍かつＤｄ

d/4以下1.2ｄ以上 ｂの範囲

　　主筋間隔は 200以下θ＞ 80° 3 0～ 50
ＬＢ ． Ｐ 下 端

ａ＝Ｄ1＋ 2dの範囲捨フープ Ｈ
Ｏ

Ｏ
Ｐ

＠
1
0
0

Ｄ 1

ベース筋θ Ｌ1.4ｄ以上 d/5以下 Ｃｄｄ か
つ

2
Ｄ

以
上

地 中 梁 上 端 筋 4
0
ｄ

以
上

斜め筋　 3ーＤ 13以上
1 2 5 以 上(１）　直接基礎

Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ 　 2ー D13以 上

圧接面圧接面圧接面　ガス圧接の形状 ３ mm以下

４．基　礎　５．鉄筋径の差が7mmを越える場合は、圧接としてはならない
鉄 骨 柱 Ｄ

1 2 5 以 上Ｈ Ｏ Ｏ Ｐ 　 2ー D13以 上　４．Ｄ29以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない 　　　　ジベル）による、おさまりに注意する

φ　３．直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする 杭間隔は 2×φかつφ＋ 1000以上 　　　　地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド100以上とする
鉄 骨 柱 Ｄ

主筋のかぶりは
(３)　小規模鉄骨造の柱脚固定の配筋　２．継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

　１．末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない 上端筋継手範囲上端筋継手範囲 下端筋継手範囲（各 4ヶ所）

フラットバー＠ 3,000 Ｌ 2
継　　手 スペーサーへりあき 200以上

φ

30ｄフックつき25ｄフックつき
30　 33　 36 つき Ｌ

2

35ｄまたは 40ｄまたは15cm以上
15ｄ15ｄ Ｌ 115ｄフックＳＤ 390 1

0
0
以

上

30ｄフックつき 35ｄフックつき10ｄかつ 10ｄ又は重ね継手 40ｄ
21　 24　 27 25ｄまたは

45ｄまたは40ｄまたは ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

Ｌ
230ｄフックつき25ｄフックつき

つき30　 33　 36ＳＤ 345 余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

35ｄまたは15cm以上30ｄまたは 杭
主

筋
4
0
ｄ

15ｄフックＳＤ295Ｂ
30ｄフックつき10ｄかつ25ｄフックつき

25ｄまたは21　 24　 27 8
0
0
～

1
0
0
0

ＳＤ295Ａ
40ｄまたは35ｄまたは

はつり部分　スラブ小　梁 Ｌ 2
（Ｎ／㎜2) 20ｄ20ｄ

（Ｌ　）１２一般　（Ｌ　） ※※
基準強度の範囲 Ｌ 0/2Ｌ 0/4 Ｌ 0/4

３下　ば　筋　（Ｌ　）鉄筋の種類 重ね継手の長さ

重
ね

継
手

クリートの設計 Ｌ 0

特別の定着および 4
5
ｄ

内　端　部外　端　部
定着の長さ普通、軽量コン

　場合、上向きとすることができる(２)　杭基礎、べた基礎の場合 （定着、継手）
杭頭処理(２)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90°以下

※上端筋の定着は、やむを得ない

(２）　現場打ちコンクリート杭 Ｌ 2Ｌ 2

ＬＣ
Ｄ 28～Ｄ 32

8ｄ以上
28φ～ 32φ

D10ー＠150ＨＯＯＰＲ
筋 Ｄ 19～Ｄ 25ＳＤ 295Ｂ、ＳＤ 345

6ｄ以上
19φ～ 25φ 10ーD168ーD1610ーD138ーD136ーD13補　強　筋

上記以外の鉄 ＳＲ 235、ＳＲ 295Ａ Ｌ 1

　　　　Ｄ 16ｄ 以下 600φ500φ450φ400φ300φ、350φ杭　　　径　　　　 16φ

4ｄ以上

Ｌ
2

　　　　Ｄ 19スパイラル筋 以上
ＳＤ 295Ｂ、ＳＤ 345 　　　　 19φＲ

あ ば ら 筋 Ｌ
2φ Ｌ2

（継手範囲）ｄ ＳＲ 235、ＳＤ 295Ａ 　　　　Ｄ 16 15ｄ15ｄ帯　　　　筋 以下 3ｄ以上
　　　　 16φ φ ※※

150 Ｌ 0/2Ｌ 0/4 Ｌ 0/4コンクリート止め板
内のり寸法  (Ｒ）る区分所による呼称 1

.
5
φ

図 鉄筋の種類 Ｌ 0

鉄 筋 の 折 曲 げ鉄筋の径によ鉄筋の仕様箇 内　端　部外　端　部

φ

(２)　鉄筋中間部の折曲げの形状　鉄筋の折曲げ角度90°以下 (１)　独立基礎、杭基礎の場合 （定着、継手）45°1
5
0

Ｌ

基礎下端5
0　※片持ちスラブ上端筋の先端 L

2 ５．地中梁　ＳＤ345のＤ16以下は、3ｄ以上、Ｄ19以上は4ｄ以上

L
2

3ｰD16　折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ235は3ｄ以上、ＳＤ295Ａ、ＳＤ295Ｂ、
ＨＯＯＰ＠ 150 ＨＯＯＰ＠ 150

　　Ｈ≦500は※印筋は不用とする　　　　　配筋は同厚の壁リストにならう

　　　Ｌ＞φの場合は工事監理者の指示による。8ｄ以上6ｄ以上4ｄ以上鉄筋の余長 補強筋 　　　Ｗ1の三角壁厚さは、200以上又は地中梁幅とし、（※4ｄ以上）（※4ｄ以上）
Ｌ1 150以上

　但しＬ≦φの場合8
ｄ

以
上

梁
幅余
長余長 Ｌ 1

継手の好ましい位置所定より低く止まった場合所定の位置に止まった場合余
長図 ＲＲＲ

(１）　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭の全てに補強を行うｄ キャップタイ ｈ
0
/2

＋
1
5ｄ

　ャップタイにのみ用いる。 45°～60° ※印筋はD10～＠200とする 重ね継手圧接継手ｄｄ 300
　打ち込むＴ形およびＬ形梁のキ

ｈ
0　の末端部またはスラブと同時に ３．杭 2ー D16以上（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）90°135°180°折曲げ角度 　折まげ角度 90°はスラブ筋・壁筋

Ｗ 1

※
Ｈ500＜Ｈ≦ 1000

※(１)　鉄筋末端部の折曲げの形状 ｆ．その他、本配筋標準に記載する箇所
※

Ｌ
2

Ｌ
2ｅ．単純梁の下端筋 Ｌ
240

0
以

上

標
準

1
0
0
0

ｈ
0
/4

ｈ
0
/4２．鉄筋加工、かぶり Ｌ 2 ※※※ｄ．柱、はり（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

Ｌ
1

3
ー

D
1
3

梁ａ．丸鋼　ｂ．あばら筋、帯筋　ｃ．煙突の鉄筋

4
00

以
上

　　　ＳＴ…あばら筋　　ＨＯＯＰ…帯筋　　Ｓ．ＨＯＯＰ…補強帯筋　　φ…直径又は丸鋼 ｈ
0
/2

ｈ
0
/2

ｈ
0(６)　鉄筋のフック （ ａ ～ ｆ に 示 す 鉄 筋 の 末 端 部 に は フ ッ ク を 付 け る 。 ） Ｌ

2Ｌ (3)　べた基礎　　　＠…間隔　　ｒ…半径　　　…中心線　　Ｌ0…部材間の内法寸法　　ｈ0…部材間の内法高さ　　Ｃ
あきあき ｄｄｄ 0ｄ 0

1

　　　ｄ…異形棒鋼の呼び名に用いた数値　丸鋼では径　　Ｄ…部材の成　　Ｒ…直径 さが不足する箇所に付ける４．埋戻し土のある場合は40を70とするＬ 2

7
0丸　　鋼異形鉄筋 ｈ
0
/4

ｈ
0
/4

ｈ
0
/
2＋

15
ｄ

設計応力に対して必要な定着長
(２)　記号 ｈ

0３．○の鉄筋はＤ13以上柱 ２ 筋並びにはりのせいが小さく、間隔間隔 ≧
1
5
d

(１)　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。 粗骨材の最大径の1.25倍以上かつ25以上 鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄　２．○の鉄筋はスラブ主筋以上とする１
　　　　　　　末端にはフックが必要 4

0 Ｌ
2丸鋼では径」、異形鉄筋では呼び名に用いた数値1.5ｄ以上 Ｌ
2
 
ｏ

r
 
Ｌ

3

　　但し上筋と下筋を読みかえる図の　印の鉄筋の重ね継手の １
１．一般事項 (５)　鉄筋のあき ａ １．耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

(２）　柱主筋の定着(１）　柱主筋の継手2

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１） ハンチを付けた場合（ａ≧３）
(3)　べた基礎

６．柱

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

AS-02ー

令和６年度



50300

    Ｄ 1 0（ 9φ ） ＠ 10 0 0以 内 で 割 り 付 け る幅止め筋 4
d 無筋部分Ｄ10ー＠200　長さ800以上 印は補強筋ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

腹　筋 ※
※柱と同径、同ピッチとする。

Ｄ

設計配筋間隔の1/2ピッチ　長さ2Ｌ1以上    1 2 0 0≦ Ｄ 　 　 　   Ｄ 1 0（ 9φ ） ＠ 30 0以 内 4
d

ａＤ Ｄ

　 　 90 0≦ Ｄ ＜ 12 0 0  　 4ー Ｄ 1 0（ 9φ ） 　 2段腹　筋

(8)　打継ぎ補強 （ダメ穴打継面について）　 　 60 0≦ Ｄ ＜ 90 0　 　 2ー Ｄ 1 0（ 9φ ） 　 1段 幅止め筋 6ーＤ164ーＤ163ーＤ163
0
0

Ｄ13
Ｄ ＜ 60 0不 要 Ｂ

250 ※
1000≦A＜1500500≦A＜1000Ａ＜500

間 仕 切 壁 と の 交 叉 部ｂ 2ｰＤ16Ｄ10ｰ＠200ダブル
(5)　幅止め筋の本数、加工 補強タテ筋

600
ハッチ部分の面積Ａｃ㎡Ｌ

1

（ロ）フックの位置は○ａ にあっては交互、○ｂ にあってはスラブ側とする。 2
0
0

Ｄ10ｰ＠1501
8
0
°

曲
げ

300 ａ
(1)　柱　　　両側床版付（Ｔ型）梁で○Ｃ 又は○ｂ とすることができる。

50300 ａ ａ及びａ’≦2004
d ≧Ｌ1≧Ｌ1 50

（イ）原則として○ａ のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で○ｂ 、

50Ｄ10ｰ＠200
及び工事監理者と打合せのこと Ｄ1310.　柱、梁増打コンクリート補強 ≧Ｌ1

折曲　Ｄ10ｰ＠200 増打するときは事前に設計者、Ｌ14
d

(7)　釜場軽 作 業 の 土 間ａ 1200×600以下 2ｰＤ16

6
d 注）継手部は必ずモルタルを充てんすること

Ｌ
1

2Ｄ(6)　土間コンクリート Ｄ13

6
d

注）ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、200≦ｈ≦400Ｌ1

2Ｄ8
d

8
d Ｄ16

注）ｈ0≦25tかつ3500以下とする。但し直交方向25ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く
Ｄ13 Ｄ

≦
Ｈ

≦
2
Ｄ

5
0

5
0Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ26
d

6
d ○ｅ○ｄ○Ｃ○ｂ○ａ

6
d

≧
Ｌ

1

≧
Ｌ

1

Ｄ13Ｄ
以

下

Ｄ Ｄ(4)　あばら筋の型

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻きとする
Ｄ16 Ｄ13

×印は幅止め筋 つり上げ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い 中 央中 央 Ｌ1500500 h

(3)　床板、壁(2)　地中梁(1)　柱、梁Ｄ10＠400Ｄ13
Ｄ135005002Ｄ Ｄ13

Ｌ1

2Ｄ第１あばら筋は柱面より配筋する 溶接Ｌ＝100
増築時の鉄筋継手工法を考慮して措置する。12.　増築予定溶

接
Ｌ

＝
1
0
0

Ｄ10ｰ＠150Ｌ1
ｔ

Ｌ
1

将来増築予定のコンクリート増打ち部分は、

Ｄ
以

下

h
0

h
0Ｄ ｔＤ

≦
Ｈ

≦
2
Ｄ

Ｄ10＠600Ｄ13 Ｄ

つりあげ筋 端 部 Ｄ10＠600
(3)　あばら筋、腹筋、幅止め筋の配置 プルート型金網型パイプ型リング型Ｄ10＠400Ｌ1

端 部 Ｄ16 Ｄ10＠400

Ｌ
1

(5)　床板段差
Ｌ1 Ｄ13Ｄ13 (3)　既製品 （使用するときには、設計者又は工事監理者ち打合せのこと。）Ｌ0

各2ーＤ16各2ーＤ19200＜Ｄ≦300
　　を開口をさけて補強する。

各2ーＤ13各2ーＤ13150＜Ｄ≦200しい位置 　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋 Ｌ2Ｌ2Ｌ2Ｌ2
2φ2φ

下 部 防 水 立 上 り の あ る 場 合一 般 に 場 合 　らなくて良い。各1ーＤ13各2ーＤ13　　　Ｄ≦150は継手の好ま 2
5
0
以

上

　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口
　記の位置、寸法によ ※

(4)　コンクリートブロック帳壁斜　め周　囲床板厚さＤＬＣ 注）設備の小開口が連続してあく場合 　確認された場合は右

設計図による。） ※部分について計算で ＤφＬ0/4Ｌ0/2Ｌ0/4 45°孔と孔のへりあき100以上
（但し、Ｈ＞800以上の場合、Ｌ

1

Ｌ2Ｄ13 読みかえる2
5
0
以

上

(2)　大梁主筋の継手

Ｌ

2

Ｌ
1

2ーD13は3ーD13と、各々※Ｄ13
Ｌ0 2

Ｌ

1

定着長さのとり方 補強筋でD13はD16又は、斜め補強筋

Ｌ
1

Ｄ13

1
0
0
以

下

孔補強の有効範囲と Ｌ

2

Ｌ
2

梁幅が400を越える場合はを入れる ●片
持

梁
筋

折
り

下
げ

端部先端 Ｌ1

Ｌ
1

あばら筋 Ｌ2

Φ＞25025d 1
0
0
以

下

Ｌ
1

Ｌ1

Ｄ10＠200ダブルＬ2 Ｌ1 Ｈ周囲補強筋
150以上120以上Ｌ

1

Ｈ

Ｄ10＠200ダブル
Ｌ12Ｌ0/315d 平面

φφＬ
2

φ片 持 梁 の 定 着ｃ
Ｄ13

(4)　床板開口部の補強 手 摺（開口の径500程度の場合）
Ｄ13に必ず入れること。 Ｄ13（出隅受け部配筋）（出隅部分補強配筋）

パ ラ ペ ッ ト

補
強

筋
の

定
着

(3)　手摺、パラペット補強あらば筋は小梁主筋側 注ｌ1≧ｌ2とする。 ｌ1ｌ1 注ｌ1≧ｌ2とする。Ｌ
3

Ｄ10＠200

Ｌ
1

出隅部分の補強筋 出隅受け部 ｔ面
下ｔは階高の1/100程度ｌ

1
/
2

　縦筋　ST　2ーD13ｌ
1
/
2

上
正

Ｗt 横　筋　2ー(2ーD13)横　筋　2ー(2ーD13)Ｗθ＝45° り厚さ以上とする。

ｌ
2

ｌ
2正 　 面平 　 面 Ｄ 縦　筋　ST　2ーD13ー100＠縦　筋　ST　2ーD13ー100＠縦　筋　ST 2ーD132ｰ(4)かぶり厚さの表、最小かぶ

250 250
Ｂ

スッリト部の鉄筋の被り厚さは Ｗ≦Ｄ／６、Ｗｔ／２かつ７ｃｍ
一般床版配力筋 柱 斜　筋　4ー(2ーD13)折　筋　2ー(2ーD13)折　筋　2ー(2ーD13)Ｌ1ｌ1/21/2Ｂ ｌ1/2出隅部 部 分 ス リ ッ ト の 場 合連続梁Ｌ01/2Ｂ DIC＠400最終端

(3)　片持ちスラブ出隅部補強 150＜Φ≦250100＜Φ≦15080≦Φ≦100
(2)　スリット部Ｌ0/625ｄ （設計図に記入のあるとき）Ｌ0/4

下向きでもよい
20ｄ20ｄ

斜めでもよい
ダブル配筋シングル配筋

(2)　鉄筋標準配筋 但しφ≦Ｄ/3とする

Ｌ せのこと。

Ｌ

場合は設計者又は工事監理者と打合

Ｌ
2

2ーＤ13Ｄ13Ｌ
2

Ｄ13 2ーＤ13
貫通孔が連続して間隔等が取れないＬ0

○b ※の個所（入隅）は各階補強する。 Ｌ
2

斜めでもよい ※

Ｌ 　径でＬ＝1,500とし、上端筋の下に配筋する　 Ｌ0/4Ｌ0/4ＣＬ0/4 15ｄ15ｄ
φ2φ1Ｌ2

小 梁 の 定 着ｂ
○a 補強筋は各3ーＤ13　又はスラブ主筋の同一 Ｌ2

Ｌ2Ｌ2Ｌ2 Ｌ2

Ｄ/3 Ｄ

(2)　屋根スラブの補強 壁と壁（平面図）ｄ Ｌ2
一 　 般 　 階 以上又は180°フック付とする

こえて中間折曲げテール長　150

10ｄかつ150以上1
0
ｄ

以
上

Ｌ2がとれる場合でも柱中心線を
ＣＡ短 辺 ・ 長 辺 方 向下 端 筋

受筋Ｄ10
Ｄ13 Ｄ13 （φ1+φ2)×3/2以上柱幅が大きくて、直線部だけで※ 15ｄ 梁端部（スパンＬ／10以内かつ２Ｄ以内）は避けるＬ

2＋5ｄ
○ｲＢ長 　 辺 　 方 　 向Ｌ

2

○ｲ は壁配筋と同じ 1000上 端 筋

Ｂ短 　 辺 　 方 　 向 15ｄ (1)　設置可能範囲Ｌ2
Ｌ2＋5ｄ スラブに上端筋がない場合Ｄ13 スラブに上端筋がある場合

肩筋Ｄ13以上

標 準 継 手 位 置 1000

Ｄ13 Ｄ13
11.　梁貫通孔補強Ｌ

y
/
4

Ｌ2Ｌ0
継 手 位 置 は 原 則 と し て 下 表 に よ る 。 ＣＡＣフック付

Ｄ

受筋Ｄ10

Ｌ
y

ことを原則とする Ｌ2ＡＢＡ Ｌ2 Ｄ○ｲ25ｄ1
5
0
以

上

床に ハッチ部分は増打コンクリートを示す。（非耐力壁とスラブが取り合う場合）ｃバーサポート折曲げ起点は中心線をこえる
Ｌ2

増打コンクリート補強と同様とする。300 ａ配置する。20ｄ 最 　 上 　 階 ※

ＬＣ 梁下端増打コンクリートの場合も上端梁、又は床面に一段目をＬ
2
＋

5
ｄ

Ｌ
2
＋

5
ｄ

一本目を配置する。Ｌ
y
/
4

ＣＡＣ Ｌ2Ｌ2
横筋の配筋は上下端ともＬ

2

ａは100～200程度。6075～100 縦筋は、柱面にＬ2

Ｌ
2
か

つ
中

心
線

を
越

え
る

柱幅 Ｄ≧400の場合は補強筋を３本とする。補強筋
大 梁 幅止メ筋片持床スラブａ ａ Ｌ

2

Ｌ
2

Ｌ
2

Ｌx/4Ｌx/4
腹筋Ｄ10ピッチは、梁の腹筋と合せる。Ｄ10

Ｌ (梁主筋を折り曲げるとき）ＣＬ0/4 15ｄ Ｌx
とする。

(1)　定着および継手(1)　定着 ｂ 一般床スラブつ り あ げ 筋 ａ

150程度 あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ3
0
0

あ
ば

ら
補

強
筋

150程度Ｌ
2

以上）とする。

8.　床　板7.　大梁、小梁、片持梁 柱に（平面図）梁に ｂ 補強筋は、梁主筋の１段落し径（Ｄ16ａａ

Ｌ2かつ柱中心線を越える(1)　定着

(2)　梁 補強筋補強筋

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（ 2） あばら補強筋　　標準図(1)の2ー(3)による。

9.　壁Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

AS-03ー

令和６年度



年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

梁伏図・軸組図
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＊特記事項

・　　　　 部分はフカシを示す。

軸組図共通

・特記無き限り壁厚は全てW18とする。
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1
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3
,
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4
,
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0

令和６年度

A1 S=1/100
A3 S=1/200

屋根伏図　　　A1 S=1/100,A3 S=1/200

1階梁伏図　　　A1 S=1/100,A3 S=1/200

基礎伏図　　　A1 S=1/100,A3 S=1/200

Y1通り軸組図　A1 S=1/100,A3 S=1/200 Y2通り軸組図　A1 S=1/100,A3 S=1/200

X1通り軸組図　A1 S=1/100,A3 S=1/200 X2通り軸組図　A1 S=1/100,A3 S=1/200

＊特記事項

・特記無き限り壁厚は全てW18とする。

・　　　　 部分は土間コンクリートを示す。

X3通り軸組図　A1 S=1/100,A3 S=1/200
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,
1
0
0

2
5
0

3
,
6
0
0

2
0
0

1
,
3
0
0

1
,
5
0
0

▼1FL

▼設計GL

4
－

D
2
2

2
－

D
2
2

4
－

D
2
2

2
－

D
2
2

H
O
O
P
　

D
1
0
＠

1
0
0

H
O
O
P
　

D
1
0
＠

1
0
0

STP　D10＠200

4－D22

4－D22

4－D22

4－D22 4－D22

4－D22

2－D10

2ーD10

STP　D13＠200

C1 C1

RG2

FG2

W18

6
0
0

7
0
0

3
0
0

1
5
0

2
0
0

5
0

6
0
0

D13

3
0
0

1
5
0

2
0
0

5
0

6
0
0

D13

D13 D13

7
0
0

1
,
3
0
0

7
0
0

1
,
3
0
0

4ーD25 4ーD25 4ーD25

4ーD25 4ーD25 4ーD25

下
端

筋
　

1
1
-
D
1
6

下端筋　11-D16

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

基礎リスト・ラーメン図

AS-05

設計GL＝ＴＰ+273.00

令和６年度

A1 S=1/30
A3 S=1/60

X2通りラーメン図　A1 S=1/30,A3 S=1/60

※仕口内HOOPは、D10＠150以内とする。

基 礎  リ  ス  ト A1 S=1/30,A3 S=1/60



年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

RC部材リスト

AS-06

符 号 RG1 RG2

※特記無き限りDIAHOOP　D10＠600

D10＠200 D10＠200

上　端　筋

下　端　筋

床　版　リ　ス　ト

床版厚

150S1
上　端　筋

下　端　筋

上　端　筋

下　端　筋

上　端　筋

下　端　筋

上　端　筋

下　端　筋

D10＠200

端　　部

主　　筋 ・（短　　辺）

中　　央 端　　部

配　力　筋　・　（長　　辺）

中　　央

D10D13＠200 D10D13＠200

D10＠200

上　端　筋

下　端　筋

上　端　筋

下　端　筋

下　端　筋

上　端　筋

上 端 筋

下 端 筋

スタラップ

腹　　　筋

3ーD22

3ーD22

小 梁 リ ス ト

符 号

断面位置

大 梁 リ ス ト

全　断　面断面位置

柱 リ ス ト

符 号 C1

Y2

１

階

主 筋

ＨＯＯＰ

C1
符　　号 壁　開　口　補　強　法

40ｄ 80ｄ
縦筋

4
0
ｄ

縦筋
斜筋

8
0
ｄ

斜筋

横筋 横筋

80
ｄ

80
ｄ

壁　　　厚

タ　テ　筋

ヨ　コ　筋

タテ筋
開　口

ヨコ筋
補強筋

斜　筋 2－D13

端部補強筋

2－D13

2－D13

2－D13

CS1 150

D13＠200 D10＠200

D13＠200 D13＠200

D13＠200

D10＠200

D10＠200

D10＠200

D13＠200 D13＠200

S3

3ーD22

W18

180

180

D10＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ

D10＠200ﾀﾞﾌﾞﾙ

5
5
0

550

S2 200
D13＠200 D13＠200

200
D16＠200 D16＠200

CS2

160CS4

CS3

150

150
D10＠200 D10＠200

D13＠200 D10＠200

D10＠200 D10＠200

D13＠200 D10＠200

上 端 筋

下 端 筋

スタラップ

腹　　　筋 2－D10

6
0
0

350 350

6
0
0

Ｒ

階

5
0
0

350

C1
Y1

X1 X2

C1

X3

G1

G1

G1

G1

4－D22

4－D22

D10＠200

4－D22

4－D22

D10＠200

2－D10

全　断　面

※全本数（X方向本数，Y方向本数）ー鉄筋径

Y
方

向

X方向

12（4,4）－D22

G
2

G
2

G
2

B1 FB1

D10＠200

2－D10

D10＠200

4－D10

3ーD22

350

8
0
0

全　断　面 全　断　面

C1C1

C1

D10＠100 柱・梁キープラン

巾止メ筋　D10＠1000

符 号 RG1 RG2

Ｆ

階

D13＠200スタラップ

下 端 筋

上 端 筋

腹　　　筋 6－D10

D13＠200

6－D10

1
,
2
0
0

350

※フカシはY1通りを示す。

1
,
2
0
0

350

3
0
0

4－D25

4－D25

4－D25

2－D22

4－D25

断面位置 全　断　面 全　断　面

▽1SL

令和６年度

A1 S=1/30
A3 S=1/60

A1 S=1/30,A3 S=1/60

A1 S=1/30,A3 S=1/60 壁 リ ス ト 巾止メ筋　Ｄ10＠1000　　　　　　　　　　A1 S=1/30,A3 S=1/60

A1 S=1/30,A3 S=1/60複筋　2－D10　巾止メ筋　D10＠1000



A1 S=1/30,A3 S=1/60

D10＠200

1,500

2－D13 D13＠200D10＠200

D10＠200

▼水下梁天端

1,600

3
,
6
0
0

2
5
0

3
,
3
5
0

2
0
0

5
0▼設計GL

1
5
0
1
5
0
2
1
0

2
,
1
0
0

4
0

5
0 1
5
0
1
8
0

▼1FL

▼1SL

D13＠200 D10＠2001－D13

2ーD13

150

350

100 100

2
0
0

800

2－D13

D13＠200

D10＠200

D10＠200

1
5
0

Y1

▼軒高

1,000

D13＠200

D10＠200 2ーD13

D10＠200

1
5
0

Y2

X1

50

1FL

D13＠200

150

5
0

50

D13

650

175200 175

5
0

5
0

1
,
2
0
0

1
5
0

1
5
0

4
＠

2
0
0
＝

8
0
0

D13＠200

150

2
0
0

3
0
0

2
0
0

1
0
0

D13＠200

D
1
3

1FL

2
0
0

2
0
0

1
0
0

3
0
0

5
0

150

D13＠200

2
0
0

2
0
0

3
0
0

1
0
0

D
1
3

5
0

D13

1
5
0

1
5
0

（1基）

5
0

1
5
0

＝
6
0
0

3
＠

2
0
0

CS1

CS3

CS4
CS2

D13

50

D
1
3

50

5
0

5
0

6
0
0

800

2＠200
＝400150 150

1
5
0
2
0
0
1
5
0

150

5
0

D13＠200

150

D13＠200D13＠200

Y2

年　度

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事工事名

図面名

図　面
縮　尺

番　号

秩父広域市町村圏組合水道事業

雑配筋図

AS-07

1
,
0
0
0

1
5
0

50D13＠200

X3

2－D22フカシ筋

5
0

（1基）

1
5
0

2
0
0

D13＠200十文字

5
0

1
5
0
1
5
0

5
0

D10＠200十文字
1FL

2
0
0

2
0
0

5
0

150

3
0
0

5
0
0

150

1ーD13D13＠200

800

50 ＝600
3＠200

60 90

1
6
0

令和６年度

A1 S=1/30
A3 S=1/60

A1 S=1/30,A3 S=1/60 A1 S=1/30,A3 S=1/60注入ポンプ基礎配筋図 次亜注入制御盤基礎配筋図

50 150 50150

5
0

5
0

D
1
3

7
0
0

3
＠

2
0
0

＝
6
0
0

2,400

10＠200＝2,000

150

5
0

150

D13

1FL

D13＠200 D13＠200 D13＠200

2
0
0

3
2
3

1
2
3

2
0
0

（1基）

配水ポンプ基礎配筋図 A1 S=1/30,A3 S=1/60

5
0

150

D13＠200

2
0
0

2
0
0

3
0
0

1
0
0

800

50 ＝600
3＠200

60 90

D
1
3

5
0

5
0

1
,
4
0
0

D13

1
5
0

1
5
0

5
＠

2
0
0
＝

1
,
0
0
0

1
5
0

X2

D13＠200 50

（1基）

A1 S=1/30,A3 S=1/60ポンプ盤基礎配筋図

（1基）

A1 S=1/30,A3 S=1/60残塩計基礎配筋図

A1 S=1/30,A3 S=1/60屋根庇･ポーチ配筋図

A1 S=1/30,A3 S=1/60 A1 S=1/30,A3 S=1/60防液提配筋図

※本体躯体に10＠400で差し筋する事。

土間コン(1)配筋図 土間コン(2)配筋図



図面名称 縮尺図面番号

図 面 目 録

実施設計図
小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

秩父広域市町村圏組合水道局

建屋配置図

流量計ピット配置図

配水池配置図

02

03

-

-

M

M

01M1

2

3

-

（機械設備工事）

A1 S=1/15,A3 S=1/30

A1 S=1/25・1/15,A3 S=1/50・1/30

A1 S=1/15,A3 S=1/30



4
5
0
0

B

A

受水管より

6
0
0

800

2000

1
5
0
0

A

2-次亜注入ポンプ

次亜貯留槽 100L

次亜注入制御盤
浸透桝

配水残塩計

受水残塩計

600 600

次亜注入点へ

1200

8
0
0

1200

B

φ20 自動空気抜き弁

No.1配水池（仮称）より

φ150 閉止フランジ

φ150 仕切弁

φ150 仕切弁

φ150 防震継手

20A 排水管

HIVP

3
6
0
0

配水ポンプ

推定末端圧力一定制御（インバータ方式）

5台ローテーション 4台並列運転

1.422m3/min×59m×7.5kW

2
0
0
0

2
5
0
0

2
0
0
0

3
0
0

1
0
0

φ
3
0
0

φ
1
5
0

φ300 φ150

2-次亜注入ポンプ

次亜貯留槽 100L

配水残塩計

ポンプ設備盤

配水ポンプ

推定末端圧力一定制御（インバータ方式）

5台ローテーション 4台並列運転

1.422m3/min×59m×7.5kW

5-φ50 仕切弁

φ150 仕切弁

1200

40005000

9000

28001000

5-φ100×φ50片落管

φ150 仕切弁

φ100 防震継手 φ300

C
C

φ
1
0
0

受水サンプリング管 20A HIVP

排
水

管
 
4
0
A
 H
I
V
P

10003100 800 1700

φ150

1
3
0
0

1
2
0
0

送水・配水先へ

No.2配水池（仮称）

より（将来用）

No.2配水池（仮称）

より（将来用）

3
0
0

3
0
0

φ
3
0
0

1300

200

2

270

150

250

436 2040 150270
2

200

φ
3
0
0

210

112
2 2

180

2
150
2

116478150270

2

600

200

2
1
0
0

配水残塩計

受水残塩計

受水管より次亜注入点へ

φ150

16A HIVP

500 800 2700

9000

ポンプ設備盤

φ150 仕切弁

配水ポンプ

推定末端圧力一定制御（インバータ方式）

5台ローテーション 4台並列運転

1.422m3/min×59m×7.5kW

φ150 仕切弁

φ150 防震継手

500

5
7
0

ドレンパン

□500×50

φ
1
5
0

3
5
0

S
U
S

FC

F
C

2-次亜注入ポンプ

次亜貯留槽 100L

7
5

φ100

S
U
S

F
C

2

300

1
5
0 3
4
0

排水管 40A HIVP

受水サンプリング管

20A HIVP

配水サンプリング管

20A HIVP
φ100 防振継手

平面図

A-A断面図 C-C断面図

B-B断面図

4500

4500

3
6
0
0

3
0
0

6
0
0

3
0
0

5001000

8
0
0

7
0
0

650600 500 150 600 800 700

12001050150300600700

80015007002000

20002500

1
2
3

1
0
0

1
0
0

1
0
0

3
6
0
0

送水・

配水先へ

8
0
0

25A HIVP

1
4
0
0

700

7
0
0

1
0
0

200470

2

5
5
8 2
0
0

3
5
62

釜場

□300×H200

釜場

□300×H200

150

2

2

13A 水栓ドレンパン

□500×50

ドレンパン

□500×50

No.1配水池

（仮称）より

次亜注入制御盤

釜場

□300×H200

機械土木

施工界

JIS10KF

土木機械

施工界

JIS10KF

機械土木

施工界

JIS10KF

φ150 閉止フランジ

排水

2
0
A
 
H
I
VP

配水サンプリング管 16A HIVP

16A 接点付角膜式圧力計

注）

1.　特記無きフランジ規格はJIS10Kとする。

2.　フランジ接合材は下記とする。

　　　ボルト・ナット・ワッシャ：SUS304

　　　ガスケット：　鋼管：SBR 3t

　　　　　　　　　　塩ビ：IIR 3t

3.　異種管接合部のフランジ接合材は、電食防止用とする。

建屋配置図

A1 S=1/15

A3 S=1/30

建屋配置図   A1 S=1/15,A3 S=1/30

M-01

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事



3
0
0
0

4000

1
0
0
0

8
0
0

1
2
0
0

2
0
0
0

5
0
0

1
0
0
0

2
0
0

5
0
0

2
0
0

受水残塩計へ

次亜注入ポンプより

配水池へ

配水ポンプより

φ100 受水管 DIP

φ200 流出管 DIP

配水池より（フロート）

配水先へ

受水先より

配水ポンプより配水先へ

配水池へ受水先より

φ100 仕切弁

φ100 受水管 DIP

φ200 流出管 DIP

φ100 定流量水位調整弁

φ100 ストレーナ
φ75 流入流量計

φ100 仕切弁

φ200 仕切弁

φ200 仕切弁

φ75 可とう管

φ200 NCP

φ100 NCP

φ200 仕切弁φ200 仕切弁

φ75 流出流量計φ75 可とう管

400

2

300

2

782

2

200

2

200

2

200

2

200

2

1000

2

300

2

400

400

2

250

2

500

2
112

2

200

2

200

2
112

2

350

2

250

2

400

2

625

2

579

φ200×75 片落管 φ200×75 片落管

φ75 流出流量計φ75 可とう管

φ200×75 片落管 φ200×75 片落管

φ100×φ75 片落管

φ100×φ75 片落管

20A HIVP

φ100 仕切弁

25A HIVP

15A SUS

φ100 仕切弁

φ100 定流量水位調整弁

φ100 ストレーナφ75 流入流量計

φ75 可とう管

φ100×φ75 片落管

φ100×φ75 片落管

φ200 NCP φ200 NCP

釜場

□300×H200

4000

4000

φ200 流出管 DIP

φ100 受水管 DIP φ100 受水管 DIP

φ200 流出管 DIP

A

B

A

B

平面図 A-A断面図

B-B断面図

φ100 NCP

φ6×φ11 ブレードホース

φ50 取出
φ20 取出

土木機械

施工界

水道用7.5KF

機械土木

施工界

水道用7.5KF

土木機械

施工界

水道用7.5KF

機械土木

施工界

水道用7.5KF

1
5
A
 
H
I
VP

5
0
0

2
0
0
0

1
0
0
0

5
0
0

注）

1.フランジ規格は下記とする。

　　φ50・φ20取出：JIS10KF

　　その他　 ：水道用7.5KF

2.配管のフランジ接合材は下記とする。

　　　　　ボルト、ナット、ワッシャ：SUS304

　　　　　ガスケット：SBR　3t

3.異種管接合部のフランジ接合材は、電食防止用とする。

流量計ピット配置図

A1 S=1/15

A3 S=1/30
M-02

流量計ピット配置図   A1 S=1/15,A3 S=1/30

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事



RC配水池

10000×6000×H5000

有効容量：300m³

10000

DN

48
00

GL+273.00

LWL+270.80

HWL+275.80

40
0

土
木

工
事

機
械
設

備
工

事

配水池配置図

平面図   A1 S=1/25,A3 S=1/50

M-03

水位調整弁パイロット管 SUS304 15A

フロートパイロットバルブ

フロートパイロットバルブ

（機械設備工事）

水位調整弁パイロット管 SUS304 15A

断面図   A1 S=1/15,A3 S=1/30

配水池配置図   A1 S=1/25・1/15,A3 S=1/50・1/30

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

A1 S=1/25・1/15

A3 S=1/50・1/30



図面名称 縮尺図面番号

図 面 目 録

実施設計図
小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事

秩父広域市町村圏組合水道局

全体平面配線図 引込装柱図

ポンプ設備盤 単線結線図

次亜注入設備現場操作盤 単線結線図 外形図

02

03

04

05

06

07

-

-

-

-

-

-

E

E

E

E

E

E

01E1

2

3

4

5

6

7

流量計ピット配線図

建屋内配線図

配線・配管表

- Free

A1 S=1/5,A3 S=1/10

A1 S=1/50・1/20,A3 S=1/100・1/40

Free,A1 S=1/5,A3 S=1/10

A1 S=1/15,A3 S=1/30

Free

A1 S=1/15,A3 S=1/30

（電気設備工事）



LA

3φ3W AC200V 50Hz

動力電源

NT
MCCB
3P

250AF
MCCB
3P

LA

1φ3W AC100/200V 50Hz

電灯電源

NT
MCCB
3P

30AF
MCCB
2P

引込開閉器箱

配水ポンプユニット

250AF
MCCB
3P

100AF
MCCB
3P

ポンプ設備盤

Wh Wh

次亜注入設備現場制御盤

30AF
ELCB
3P

予備

30AF
MCCB
2P

DS

盤内照明 ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀ

θTH

Ｆ 

Ｌ

Ｓ 

Ｈ
水
位
計
電
源

UPS

PS

監
視
装
置
電
源

流
入
流
量
計
電
源

CP
2P

CP
2P

流
出
流
量
計
電
源

CP
2P

30AF
MCCB
2P

CP
2P

【7.5kW×5台（1台予備）】

30AF
MCCB
2P

制
御
電
源

電灯動力分電盤

250AF
MCCB
3P機械式インターロック

3φ3W AC200V 50Hz

仮設発電機接続盤

1φT
7.5kVA
200/210-105V

100AF
MCCB
3P

※A

※A

30AF
MCCB
2P

予
備

電灯動力分電盤

水
位
計
電
源
（
将
来
用
）

F

0～300V

V
VS

WH

F

0～300V

V

WH

F

0～300V

V
VS

WH

（3φ3W AC200V） （1φ3W AC100/200V）

250AF
ELCB
3P

100AF
ELCB
3P

30AF
ELCB
3P

100AF
ELCB
3P

100AF
MCCB
3P

100AF
MCCB
3P機械式インターロック

VS

ポンプ設備盤　単線結線図

Free E-01

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事



ポンプ設備盤外形図 A1 S=1/5,A3 S=1/10

引込開閉器箱外形図 A1 S=1/5,A3 S=1/10

記号 記入文字 備考

NP-0 ポンプ設備盤

CP-1 動力電源電圧

CP-2 電灯電源電圧

CP-3

CP-4

CP-5

CP-6

V1 0～300V

LI 0～5 ｍ

FL

VS 切 - R - S - T - 切

BS-1 故障復帰

BS-2 ランプテスト

押し

押し

集合表示灯

V2 0～150V

FL-2

R

R

R

R

R

R

R

R

R

R

動力電源電圧切替

配水池水位

配水池
高水位

配水池
低水位

配水池
異常低水位

予 備
流入残塩

高

流入残塩
低

流出残塩
高

流出残塩
低

配水ポンプ
故　障

予 備

FI1 0～150 ㎥/h

流出流量

予 備

流入流量

流量計ピット
水位高

1
8
0
0

1
0
0

1
9
0
0

1200 500

NP-0

V1

CP-1

FL-2

CP-7

VS

-2

V2

LI

CP-4

-5

FI1

W W

-6

FI2

FL-1

FL-1

R

R

R

R

R

R

低区配水池
高水位

低区配水池
低水位

低区配水池
異常低水位

予 備
TM装置
故　障

予 備

将来用指示計設置スペース

BS-1 BS-2

R R R RR

予 備

予 備

予 備

R

R

次亜設備
異 常

R

予 備

予 備

FI2 0～100 ㎥/h

-3

V3

W

-8

VS

CP-7

CP-8

発電機電源電圧

(塞ぎ板処置）

600

1
2
3
0

200

仮設発電機接続盤外形図 A1 S=1/5,A3 S=1/10

600

8
0
0

300

V3 0～300V

-9

VS

CP-9

電灯電源電圧切替

発電機電源電圧切替

ポンプ設備盤外形図　引込開閉器箱外形図
仮設発電機接続盤外形図

A1 S= 1/5

A3 S=1/10
E-02

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事



FL-1

W

W

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

次亜注入
ポンプ故障

流入残塩計
故障

流出残塩計
故障

流入残塩
高

流入残塩
低

F
WH

30AF
MCCB
2P

No.1次亜注入ポンプ

単 線 結 線 図

次亜注入設備現場制御盤

30AF
ELCB
2P

コントローラ
流入残塩計

1φ2W AC100V 50Hz

ポンプ設備盤より

1
9
0
0

5
0

1
9
5
0

800 500

No.1

次亜注入
ポンプ故障

No.2
次亜小出槽

液位低

次亜漏洩

PLC故障

次亜注入設備現場制御盤外形図 A1 S=1/5,A3 S=1/10

30AF
ELCB
2P

【15W】

No.2次亜注入ポンプ
コントローラ

【15W】

30AF
MCCB
2P

制
御
電
源

30AF
MCCB
2P

予
備

流出残塩計

30AF
MCCB
2P

Ｐ
Ｌ
Ｃ
電
源

30AF
MCCB
2P

Ｔ
Ｐ
電
源

30AF
MCCB
2P

30AF
MCCB
2P

30AF
MCCB
2P

DS

盤内照明 ｽﾍﾟｰｽﾋｰﾀ

θTH

Ｆ 

Ｌ

Ｓ 

Ｈ

30AF
MCCB
2P

コ
ン
セ
ン
ト

記号 記入文字 備考

NP-0 次亜注入設備現場制御盤

CP-1 AC100V電源

CP-2

CP-3

FL

BS-1 故障復帰

BS-2 ランプテスト

押し

押し

集合表示灯

No.1次亜注入ポンプ

No.2次亜注入ポンプ

W

FL-1

ＴＰ

CP-2

CS

-3

BS-1～3

NP-0

CP-1

BS-3 ブザー停止 押し

TP タッチパネル

圧力異常高

予 備

CS 手動運転 - 停止 - 自動予 備

予 備

予 備

O

O

流出残塩
高

流出残塩
低

30AF
ELCB
2P

30AF
ELCB
2P

次亜注入設備現場操作盤
単線結線図　外形図

Free, E-03
A1 S= 1/5

A3 S=1/10

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事



全体平面配線図   A1 S=1/50,A3 S=1/100

引込柱（今回）　
8m-14cm-2.0kN

ハンドホール-1（今回）

引込開閉器箱（今回）　

HH-1

受水井水位計中継箱（今回）

受水井水位計検出器（今回）

プルボックス-9（今回）
W200×H200×D150（SUS-WP）

プルボックス-8（今回）

NT2
H=272.766

KBM2
H=273.660

（直接水準）

（直接水準）

RC配水池

流量計室

21.125

18.951

14
.9
61

1
.
8
2

プルボックス-1（今回）

プルボックス-2（今回）
W400×H300×D300（SUS-WP）

W600×H1230×D200

W600×H600×D600

W400×H400×D300（SUS-WP）

W200×H200×D150（SUS-WP）

仮設発電機接続盤（今回）
W600×H800×D300

▽GL

6
6
0
0

1
4
0
0

8
0
0
0

1
2
0
0

7
5
0

6
0
0

異種管接続材（今回）

FEP80用×1、40用×1

至：ポンプ設備盤

ポール底板（今回）　

玉がいし（今回）

支線ガード（今回）

巻付グリップ（今回）

ステーブロック（今回）

3φ3W200V 50Hz

1φ3W100/200V 50Hz

コンクリート引込柱（今回）
8m-14cm-2.0kN

支線22sq（今回）

自在バンド（今回）

引込開閉器箱(今回）
W600×H1230×D200

φ14-1500L×2
D種接地極（今回）　

コンクリート根かせ（今回）

引込装柱図   A1 S=1/20,A3 S=1/40

全体平面配線図　引込装柱図

A1 S=1/50 ・1/20

A3 S=1/100・1/40
E-04

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事



4
5
0
0

B

A

受水管より

A

2-次亜注入ポンプ

次亜貯留槽 100L

浸透桝

流出残塩計(今回）

流入残塩計（今回）

次亜注入点へ

1200

8
0
0

1200

B

No.1配水池（仮称）より

3
6
0
0

配水ポンプ

推定末端圧力一定制御（インバータ方式）

5台ローテーション 4台並列運転

1.422m3/min×59m×7.5kW

2
0
0
0

2
5
0
0

φ300

2-次亜注入ポンプ

次亜貯留槽 100L

流出残塩計（今回）

配水ポンプ

推定末端圧力一定制御（インバータ方式）

5台ローテーション 4台並列運転

1.422m
3
/min×59m×7.5kW

40005000

9000

C
C

受水サンプリング管 20A HIVP

10003100 800 1700

1
3
0
0

1
2
0
0

送水・配水先へ

No.2配水池（仮称）

より（将来用）

2
1
0
0

流出残塩計（今回）

流入残塩計（今回）

受水管より次亜注入点へ

500 800 2700

9000

2-次亜注入ポンプ

次亜貯留槽 100L

平面図
建屋内配線図   A1 S=1/15,A3 S=1/30

A-A断面図 C-C断面図

B-B断面図

4500

4500

5001000

8
0
0

7
0
0

80015007002000

3
6
0
0

送水・

配水先へ

1
0
0

No.1配水池

（仮称）より

次亜注入設備現場制御盤（今回）

ポンプ設備盤（今回）

1
0
0
0

ポンプ設備盤(今回）

1
4
0
0

7
0
0

ケーブル入線用開口
W300×H150

プルボックス-3（今回）　　　
W400×H300×D300（SUS-WP）

プルボックス-4（今回）　　　
W300×H200×D200(SUS-WP）

ケーブル入線用開口
W150×H100

プルボックス-5（今回）　
W300×H200×D200（樹脂）

プルボックス-2（今回）　　　
W400×H300×D300（SUS-WP）

ケーブルラック（今回）

2
6
0
0

2
4
0
0

ケーブル入線用開口
W150×H100

ケーブルラック（今回）

プルボックス-5（今回　　
W300×H200×D200（樹脂）

2
7
0
0

ケーブル入線用開口

ケーブルラック（今回）

2
4
0
0

2
3
0
0

プルボックス-3（今回）　　

2
7
0
0

ケーブル入線用開口
W300×H150

ケーブルラック（今回）

仮設発電機接続盤（今回）

ケーブル用開口φ150

ケーブルラック（今回）

ケーブルラック(今回）

プルボックス-6（今回）　　
W300×H300×D300（SUS-WP）

至：引込開閉器箱

　（地中埋設配管）

ケーブルラック（今回）

1
6
5
0

W400×H300×D300(SUS-WP）

プルボックス-6（今回）　　　
W300×H300×D300（SUS-WP）

W600×H800×D300

W600×H800×D300

ケーブル入線用開口φ150

W300×H150

プルボックス-1（今回）　　　
W400×H400×D300（SUS-WP）

至：HH-1

700

漏洩検知電極(今回）
2P

漏洩検知電極(今回）
2P

プルボックス-7(今回）　
W250×H250×D200（樹脂）

W＝200

W＝400

W＝200

W＝400
W＝400

W＝200

仮設発電機接続盤（今回）

W＝200

ケーブルラック（今回）
W＝200

電灯動力分電盤

至：プルボックス-8

接点付隔膜式圧力計

建屋内配線図

A1 S=1/15

A3 S=1/30
E-05

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事



3
0
0
0

4000

1
0
0
0

8
0
0

1
2
0
0

2
0
0
0

5
0
0

1
0
0
0

2
0
0

5
0
0

2
0
0

流入残塩計へ

次亜注入ポンプより

配水池へ

配水ポンプより

φ100 受水管 DIP

φ200 流出管 DIP

配水池より（フロート）

配水先へ

受水先より

配水ポンプより配水先へ

配水池へ受水先より

φ100 受水管 DIP

φ200 流出管 DIP

φ100 定流量水位調整弁

φ200 NCP

φ100 NCP

20A HIVP

25A HIVP

15A SUS

φ100 定流量水位調整弁

φ200 NCP φ200 NCP

釜場

□300×H200

4000

4000

φ200 流出管 DIP

φ100 受水管 DIP φ100 受水管 DIP

φ200 流出管 DIP

A

B

A

B

流量計ピット配線図   A1 S=1/15,A3 S=1/30

平面図 A-A断面図

B-B断面図

5
0
0

2
0
0
0

1
0
0
0

5
0
0

流出流量計検出器（今回）

至：HH-1

プルボックス-10(今回）　　　
W300×H300×D200（SUS-WP）

6
0
0

プルボックス-11(今回）　　
W200×H200×D100（SUS-WP）

（2P電極）

流入流量計検出器（今回）

流入流量計検出器（今回）

流出流量計検出器（今回）
φ75

φ75

φ75

φ75

プルボックス-10(今回）　　　
W300×H300×D200（SUS-WP）

プルボックス-11(今回）　　
W200×H200×D100（SUS-WP）

（2P電極）

流量計ピット配線図

A1 S=1/15

A3 S=1/30
E-06

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事



自

記 号 名 称

至

記 号 名 称

配 線 仕 様

種別・サイズ・芯数・本数
接地線 備　考電線管

配線・配管表

3φ3W　200V引込点 引込開閉器箱 600V　CET 100sq G82

1φ3W　100/200V引込点 引込開閉器箱 600V　CE 22sq-3c G42

引込開閉器箱 ポンプ設備盤 600V　CET 100sq G82

電路

FEP80

600V　CE 22sq-3c G42 FEP40

IE 22sq

ポンプ設備盤 配水ポンプユニット 600V　CET 38sq G54IE 8sq

次亜注入設備現場制御盤 600V　CE 3.5sq-2c IE 3.5sq

CEE 2sq-20c

CEE-S 2sq-4c

受水井水位計中継箱 CEE-S 2sq-2c G28

流入流量計検出器 流量計専用ケーブル（励磁用） G22

FEP30

流量計専用ケーブル（信号用） G22

流出流量計検出器 流量計専用ケーブル（励磁用） G22

流量計専用ケーブル（信号用） G22

FEP30

FEP30

電灯動力分電盤 600V　CE 14sq-3c ×2 G54IE 5.5sq

受水井水位計中継箱 受水井水位計検出器 水位計専用ケーブル

仮設発電機接続盤 600V　CE 100sq-3c G70

CEE 2sq-15c
G42

CEE 2sq-5c

次亜注入設備現場制御盤

流量計室水位電極 CEE 2sq-2c G22 FEP30

No.1次亜注入ポンプ 600V　CE 2sq-3c

CEE 1.25sq-6c

CEE-S 1.25sq-4c

ポンプ設備盤 HIVE82×2

HIVE54

動力用

計装用

No.2次亜注入ポンプ 600V　CE 2sq-3c

CEE 1.25sq-6c

CEE-S 1.25sq-4c

ケーブルラック

プルボックス-7 HIVE28

HIVE36×2

動力用

制御用,計装用

漏洩検知電極 CEE 2sq-2c HIVE22

次亜注入設備現場制御盤

流入残塩計 600V　CE 2sq-3c HIVE22

CEE-S 2sq-2c HIVE22

流出残塩計 600V　CE 2sq-3c HIVE22

CEE-S 2sq-2c HIVE22

HIVE54

HIVE36×2

制御用

動力用、計装用

HIVE70×2 動力用、制御用

仮設発電機 600V　CE 100sq-3c仮設発電機接続盤 発電機接続用(建屋内保管）(端末処理済）

D種接地極 IE 22sq HIVE16

次亜小出槽フロートスイッチ CEE 2sq-2c

接点付隔膜式圧力計 CEE 2sq-2c HIVE22

プルボックス-2 G36 動力用プルボックス-1

G28×2 制御用、計装用

配線・配管表

Free E-07

年　度

工事名

図面名

縮　尺

令和６年度

秩父広域市町村圏組合水道局

図　面
番　号

小鹿野町高区系増圧ポンプ場築造工事


